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一般選抜 入試概要（2025年度入試）
＜入試方式の特徴＞
2025 年度入試では、可能な限り旧課程履修者に配慮して出題いたします。
【３科目型】
国語・英語・選択科目の３科目で受験できます。バランスよく勉強している方に
適しています。

【２科目型】
国語・英語・選択科目の中から、２科目を選択して受験できます。ただし、１科
目は国語もしくは英語を選択してください。

【給付型奨学生選抜（３科目型）】※試験科目は３科目型と同様です。
勉強意欲旺盛で、かつ入学試験の成績が優秀な方を対象に、原則４年間にわたり
年間授業料相当額または年間授業料半額相当額の奨学金を給付します。

【問題見てから選択型】
国語・英語・数学から、試験当日に問題を見てから２科目を自由に選択して解答
することができます。

＜入試日程＞
　一般選抜の受験機会は複数回あります（2025 年度入試日程参照）。

2025 年度一般選抜�入試日程

入試方式 期 出願期間
※締切日消印有効

試
験
日

合格
発表

手続締切日
試験会場

第１次 第２次

３科目型
２科目型
給付型奨学生
選抜（３科目型）

１

12/2～

1/21 2/1 2/6 2/13

3/19

新松戸・龍ケ崎・水戸・
仙台・高崎・静岡

２ 2/4 2/14 2/20 2/27 新松戸・龍ケ崎・水戸・
仙台・宇都宮・静岡

３ 2/18 2/27 3/6 3/13 新松戸・龍ケ崎

問題見てから
選択型

１ 1/21 2/2 2/6 2/13 新松戸・龍ケ崎・水戸・
仙台・高崎・静岡

２ 2/4 2/15 2/20 2/27 新松戸・龍ケ崎・水戸・
仙台・宇都宮・静岡

３ 2/18 2/28 3/6 3/13 新松戸・龍ケ崎

４ 3/4 3/12 3/13 3/19 新松戸・龍ケ崎

＜入学検定料免除制度＞
１回分の入学検定料 35,000 円で、複数日程を選択して出願することができます。
※一度入学検定料を納めれば、追加で出願する際も入学検定料はかかりません。

☆�３科目型、２科目型、給付型奨学生選抜（３科目型）は、試験日・試験問題が
共通のため、セットでの出願がおすすめです。
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＜試験科目＞
【３科目型】【給付型奨学生選抜（３科目型）】

国語 現代の国語・言語文化　※古文・漢文を除く

時間：各 50 分
配点：各 100 点

英語 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ、
論理・表現Ⅰ

選
択
科
目
※

日本史 歴史総合、日本史探究

世界史 歴史総合、世界史探究

政治・経済 公共、政治・経済

数学 数学Ⅰ、数学Ａ

※選択科目の中から１科目を選択してください。

【２科目型】

国語 現代の国語・言語文化　※古文・漢文を除く

時間：各 50 分
配点：各 100 点

英語 コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ、
論理・表現Ⅰ

選
択
科
目

日本史 歴史総合、日本史探究

世界史 歴史総合、世界史探究

政治・経済 公共、政治・経済

数学 数学Ⅰ、数学Ａ

※ �[ 国語・英語 ]、[ 国語・選択科目から１科目 ]、[ 英語・選択科目から１科目 ] の
いずれかで受験してもらいます。

【問題見てから選択型】

選択科目

国語（現代の国語・言語文化　※古文・漢文を除く）
英語（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ、論理・表現Ⅰ）
数学（数学Ⅰ・数学Ａ）
上記の科目から２科目

時間：60 分
配点：100 点

＜解答方式＞
解答は全てマークシート方式です。
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総合型選抜　課題チャレンジ型【得意科目タイプ】（５期・６期）について

総合型選抜の課題チャレンジ型【得意科目タイプ】（５期・６期）では、書類審査、
面接と、学力検査「一般選抜の【問題見てから選択型】（１期・３期）」を組み
合わせて受験できます。
一般選抜【問題見てから選択型】（１期・３期）の受験に際しては、国語・英語・
数学のうち、１科目を選択して解答してもらいます。

出願方法などの詳細は本学入試情報サイトをご確認ください。
https://www.rku.ac.jp/with/
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外国人留学生選抜【一般】入試概要
（2025年度入試）

＜入試方式の特徴＞
本学が行う日本語の試験と面接でチャレンジできます。

＜出願資格＞
●�外国籍を有し、日本語の講義を理解できる能力を持ち、2025 年 3 月 31 日まで
に次の各号のいずれかに該当する (見込み )者、かつ入学時に 18歳に達する者
①� 外国において学校教育における 12 年の課程を終了した者
②� �上記①に準ずる者で文部科学大臣の指定する日本語教育機関で一年間教育
を受けた者

③� 大学入試に関し①と同等またそれ以上の学力があると認められる者
●�出入国管理および難民認定法において、大学入試に支障のない在留資格を有す
る者、または 2025 年 4 月までに取得もしくは更新できる見込みの者
●�（独）日本学生支援機構が行う「日本語能力試験（日本語）」を受験した者、
もしくは受験申込済の者、（公財）日本国際教育支援協会が行う「日本語能力
試験N2」を受験した者、もしくは受験申込済の者、または（特非）日本語検
定委員会が行う「J.TEST 実用日本語検定（A-Cレベル試験）」を受験した者、
もしくは受験申込済の者

＜入試日程＞
2025 年度外国人留学生選抜【一般】　入試日程

入試方式 期 出願期間
※締切日消印有効

試
験
日

合格
発表

手続締切日
試験会場

第１次 第２次

一般

１

10/1～

10/25 11/9 11/14 11/21
1/30

新松戸・大阪

２ 11/29 12/14 12/19 1/6
新松戸

３ 2/14 2/28 3/6 3/13 3/19

＜選考方法＞
①　書類審査　※審査書類は志望理由書（600 字程度）など事前提出
②　日本語＊マークシート方式（配点 100 点・時間 50 分）
③　面接（25 分程度）





出 題 範 囲 と 傾 向
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国 語
●出題範囲：現代の国語・言語文化　※古文・漢文を除く
●傾 向：
長文には論理的思考を要する論説文が使用されることが多く、内容説明
問題、内容真偽問題、空所補充問題などが出題される。その他、文中の
漢字に関する問題もある。

英 語
●出題範囲：英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ、論理・表現Ⅰ
●傾 向：
入試によく出題される語い、文法、構文、イディオム、会話表現が問わ
れる。読解は、部分和訳、空所補充、指示語の理解、内容理解が中心となっ
て出題されている。

日本史
●出題範囲：歴史総合、日本史探究
●傾 向：
戦後を含めた近現代の政治・経済に関して多く出題される傾向があるが、
そのほかに考古、中近世、近現代それぞれの時代からバランスよく問題
が出題されている。

世界史
●出題範囲：歴史総合、世界史探究
●傾 向：
地域別では、東洋史・西洋史がバランスよく出題される。時代別では古代・
中世・近代別時代がバランスよく出題されている。
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政治・経済
●出題範囲：公共、政治・経済
●傾 向：
政治・経済分野を中心に幅広く出題されている。歴史的事項と共に、時
事問題に関連した出題が比較的大きく取り扱われているのも特色であ
る。

数 学
●出題範囲：数学Ⅰ・数学A
●傾 向：
数と式、図形と計量（三角比）、２次関数、データの分析、および場合
の数と確率に関する問題が例年出題される。整数の性質や集合について
出題されることもある。

日本語
●出題範囲：日本語の読解・文法・語彙・漢字
●傾 向：
大学での学びに必要なレベルの日本語力を問うもので、日本語の論理的
文章から、内容理解、文法事項や語彙、漢字等、おおむねN1 から N2
レベルの問題が出題されている。





一般選抜
【３科目型】【２科目型】
【給付型奨学生選抜（３科目型）】

問題

英　　語：英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ､論理・表現Ⅰ
� （時間50分、�配点100点）�
選択科目： 日本史、世界史、政治・経済、数学から１科目
� （時間50分、�配点100点）�
国　　語：現代の国語・言語文化　※古文・漢文を除く
� （時間50分、�配点100点）�

【
３
科
目
型
】【
２
科
目
型
】

【
給
付
型
奨
学
生
選
抜
（
３
科
目
型
）】
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2024A1EN04 

 
2024 年度  

２科目型・３科目型  １期  入学試験問題  
 

英   語 
（（50 分分・・100 点点））  

解解答答番番号号はは((１))～～((35))  
注意事項 

 

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見ないこと。  

 

２．試験開始後，問題用紙の印刷不鮮明，落丁・乱丁および解答用紙の

汚れなどに気づいた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。  

 

３．中途退席はできない。試験中に体調が悪くなった場合は，手を挙げ

て監督者に知らせること。  

 

４ .  解答は，解答用紙の解答欄にマークすること。  

例えば解答番号は（６）と表示のある問いに対して ウと解答する場合

は次の（例）のように解答番号（６）の解答欄○ウ にマークすること。

（例）  

正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがある。  

 

５．試験終了後，この問題冊子は持ち帰ること。  

 

Ａ１

一般選抜【３科目型】【２科目型】【給付型奨学生選抜（３科目型）】　英語
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2024A1EN05 
 

1 

Ⅰ 次の各日本文を表す英文になるように，(   ) 内に最も適当な語（句）を入れると

すればどれか。それぞれア～エの中から一つずつ選び，その記号を解答欄に記入しなさ

い。解答番号は(1)～(10)。 

 

(1) 餃子の作り方を教えていただけないでしょうか。 

Would you tell me (   ) to make dumplings?  

 ア how イ why       ウ what エ way 

 

(2) 彼は決してその物流会社の CEO ではない。 

He is (   ) but the CEO of the logistics company.  

 ア something イ nothing     ウ anything エ everything 

 

(3) 大いに苦労して，彼女はなんとか就職できた。 

After much difficulty, she (   ) to get a job. 

ア managed イ succeeded ウ made up エ tended 

 

(4) 今すぐ，上司に真実を言ったほうがいいと思います。 

I think you (   ) tell the truth to your boss right now. 

ア would イ used to ウ may エ ought to 

 

(5) チャーリーは来年，リサと結婚する予定だ。 

Charlie is going to (   ) to Lisa next year. 

ア marry  イ get married 

 ウ get marrying エ marrying 

 

(6) 彼にはよくあることだが，彼は眼鏡をどこに置いたか忘れた。 

(   ) is often the case with him, he has forgotten where he put his glasses. 

ア So イ As ウ That エ Which 
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2024A1EN05 
 

2 

(7) あのとき，バッグの中に十分な水が残っているかどうか私たちは確信がなかった。 

At that time, we were not sure whether there was enough water (   ) in our bags. 

ア leaving  イ to leave ウ leaves エ left 

 

(8) 彼はそこに着いたとき，800 円しか持っていなかった。 

He had (   ) eight hundred yen when he arrived there. 

ア no more than イ not so much as 

 ウ no less than  エ not the most 

 

(9) 仮に今年の夏，スイスへ旅行に行ったら，どれくらいお金がかかるだろう。 

If I (   ) travel to Switzerland this summer, how much would it cost? 

ア wish to  イ were to ウ will エ should 

 

(10) 私たちのためにこんな素敵なパーティーを開いてくれてありがとう。 

It’s nice (   ) you to hold such a lovely party for us. 

ア for     イ to    ウ of          エ on 
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Ⅱ 次の各日本文の内容を表す英文になるように，(   ) 内の語（句）を並べ換え，２

番目と４番目にくるものとして最も適当な組み合わせをそれぞれア～エの中から一つず

つ選び，その記号を解答欄に記入しなさい。ただし，文頭に来る語も小文字にしてある。

解答番号は(11)～(15)。 

 

(11) 少なくとも週に 2～3 回は適度に運動するようにしてください。 

 Try to get some exercise at ( ① times  ② week  ③ a  ④ two or three    

⑤ least ).  

ア ①－②    イ ③－① ウ ⑤－④ エ ④－③ 

 

(12) 彼女は目をつぶって音楽を聴いた。 

  She listened to the ( ① her  ② music  ③ eyes  ④ closed 

⑤ with ). 

ア ⑤－④    イ ⑤－③ ウ ①－④ エ ④－① 

 

(13) その日本人野球選手には，アメリカにとても多くのファンがいた。 

  The Japanese baseball player ( ① quite  ② few  ③ had  ④ fans 

⑤ a ) in America. 

ア ①－②  イ ①－③ ウ ⑤－② エ ⑤－④ 

 

(14) 何か温かい飲み物がほしい。 

  I feel ( ① something  ② to  ③ hot  ④ having  ⑤  like ) drink. 

ア ①－③  イ ③－① ウ ④－③ エ ⑤－③ 

 

(15) ハリーがいつロンドンに向けて東京を出発するか知っていますか。 

  ( ① when  ② do  ③ know  ④ you  ⑤ Harry ) will leave Tokyo to   

London? 

ア ②－③  イ ④－① ウ ④－⑤ エ ⑤－④   



－ 19 －

2024A1EN05 
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Ⅲ 次の各英文について，下線部の語（句）に最も近い意味のものをそれぞれア～エの中

から一つずつ選び，その記号を解答欄に書きなさい。解答番号は(16)～(20)。 

 

(16) The section chief had to properly articulate his opinion. 

ア express イ contradict ウ prepare エ tick off 

 

(17) One upside is that all of the vegetables will be grown without pesticides. 

ア downside イ drawback  ウ plus エ bad point 

 

(18) Why did Japanese people close the country off at this point in history? 

ア complaint  イ moment  ウ problem エ promise 

 

(19) She mounted her bicycle and departed gracefully. 

ア  took off イ made from ウ put down エ got on 

 

(20) He tends to avoid straightforward statements. 

ア implicit   イ roundabout ウ insulting エ direct 
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Ⅳ 次の会話文を読み，空欄(  21  )～(  30  )に入れるのに最も適当な語（句）

をア～コの中から一つずつ選び，その記号を解答欄に記入しなさい。ただし，文頭に来る

語も小文字にしてある。解答番号は(21)～(30)。 

 

TTwwoo  uunniivveerrssiittyy  ssttuuddeennttss  aarree  ttaallkkiinngg  aabboouutt  oonnlliinnee  ccllaasssseess..    

Mika: Did you hear that Professor Jordan’s class will be online this (  21  )?  

Dennis: Yes, I know. Professor Jordan has also requested that all students switch their 

cameras on in her online class. 

Mika: How do you (  22  ) about that?  

Dennis: I must say, I really don’t like putting my camera on during online classes. I feel 

like everyone is watching me.  

Mika: Really? I’m not (  23  ) about that. I like switching our cameras on. It’s so fun 

to show the (  24  ) of my room. 

Dennis: I don’t want to do so . That’s my (  25  ) space. 

Mika: Well, I guess I can understand how you feel, but I think the class is more useful if 

everyone puts their camera on. It makes it easier to (  26  ) other students. 

Dennis: Possibly. But sometimes I find it difficult to (  27  ) the class when I can see 

my own video. I think it is more important to listen (  28  ) what the teacher is 

saying. 

Mika: Maybe. But if you don’t put your camera on, it is (  29  ) difficult for the 

teacher to teach. They need to see our reactions. And I also feel like my teacher wouldn’t 

remember my name if I didn’t put my camera on. 

Dennis: Yeah. I know you are right, but I just don’t feel (  30  ) my camera on.  

 

ア to     イ worried  ウ comfortable with 

エ  feel   オ private  カ semester  

キ collaborate with ク inside  ケ more   

コ concentrate on   
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Ⅴ 次の英文を読んで，問いに答えなさい。なお，解答はすべて解答欄に記入すること。 

 

A professor from the University of Kansas wanted to find out how long it takes to 

make a friend. Making a friend might appear to be a quite simple thing to do. All you have 

to do is to go out and meet many different people, find someone you like, spend time 

together, and create a bond! But just how long does it take to do (31)that? And what is the 

best way to put that time to use? (32)Those are some of the important questions the 

professor wanted answers to. He found that it takes from 40 to 60 hours to make a casual 

friend, 80 to 100 hours to make a regular friend, and 200 hours or longer to make a close 

friend. In other (  33  ), it takes a good deal of time to develop a close friendship. Of 

course, there is no guarantee that if we spend a lot of time with someone that our 

relationship will move from one of being just casual friends to one of being close friends. 

People are naturally social and want to bond with one another. The professor found 

that people who had friends were happier, healthier, and even live longer than those who 

didn’t. For high school or college students, it’s most important to have lots of friends of all 

types, some of whom will become close. (  34  ) for older people, it is the quality of 

their friendships, not the number, that is more important. 

The hours spent together with classmates or people at work, do not appear to count 

so much in the making of a friendship. Even after spending hundreds of hours together 

at school or in the office, such relationships may not develop into real friendships. For 

that to happen, the key is to spend time together outside of class or work, doing different 

activities together. 

出典：Jonathan Berman, Life Topics: Changing Views (南雲堂, 2022) 

 

(31) 下線部(31)は何を指すか，最も適当な語句をア～エの中から一つ選び，その記号を解

答欄に記入しなさい。解答番号は(31)。 

ア find someone you like イ meet many different people 

ウ make a friend  エ spend time together 
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(32) 下線部(32)の和訳として最も適当なものをア～エの中から一つ選び，その記号を解答

欄に記入しなさい。解答番号は(32)。 

ア その教授はこれらの重要な疑問に一部だけ答えることができた。 

イ これらはその教授が答えを欲しがっていた重要な疑問の一部だ。 

ウ これらの重要な疑問の答えの一部を教授は探していた。 

エ その教授はこれらの重要な疑問に答えられる人を探していた。 

 

(33) 空欄(  33  )に入れるのに最も適当な語をア～エの中から一つ選び，その記号を

解答欄に記入しなさい。解答番号は(33)。 

ア means     イ times     ウ people     エ words  

 

(34) 空欄(  34  )に入れるのに最も適当な語をア～エの中から一つ選び，その記号を

解答欄に記入しなさい。解答番号は(34)。 

ア As   イ Initially    ウ Moreover    エ Although 

 

(35) 本文の内容に一致するものをア～エの中から一つ選び，その記号を解答欄に記入しな

さい。解答番号は(35)。 

ア より長い時間を共に過ごせば過ごすほど，確実に友人関係を築くことができる。 

イ あまり深くない友人関係であっても，その関係を築くのには 200 時間以上かかる。 

ウ どれほど長い時間を共に学校や職場で過ごしたとしても，友人関係に発展するかどう

かにはあまり関係がない。 

エ 友達の数は多ければ多いほど人はより幸せで，より健康で，より長生きをすることが

研究から分かった。 

 

 

以上で問題は終了です。 
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2024 年度  

２科目型・３科目型  １期  入学試験問題  
 

日  本  史 
（（50 分分・・100 点点））  

解解答答番番号号はは((１))～～((46))  
注意事項 

 

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見ないこと。  

 

２．試験開始後，問題用紙の印刷不鮮明，落丁・乱丁および解答用紙の

汚れなどに気づいた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。  

 

３．中途退席はできない。試験中に体調が悪くなった場合は，手を挙げ

て監督者に知らせること。  

 

４ .  解答は，解答用紙の解答欄にマークすること。  

例えば解答番号は（６）と表示のある問いに対して ウと解答する場合

は次の（例）のように解答番号（６）の解答欄○ウ にマークすること。

（例）  

正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがある。  

 

５．試験終了後，この問題冊子は持ち帰ること。  

 

Ａ１

一般選抜【３科目型】【２科目型】【給付型奨学生選抜（３科目型）】　日本史
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Ⅰ 次の文について，問いに答えなさい。 

 7 世紀頃から大陸の統一王朝に学んだ統治制度の導入が図られ，文武天皇の時代には，  

  (1)   の律令に倣った   (2)   が，天武天皇の皇子である   (3)   や藤原

不比等たちによって完成した。続いて，藤原不比等らが編纂した   (4)   が，757（天

平宝字元）年に施行された。 

(a)律は今日の刑法にあたる。一方，令は(b)行政組織・官吏の服務規定や人々への租税，労役

などを定めた。中央行政組織の二官として神祇官と行政全般を管轄する太政官があり，行政

の運営は，有力諸氏の中から任命された太政大臣・左大臣・右大臣などの太政官の公卿によ

る合議によって進められた。また，全国は畿内と七道に区分され，とくに西海道には地域を

統括する   (5)   がおかれた。 

京や地方の諸官庁に勤める官吏には，漢字の文筆能力と儒教の教養が必要であり，長官（か

み）・次官（すけ）・判官（じょう）・主典（さかん）が四等官とされた。例えば，国の長官は   

(6) （6）   ，次官は介であった。官吏は与えられた位階に応じた官職に任じられて(c)給与

が与えられる一方，調・庸や労役などの税負担は免除された。また，位階が五位以上の貴族

の子や三位以上の貴族の子・孫に一定の位階が与えられる   (7)   などによって，貴族

階層の固定化や上級貴族による官位独占が図られた。 

(d)農民への土地の支給や租税負担の単位となったのが戸である。民衆には口分田が支給さ

れ，その収穫からおよそ 3％程度の稲が，租として地方の正倉に納められた。また，調・庸は

おもに   (8)   と呼ばれた成年男性に課せられた人頭税であり，絹・布・糸や各地の特

産品を中央政府に納め，それらを都まで運ぶ義務があった。その他にも，国司の命令によっ

て水利工事や国府の用事に奉仕する労役である   (9)   などがあり，国が春に貸し付け

た稲を利息とともに徴収する制度も，一種の税であった。また，兵役は   (8)   3～4 人

に 1 人の割で兵士が徴発され，兵士は諸国の   (10)   で訓練を受けた。 

 

問１ 空欄   (1)   ～   (10)   に入るのに最も適切な語句，または人名を，それ

ぞれ下のア～エの中から一つずつ選びなさい。解答番号は(1)～(10)。 

(1)  ア 魏   イ 隋   ウ 唐   エ 遼 

(2)  ア 永徽律令 イ 大宝律令 ウ 養老律令 エ 飛鳥浄御原令 

(3)  ア 有間皇子 イ 大友皇子 ウ 刑部親王 エ 早良親王 
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(4)  ア 永徽律令 イ 大宝律令 ウ 養老律令 エ 飛鳥浄御原令 

(5)  ア 鎮守府 イ 鎮西探題 ウ 摂津職 エ 大宰府 

(6)  ア 守   イ 卿   ウ 帥   エ 大領 

(7)  ア 蔭位の制 イ 三世一身法 ウ 班田収授法 エ 官位相当の制 

(8)  ア 官戸  イ 公奴婢 ウ 衛士  エ 正丁 

(9)  ア 運脚  イ 雑徭  ウ 仕丁  エ 出挙 

(10)  ア 軍団  イ 武士団  ウ 鎮台  エ 連隊 

 

問２ 下線部(a)～(d)に対応する下の問いについて，それぞれア～エの中から最も適切なもの

を一つ選びなさい。 

 (a) 律に定められた刑罰についての説明として正しいものを選びなさい。解答番号は(11)。 

ア 笞・杖・徒・流・死の五刑があった。 

イ 皇族だけに，免職や代償を納めることで刑罰が免除される特権があった。 

ウ 国家・天皇・国司に対する罪は，とくに重罪とされた。 

エ 謀反や不孝などを八虐というが，有位者は実刑を減免された。 

 (b) 令に定められた行政組織についての説明として正しいものを選びなさい。 

解答番号は(12)。 

ア 中務省・式部省・治部省・民部省は右弁官に属していた。 

イ 兵部省・刑部省・大蔵省・宮内省は左弁官に属していた。 

ウ 官庁や天皇の住まいである内裏を，北面の武士などから成る五衛府が警備した。 

エ 弾正台は官吏の監察などを行った。 

 (c) 下線部(c)の給与の一つとして正しくないものを選びなさい。解答番号は(13)。 

 ア 封戸  イ 荘園  ウ 位田  エ 禄 

 (d) 戸や口分田についての説明として正しいものを選びなさい。解答番号は(14)。 

ア 民衆は 10 年ごとに作成される戸籍・計帳に戸ごとに登録された。 

イ 登録された戸を単位として 18 歳以上の男女に一定の口分田が支給された。 

ウ 各戸には戸主が置かれ，50 戸が 1 里として編成された。 

エ 死者の口分田は直ちに収公された。 
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Ⅱ 次の文について，問いに答えなさい。 

 

 室町幕府がその権力を確立していく 14 世紀後半から 15 世紀にかけて，東アジアの情勢は

大きくかわりつつあった。(a)中国では，1368 年に明が，(b)朝鮮半島では，1392 年に朝鮮が建

国され，(c)沖縄では，1429 年に山北・中山・山南の三山が統一されて琉球王国がうまれた。 

14 世紀半ばから，中国・朝鮮の沿岸海域では倭寇が猛威をふるい，明や朝鮮は，日本にそ

の対応を求めた。明は，中国を中心とする伝統的な外交秩序を回復させようと周囲の国々に

使者を送り，明に服属の意を表明するよう求めた。足利将軍   (15)   は明の皇帝より

「日本国王」に冊封されて(d)日明貿易を開始し，生糸・絹織物・   (16)   などの高級品

や，大量の銅銭が日本にもたらされた。15 世紀後半，室町幕府が衰えると，貿易の実権は，

堺商人と結んだ細川氏や，博多商人と結んだ   (17)   へと移っていき，両者は貿易の

主導権をめぐり争った。1523（大永 3）年には，中国の港で両氏が衝突する   (18)   が

起き，その後は   (17)   が貿易を独占することになった。しかし，16 世紀半ばに  

  (17)   が滅びると貿易も衰退し，再び倭寇の活動が活発となって，豊臣秀吉の      

(   (19)    で禁止されるまで続いた。 

(e)朝鮮との貿易は，(f)倭寇対策の意味もあり，日本からの通交者は優遇されたため，その利

益はきわめて大きく，日本から通交者が殺到した。このため朝鮮は，対馬の   (20)   を

通して統制し，日本人の船が入る港を限定するなどした上で貿易を行った。しかし，1510（永

正 7）年，日本人らが朝鮮の港で暴動をおこし（   (21)   ），通交は縮小された。 

琉球の王は，明から「琉球国王」として冊封を受け，さらに東アジア海域の諸国と盛んに

中継貿易を行って「万国の津
しん

梁
りょう

」と称され，繁栄した。 

北方では，アイヌ民族が現在の北海道（蝦夷ヶ島）からサハリンまで広い地域で活動して

おり，大陸北部の明勢力や，津軽海峡を渡って移り住んだ和人との間で交易をおこなってい

た。14 世紀から 15 世紀にかけて，蝦夷ヶ島南部の渡島半島沿岸には和人の居住地がつくら

れるようになり，湊や館が整備された。和人らは (g)津軽の豪族安藤氏の支配下に属して勢力

を拡大していったが，和人らの活動が活発になるにしたがって，アイヌとの摩擦も増えてい

った。1457（長禄元）年，   (22)   を中心にアイヌが蜂起し，一時は道南十二館と呼

ばれる和人の館のほとんどを攻め落としたが，   (22)   父子が討たれて戦いは終息し

た。この時，館主たちをまとめた   (23)   が，後に安藤氏にかわってこの地に勢力を

ふるうようになり，近世大名松前氏の祖となった。  



－ 27 －

2024A1NI05 

4 
 

問１ 空欄   (15)   ～   (23)   に入る最も適切な語句，または人名を，それぞ

れ下のア～エの中から一つずつ選びなさい。解答番号は(15)～(23)。 

(15) ア 足利直義  イ 足利尊氏 ウ 足利義満  エ 足利義政 

(16) ア 陶磁器   イ 蒔絵  ウ 硫黄  エ 刀剣 

(17) ア 大友氏 イ 大内氏   ウ 斯波氏   エ 京極氏 

(18) ア 三浦の乱 イ 寧波の乱  ウ 明徳の乱 エ 上海事変 

(19) ア 刀狩令 イ 人掃令   ウ 海賊取締令 エ バテレン追放令 

(20) ア 蠣崎氏 イ 島津氏 ウ 宗氏   エ 尼子氏 

(21) ア 三浦の乱 イ 寧波の乱  ウ 明徳の乱 エ 上海事変 

(22) ア 阿弖流為
ア テ ル イ

  イ クナシリ・メナシ 

 ウ コシャマイン  エ シャクシャイン 

(23) ア 蠣崎氏 イ 島津氏 ウ 宗氏   エ 尼子氏 

 

問２ 下線部(a)～(g)に対応する下の問いについて，それぞれア～エの中から最も適切なもの

を一つ選びなさい。 

 (a) 漢民族の国家である明を建国した人物を選びなさい。解答番号は(24)。 

ア 溥儀  イ 李鴻章 ウ 鄭成功 エ 朱元璋 

 (b) 倭寇を撃退して名声をあげた武将で，高麗を倒し朝鮮を建国した人物を選びなさい。

解答番号は(25)。 

ア 李舜臣  イ 李退溪 ウ 李成桂 エ 金玉均 

 (c) 三山を統一して琉球王国を建国した人物を選びなさい。解答番号は(26)。 

ア 尚泰  イ 尚巴志 ウ 謝花昇 エ 伊波普猷 

 (d) 日明貿易について述べたものとして，正しいものを選びなさい。解答番号は(27)。 

ア 国王が明の皇帝へ朝貢し，その返礼として品物を受け取るという，明の皇帝の

臣下となる形式をとらなければならなかった。 

イ 将軍以外にも，守護や国人・商人など多様な通交者が認められていた。 

ウ 商場における交易権を商人に請け負わせる場所請負制がとられていた。 

エ 吉備真備や玄昉らが明に渡り，最新の技術が日本にもたらされた。 
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(e) 当時の日朝貿易の輸出入品に関する文章として，正しいものを選びなさい。 

解答番号は(28)。 

ア 明から朝鮮を経て日本へ伝わった精錬技術により，石見銀山をはじめとする日

本銀の産出量が増大し，大量の銀が世界へ輸出された。 

イ 日本ではまだ生産されていなかった木綿が大量に輸入され，日本の衣生活に大

きな影響を与えた。 

ウ 朝鮮から輸入された甘藷は，青木昆陽が栽培を広め全国に広まった。 

エ 有田焼や伊万里焼といった陶磁器が，多く朝鮮に輸出された。 

(f) 倭寇対策として，倭寇の本拠地と考えられていた対馬を朝鮮が襲撃した 1419 年の事件

を選びなさい。解答番号は(29)。 

ア 刀伊の入寇 イ 応永の外寇 ウ 文化露寇 エ 元寇 

(g) 津軽と近畿地方を結ぶ日本海航路の拠点であり，安藤氏も拠点とした場所を選びなさい。

解答番号は(30)。 

ア 十三湊  イ 志苔館 ウ 上之国  エ 平泉 
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Ⅲ 次の文について, 問いに答えなさい。 

 

 (a)明治後期から大正初期にかけて， 長州出身で陸軍の大将であった       と，衆

議院の第一党である       の総裁であった西園寺公望が，交互に政権を担った時期

があった。 

  (31)   内閣（第 1 次）が 1905（明治 38）年末に退陣すると， その翌年に西園寺公

望内閣（第 1 次）が組織された。しかし，恐慌による政策のゆきづまりによって，1908（明

治 41）年には退陣した。政権を引き継いだ   (31)   内閣（第 2 次）は，勤倹節約と皇

室尊重を国民に求める   (33)   を発布した。また，内務省を中心に国富増強を推進す

る   (34)   を展開した。さらに，1910（明治 43）年に起きた   (35)   を機に，

全国で数百名を検挙するなど，社会主義者・無政府主義者を大弾圧した。同じ年に韓国併合

を強行したのち，   (31)   はふたたび西園寺公望に政権を譲った。 

  (31)   と西園寺公望が交互に組閣し政権を担当する体制は，1913（大正 2）年に瓦解す

る。中国でおきた   (36)   と清朝の滅亡という事態に直面した陸軍は，   (37)   を

要求していた。しかし，西園寺公望内閣（第 2 次）はそれを認めなかった。陸軍から入閣して

いた   (38)   はこれに反発し，帷幄上奏権を使って単独辞職した。陸軍は後任を出さな

かったので，陸相を欠いた内閣は退陣に追い込まれた。(b)その後，三たび       の       

内閣（第 3 次）が成立したが，これを藩閥勢力や陸軍の横暴とみなした政治家や言論人たち

は， 内閣打倒運動をおこした。   (31)   は，自ら政党（のちの   (39)   ）を組

織して議会の反対をおさえようとしたが叶わなかった。1913（大正 2）年 2 月，数万の民衆

が議会を包囲し，   (31)   内閣（第 3 次）は総辞職を決めた。成立から総辞職の決定

まで 53 日という，きわめて短命な内閣であった。 

  (32)   を与党として後継内閣を組織したのは，日露戦争の時に海軍大臣だっ

た   (40)   である。  (40)   内閣は，1900（明治 33）年に公布され西園寺公望内

閣（第 2 次）が倒れる原因にもなった   (41)   を改正した。また，   (42)   を

緩和し，政党員を上級官吏に任用できるようにして，政党への配慮を示した。しかし，1914

（大正 3）年に，軍艦や兵器の調達に際して海軍高官たちが外国企業から多額の謝礼を受け

取っていたことが暴露される   (43)   が起きた。この事件によって海軍を非難する声

が高まると，   (40)   は引責辞職した。その後，政権を引き継いだのは，政界から一

時引退していたが，言論界と民衆に人気のあった   (44)   であった。 

(31) 

(32) 

(31) 
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問１ 空欄   (31)   ～   (44)   に入る最も適切な語句，または人名を，それぞ

れ下のア～エの中から一つずつ選びなさい。解答番号は(31)～(44)。 

(31) ア 桂太郎 イ 井上馨 ウ 松方正義 エ 伊藤博文 

(32) ア 立憲政友会 イ 立憲自由党 ウ 憲政会 エ 日本社会党 

(33) ア 大教宣布の詔  イ 和衷協同の詔書 

 ウ 改新の詔  エ 戊辰詔書 

(34) ア 新体制運動  イ 農山漁村経済更生運動 

 ウ 地方改良運動  エ 国民精神総動員運動 

(35) ア 足尾鉱毒事件  イ 大逆事件 

 ウ 三・一五事件  エ 四・一六事件 

(36) ア 張鼓峰事件 イ 済南事件 ウ 辛亥革命 エ 日中戦争 

(37) ア 八・八艦隊  イ 2 個師団増設   

 ウ 産米増殖計画  エ 臨時軍事費特別会計 

(38) ア 上原勇作 イ 児玉源太郎 ウ 寺内正毅 エ 宇垣一成 

(39) ア 立憲帝政党 イ 立憲同志会 ウ 革新倶楽部 エ 日本共産党 

(40) ア 西郷従道 イ 財部彪 ウ 山本権兵衛 エ 岡田啓介 

(41) ア 軍部大臣現役武官制 イ 帝国国策要綱 

 ウ 帝国国防方針  エ 直接軍政 

(42) ア 治安警察法 イ 治安維持法 ウ 文官懲戒令 エ 文官任用令 

(43) ア ロッキード事件 イ ジーメンス事件 

 ウ 亀戸事件  エ 虎の門事件 

(44) ア 山縣有朋 イ 黒田清隆 ウ 大山巌 エ 大隈重信 

 

問２ 下線部(a)～(b)に対応する下の問いについて，それぞれア～エの中から最も適切なもの

を一つ選びなさい。 

（a） この時期に関する記述として正しくないものを選びなさい。解答番号は(45)。 

ア 本格的な政党政治の時代が到来する前の過渡期であった。 

イ 日本で最初の労働者保護法である工場法が制定された。 

ウ 日露戦争では賠償金が得られなかったので，財政的にはかなり厳しい状況にあ

った。 
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エ 美濃部達吉の天皇機関説が反国体的と非難され，政治問題化し，内閣によって

否認された。 

（b） この運動に関する説明として正しくないものを選びなさい。解答番号は(46)。 

ア 民権派が言論の自由・地租軽減・外交失策挽回を主張する建白書を元老院に提

出した。 

イ 犬養毅や尾崎行雄らが中心となり，民衆を巻き込み展開した。 

ウ 護憲三派を中心とする運動と区別するために，第一次護憲運動と呼ばれている。 

エ 「閥族打破・憲政擁護」をスローガンに掲げていた。 

 
 
以上で問題は終了です。 



－ 32 － － 33 －
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2024 年度  

２科目型・３科目型  １期  入学試験問題  
 

世 界 史 
（（50 分分・・100 点点））  

解解答答番番号号はは((１))～～((39))  
注意事項 

 

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見ないこと。  

 

２．試験開始後，問題用紙の印刷不鮮明，落丁・乱丁および解答用紙の

汚れなどに気づいた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。  

 

３．中途退席はできない。試験中に体調が悪くなった場合は，手を挙げ

て監督者に知らせること。  

 

４ .  解答は，解答用紙の解答欄にマークすること。  

例えば解答番号は（６）と表示のある問いに対して ウと解答する場合

は次の（例）のように解答番号（６）の解答欄○ウ にマークすること。

（例）  

正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがある。  

 

５．試験終了後，この問題冊子は持ち帰ること。  

 

Ａ1

一般選抜【３科目型】【２科目型】【給付型奨学生選抜（３科目型）】　世界史



－ 34 － － 35 －

2024A1SE05 

1 

Ⅰ 次の文について，問いに答えなさい。 
 

 キリスト教は後 1 世紀，ローマ帝国支配下の(a)パレスチナで誕生した。 

 それまでの古代ギリシア人やローマ人の宗教は，共同で犠牲を捧げることにより神々か

らの恵みにあずかろうとするものだった。これは相互授受の宗教とも呼ばれる。しかしロー

マ帝国支配下で(b)ローマの平和が続くなかにも不安を覚える人は多く，そのような人々は

神々の恵みよりも，日々の心の拠り所や，死後の霊魂の救済を求めていた。一方でパレスチ

ナのユダヤ教は，権威主義や戒律を形式的に守る態度におちいって，やはり人々の不安にこ

たえようとしなかった。 

 前 7 年～前 4 年頃にパレスチナに生まれたとされるイエスは，特に   (1)   を形式

主義として批判し，貧富の差なくおよぼされる神の絶対愛を説いた。しかしこれを自らの権

威への挑戦ととらえたユダヤ教の祭司や   (1)   は，イエスをローマ帝国の総督にう

ったえ，30 年頃に彼は十字架刑に処せられた。しかし死後にイエスが復活したとの信仰が

生じると，ペテロらの弟子たちや(c)パウロはイエスの十字架上の死について，ユダヤ教徒だ

けでなく全人類の罪をあがなうための犠牲であったとローマ帝国の各地に伝道した。こう

して，イエスこそが全人類を救う救世主であるとするキリスト教が誕生した。キリスト教は

とりわけ，大きな不安とともに日々を生きていた社会的弱者を中心に広がったとされる。 

 当初はキリスト教徒の数が少なかったこともあり，諸宗教に寛容だったローマの公権力

による迫害は生じなかった（ただし，共同の祭儀への参加を拒むキリスト教徒たちをうとま

しく思った民衆たちが主導する迫害は，各地で頻発していた）。しかし次第に無視できない

ほどキリスト教徒が多くなると，3 世紀後半には公権力による迫害が開始される。とりわけ

激しかったのが，303 年に開始された(d)ディオクレティアヌス帝による迫害である。それで

もキリスト教の勢力が衰えないのを見たコンスタンティヌス帝は，313 年についに    

(2) （2）   によってキリスト教を公認した。その後キリスト教はローマ皇帝との結びつ

きを強めていく。 

 勢力が拡大するにつれ，キリスト教徒のあいだでは教義をめぐって深刻な対立がおこっ

た。一番の論争点は，イエスは人なのか神なのかという点だった。それを収拾しようと，コ

ンスタンティヌス帝は 325 年にニケーアに公会議を招集した。この会議でイエスを神とし

て認める   (3)   が正統とされ，イエスを人であるとする   (4)   は異端とされ

た。その後   (4)   のキリスト教は北方のゲルマン人に広まっていった。一方，392 年

までにテオドシウス帝は，   (3)   のキリスト教以外の宗教の祭儀をいっさい禁じる
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ことで，これをローマ帝国の国教とした。 

 それでも教義をめぐる論争は収まらず，431 年にはイエスのうちの神性と人性を分離する

ネストリウス派の教義が異端とされた。ネストリウス派のキリスト教はその後中国へと伝

わり，唐代には   (5)   と呼ばれて多くの信者を獲得した。それ以外にも様々な説が

唱えられたが，最終的には神とイエスと聖霊は同質で不可分とする   (6)   が確立し

た。『神の国』を著した   (7)   をはじめとする教父たちよってこの教義は理論化され，

(e)後世のキリスト教神学の中核をなすことになる。 

 

 

問１ 空欄   (1)   ～     (7)     に入る最も適切なものを，それぞれの語群から 

一つずつ選び，その記号を解答欄にマークしなさい。解答番号は(1)～(7)。 

(1)  ア メシア   イ ピラト   ウ パリサイ派    エ 使徒 

(2)  ア 農奴解放令 イ 金印勅書  ウ ナントの勅令    エ ミラノ勅令 

(3)  ア ルター派      イ アリウス派 

    ウ カルヴァン派  エ アタナシウス派 

(4)  ア ルター派      イ アリウス派 

  ウ カルヴァン派    エ アタナシウス派 

(5)  ア 回教     イ 道教     ウ 祆教       エ 景教 

(6)  ア 大義名分論  イ 陰陽五行説  ウ 三位一体説    エ 知行合一 

(7)  ア アウグストゥス    イ アウグスティヌス 

 ウ アンセルムス     エ アイスキュロス 

 

問２ 下線部(a)〜(e)に対応する下の問いについて，それぞれの語群から最も適切なものを

一つずつ選び，その記号を解答欄にマークしなさい。 

(a) 1947 年に国連総会で決議されたパレスチナ分割案の結果，その翌年に建国されたユ

ダヤ人国家の名前は，次のうちどれですか。 解答番号は(8)。 

  ア サウジアラビア    イ イスラエル 

ウ ヨルダン      エ エジプト 
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(b) この時代にローマ帝国のおもに西半分に広まり，のちにそこから西ヨーロッパの主

要言語が派生したローマ人の言語は，次のうちどれですか。 解答番号は(9)。 

  ア ラテン語    イ ギリシア語    

 ウ スワヒリ語    エ アラビア語 

(c) ローマ帝国の各地に布教したパウロはローマ市民権を保持していたことが知られ，

その特権をおおいに活用した。では，ローマ市民権をローマ帝国内の全自由民に与え

たローマ皇帝は，次のうち誰ですか。解答番号は(10)。 

  ア ネルウァ帝    イ ユスティニアヌス帝 

ウ ハドリアヌス帝   エ カラカラ帝 

(d) この皇帝についての説明として正しいのは，次のうちどれですか。解答番号は(11)。 

  ア 独裁者として元老院の共和政信奉者に暗殺された。 

イ ローマ帝国を四分して統治する四帝分治制をしいた。 

ウ 五賢帝の一人に数えられる。 

エ 『ローマ法大全』の編纂を命じた。 

(e) 中世ヨーロッパで，古代哲学を利用してキリスト教神学の体系化をこころみようと

した学問は，何と呼ばれていますか。解答番号は(12)。 

ア ヒューマニズム    イ スコラ学 

ウ 陽明学        エ スーフィズム 
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Ⅱ 次の文について，問いに答えなさい。 

 
中華人民共和国の首都北京は，日本の秋田県と同じ北緯 40 度に位置する都市である。北

京郊外の周口店から北京原人や(a)周口店上洞人が見つかっているように，このあたりには

非常に古くから人類が住んでいたことがわかる。なお周口店で北京原人の化石の一部を最

初に発見したスウェーデン人のアンダーソンは，黄河中流域でも彩文土器（彩陶）を発見

している。この彩文土器（彩陶）を特徴とする新石器文化は，アンダーソンが発見した遺

跡の地名を取って   (13)   文化と呼ばれている。 

北京郊外では，西周時代の遺跡も見つかっている。このあたりは西周時代には燕と呼ば

れ，諸侯の一人の召公が封建された。燕は大国であり，(b)戦国時代には戦国の七雄の一つ

に数えられている。 

北京の代表的な観光地の一つが長城である。もとは戦国時代に燕をはじめとする各国が

それぞれに築いていたものを，(c)秦の始皇帝が連結させて長城とした（ただし，現存する

長城の多くは明代に修築されたもので，秦代の長城は現在よりもさらに北方に築かれた）。

長城は(d)匈奴など北方遊牧民対策として作られたものであり，遊牧地域と定住農耕地域の

象徴的な境界線ともなった。そのため，10世紀に長城以南の燕雲十六州が   (14)   に

領有されると，(e)北宋はこれを奪還しようと軍を起こしたが，失地を回復することはでき

なかった。 

   (14)   を滅ぼした金は，12 世紀半ばに現在の北京南西部に都を遷（うつ）し，

中都と称した。13 世紀に金を滅ぼしたモンゴルは，   (15)   のときに中都の北東に

新たな都城を築き，大都と称した。 

続く明は建国当初，現在の   (16)   を都とし，大都は北平に改称された。ところ

が，北平一帯に封じられていた燕王が即位して(f)永楽帝となると，北平を北京と改め，この

地に遷都した。宮城として紫禁城（現在の故宮）を築いたのも永楽帝である。永楽帝は長

城を越えてモンゴルに遠征するなど北方遊牧民に対して優位に立ったが，(g)永楽帝の死後

は逆に北方遊牧民の方が長城以南へたびたび侵入してくるようになり，北京が包囲される

ことさえあった。明が長城の修築にひときわ力を注いだのも，彼らを防ぐ必要に迫られて

のことといえる。 

明が   (17)   の乱によって滅ぶと，長城東端の山海関を守っていた   (18) (18)   

の手引きにより，清が北京に入城した。旧明の領土をほぼそのまま領有した清は，都を盛
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京（現在の瀋陽）から北京へと遷（うつ）した。このように複数の王朝の都となった北京

は，今日でも中国の政治の中心地として発展を続けている。 

 

 

問１ 空欄   (13)   ～   (18)   に入る最も適切なものを，それぞれの語群から

一つずつ選び，その記号を解答欄にマークしなさい。解答番号は(13)～(18)。 

(13) ア 仰韶     イ スキタイ   ウ ドンソン   エ 竜山 

(14) ア 契丹     イ 高麗     ウ 突厥     エ 吐蕃 

(15) ア オゴタイ   イ テムジン   ウ フビライ   エ モンケ 

(16) ア 広州     イ 杭州     ウ 上海     エ 南京 

(17) ア 安史     イ 黄巾     ウ 黄巣     エ 李自成 

(18) ア 顧炎武    イ 呉三桂    ウ 鄭成功    エ 林則徐 

 

問２ 下線部(a)～(g)に対応する下の問いについて，それぞれの語群から最も適切なものを

一つずつ選び，その記号を解答欄にマークしなさい。 

(a)  周口店上洞人と同じく新人に分類され，現生人類の直接の祖先とされるフランス

で発見された化石人類は次のうちどれですか。解答番号は(19)。 

ア アウストラロピテクス     イ クロマニョン人 

ウ ネアンデルタール人      エ ホモ=ハビリス 

(b)  戦国時代の説明として正しいものは次のうちどれですか。解答番号は(20)。 

ア 高度な鋳造技術によって青銅器が作られたが，鉄器はまだ使われていなかった。 

イ 五銖銭と呼ばれる青銅貨幣が流通した。 

ウ この時代を代表する覇者として，斉の桓公や晋の文公がいる。 

エ 荀子はこの時代を代表する儒家の一人で，性悪説をとなえ，礼の重要性を説いた。 

(c)  秦の説明として正しいものは次のうちどれですか。解答番号は(21)。 

ア 考公に仕えた商鞅の改革（変法）によって，富国強兵に成功した。 

イ 全国を 36 の州に分け，中央から官吏を派遣して治めさせる州県制を施行した。 

ウ 党錮の禁によって，始皇帝の改革に批判的な儒家らが多数処刑された。 

エ 始皇帝の死後まもなく呉楚七国の乱が起きた。 
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(d)  匈奴の説明として正しいものは次のうちどれですか。解答番号は(22)。 

ア モンゴル高原を支配していた柔然を破り，モンゴル高原を統一した。 

イ アラム文字から派生したアルファベットを使用していた。 

ウ 耶律阿保機のときに最盛期となった。 

エ 漢の武帝が派遣した遠征軍に敗れ，しだいに衰退した。 

(e)  北宋の説明として正しいものは次のうちどれですか。解答番号は(23)。 

ア 節度使だった朱全忠によって建国された。 

イ 科挙の最終試験として，殿試が創設された。 

ウ 神宗の時代に司馬光が実施した改革諸法は，新法と呼ばれた。 

エ 「清明上河図」は，北宋の都の洛陽の賑わいを描いたものである。 

(f)  永楽帝の説明として正しいものは次のうちどれですか。解答番号は(24)。 

ア 琉球に出兵し，この地を直轄支配した。 

イ 朝貢貿易を促進するため，鄭和に命じて南海遠征をさせた。 

ウ 銀経済の進展を受けて，新たな税制として一条鞭法を施行した。 

エ 中国最大の類書である『四庫全書』を編纂させた。 

(g)  永楽帝以降の明と北方遊牧民との関わりについて，正しいものは次のうちどれで

すか。解答番号は(25)。 

ア 韃靼（タタール）のガザン=ハンによって，北京が包囲された。 

イ 侵入してきたオイラトのエセン=ハンによって，万暦帝が捕虜となった。 

ウ 北方遊牧民への対応をめぐって，主戦派の岳飛と和平派の秦檜が対立した。 

エ この時代の北方遊牧民の侵入のことを，沿岸部の倭寇の活動と合わせて北虜南倭

と呼ぶ。 
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Ⅲ 次の文について，問いに答えなさい。 

 

以下では，世界史の流れの中から，国家の移り変わりを追っていこう。 

古代文明の時代には，オリエント世界を統一した(a)アケメネス朝ペルシア，地中海世界の

ローマ帝国，インド世界のマウリヤ朝やグプタ朝，東アジア世界の秦・漢・隋・唐などの帝

国が登場した。これらの帝国は，広大な領域を有し多くの民族を支配した。 

古代ギリシア世界では，前 8 世紀ごろポリスと呼ばれる都市国家が成立した。主なポリ

スには，成文法の制定，財産政治の導入などにより民主政を発展させた   (26)   があ

った。また，きびしい軍国主義的規律を導入した   (27)    があった。 

ローマは，地中海世界を統一し，さらに支配領域を拡大した。 (b)領土が最大のときには，

東はメソポタミア，西北はブリタニアにまで及ぶ広大な帝国となった。 

植民地化以前の東南アジアでは，海上交易の拠点を中心とした港市国家が栄えた。その一

つである   (28)   は，マレー半島西岸の，太平洋とインド洋を結ぶ海峡に面した位置

にあり，15 世紀に東南アジアの交易の中心となった。 

ヨーロッパでは，三十年戦争を終結させるため，1648 年に   (29)   が締結された。

これによって，領域や不可侵の主権を持つ主権国家という現在の国家の基本的な仕組みが

確立された。 

続いてヨーロッパでは，国民国家が誕生する。 (c)国民意識を持った平等な市民が構成す

る国民国家という理念は，フランス革命で打ち出された。 

ヨーロッパで主権国家・国民国家が成立した後も，(d)ヨーロッパ諸国によるラテンアメリ

カ，アジア，アフリカの植民地化は，自分の土地を自分で統治できない人々を生んでいた。 

そうした植民地では，他国支配からの解放・独立を求める   (30)   の運動が生まれ

た。その結果，ラテンアメリカでは 1810 年代以降，十数か国が独立，第二次世界大戦後に

はアジア・アフリカ諸国も相次いで独立を果たした。 

第二次世界大戦後には，世界の国々がアメリカ中心の西側陣営とソ連中心の東側陣営に

分断される冷戦の時代となった。東西間の対立は，東アジアでは 1950 年代に朝鮮戦争を，

東南アジアでは 1960 年代から 70 年代にかけてアメリカが全面参戦した   (31)   を，

それぞれもたらした。 

1989 年に(e)マルタ会談で冷戦の終結が宣言されると，国家の内部での民族・宗教間の紛争
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が目立つようになった。   (32)   では，強力な指導者ティトーの死去やソビエト連邦

の解体により国家が求心力を失い，民族・宗教間の対立による激しい内戦が起こって国の分

裂を招いた。 

EU（ヨーロッパ連合）のように同じ地域に属する国が協力体制を築く状況もみられる。

東南アジアでは，1967 年に設立された   (33)   を通じた協力が進められている。 

国家の枠組を越える深刻な問題として，テロリズムがある。(f)アメリカでの同時多発テロ

事件は，国境を越えて活動する国際テロ組織への対処の難しさを物語っている。 

 

問１ 空欄   (26)   ～   (33)   に入る最も適切なものを，それぞれの語群から

一つずつ選び，その記号を解答欄にマークしなさい。解答番号は(26)～(33)。 

(26)  ア アテネ    イ ミケーネ    ウ デルフォイ   エ スパルタ 

(27) ア アテネ    イ ミケーネ    ウ デルフォイ   エ スパルタ 

(28) ア 扶南    イ チャンパー 

 ウ マラッカ      エ シュリーヴィジャヤ 

(29)  ア パリ条約      イ ロンドン条約 

  ウ ヴェルサイユ条約  エ ウェストファリア条約 

(30)  ア ファシズム     イ シオニズム 

    ウ ナショナリズム   エ プラグマティズム 

(31)  ア ベトナム戦争    イ 湾岸戦争 

    ウ 第１次中東戦争   エ イラン=イラク戦争 

(32)  ア ルーマニア     イ ブルガリア 

    ウ チェコスロヴァキア エ ユーゴスラヴィア 

(33)  ア AU      イ APEC     ウ ASEAN    エ NATO 

 

問２ 下線部(a)～(f)に対応する下の問いについて，それぞれの語群から最も適切なものを

一つずつ選び，その記号を解答欄にマークしなさい。 

(a) この国以前にオリエント全土を支配したのは，どの国ですか。解答番号は(34)。 

ア アッカド王国       イ アッシリア王国 

ウ イスラエル王国      エ 新バビロニア王国 
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(b) このときのローマの皇帝は，誰ですか。解答番号は(35)。 

   ア トラヤヌス帝       イ マルクス=アウレリウス=アントニヌス帝 

   ウ ユリアヌス帝       エ アントニヌス=ピウス帝 

(c)  この理念に関わる 1789 年に採択された文書は，どれですか。解答番号は(36)。 

ア マグナ=カルタ  イ 権利の章典   ウ 人権宣言    エ 独立宣言 

(d)  ヨーロッパの国とその植民地の独立後の国名との正しい組合せは，どれですか。

解答番号は(37)。 

ア ポルトガルとアルゼンチン   イ イギリスとフィリピン 

ウ スペインとベトナム      エ フランスとアルジェリア 

(e) この会談に参加した当時のソ連の指導者は誰ですか。解答番号は(38)。 

ア スターリン 

イ ゴルバチョフ 

ウ ブレジネフ 

   エ フルシチョフ 

(f) この事件を説明した文として，誤っているものはどれですか。解答番号は(39)。 

ア 事件は 2001 年 9 月 11 日に発生した。 

イ 実行犯は旅客機を乗っ取り，ビルへの自爆攻撃を行った。 

ウ アメリカは，イスラーム急進派組織アル=カーイダが実行犯であると主張した。 

   エ アメリカは，イラクのターリバーン政権が実行犯をかくまっていると主張し，事

件の翌月にイラクを攻撃した。 

 

 

以上で問題は終了です。 
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2024 年度  

２科目型・３科目型  １期  入学試験問題  
 

政  治 ・ 経  済 
（（50 分分・・100 点点））  

解解答答番番号号はは((１))～～((48))  
注意事項 

 

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見ないこと。  

 

２．試験開始後，問題用紙の印刷不鮮明，落丁・乱丁および解答用紙の

汚れなどに気づいた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。  

 

３．中途退席はできない。試験中に体調が悪くなった場合は，手を挙げ

て監督者に知らせること。  

 

４ .  解答は，解答用紙の解答欄にマークすること。  

例えば解答番号は（６）と表示のある問いに対して ウと解答する場合

は次の（例）のように解答番号（６）の解答欄○ウ にマークすること。

（例）  

正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがある。  

 

５．試験終了後，この問題冊子は持ち帰ること。  

 

Ａ1

一般選抜【３科目型】【２科目型】【給付型奨学生選抜（３科目型）】　政治・経済



－ 44 － － 45 －

2024A1SK05 
 

1 

Ⅰ 次の文について，問いに答えなさい。 

 

憲法が保障する「基本的人権」の歴史的展開を見て，そのうえで人権を保持し続けるた

めにはなにゆえに「国民の不断の努力」が必要（日本国憲法第 12 条）かということを考

えてみよう。 

(a)歴史的には西欧の市民革命の結果，人権としてまず確立したのは，信教の自由，表現

の自由などの精神的自由，身体の自由，そして職業選択の自由や営業の自由などの経済活

動の自由を含む「自由権」であった。それは   (1)   からの自由を意味するもので         

(1)  (1)    の干渉を排除するものである。自由権保障の根底には，個人が封建的な身分

制などの伝統的な秩序や政治権力による束縛から解放され，そしてその個人が自由に自己

実現をはかることができる政治や社会であるべきだとする哲学的理念がある。そうした理

念は，西欧社会だけではなく，政治権力からの抑圧を共通して歴史的に経験し，これから

も経験する可能性のあるすべての国際社会の「   (2)   の原理」であり，日本国憲

法も「かかる原理に基づくものである」ことを宣言している（前文第 1 項）。 

さらに，時代の経過に伴って，特に経済活動の自由が保障され資本主義が発展し大企業

が育ってくると，富を持てる者と持たない者との間に社会的な「格差」の拡大が生じてく

る。それがすべて自己の能力による成功，あるいは自己責任による貧乏であるとはいえな

いことから，労働者などの低所得者層の不満による社会不安が生じ，(b)社会主義革命が起

こるなど，これを放置できない状況にいたった。そこで，国家が累進課税などにより積極

的に富の再配分を行う福祉政策を実施し，すべての国民が人間らしい生活を享受し得るた

めに(c)       （憲法第 25 条）を中心とする「社会権」という範疇の   (1)  

による自由といわれる人権を認めるにいたっている。いわば行き過ぎた「格差」社会を是

正し，実質的に不自由を強いられている富を持たざる多くの人々が「実質的な自由」を回

復し人間らしい生活ができるようにするための積極的な福祉政策をすることも，(d) 20 世

紀以降の「自由主義」と考えられるようになったのである。 

しかし，1980 年代から，アメリカやイギリスにおいて，徹底した「市場原理」を重視

して，政府の経済政策や福祉政策を有害視する   (4)   の台頭があり，1990 年代に

かけてソ連や東欧の社会主義圏が崩壊し，資本主義・自由経済体制の勝利ということもい

われ，その影響もあって   (4)   に拍車がかかり，再び「格差」社会が拡大し，世

界的にも様々な深刻な影響をもたらすことになった。 

そうした現状をふまえて「自由権」と「社会権」のそれぞれの必要性や重要性のバラン

スを考えることが必要となる。そもそも近代国家は，理念的には，すべての国民の生命・

（3） 
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自由・財産を守ることに存在意義があり，そのために権力を独占しているといえる。そう

すると，(e)その権力が濫用されることによる不当な干渉を防ぐために個人の「自由権」が

尊重されなければならないことは基本である。権力は自己の権力維持のために国民の自由

を侵害してきた多くの歴史的事実があるからである。 

しかし，すべての国民が人間らしい生活を享受するためには，誰にでも生じ得る，自己

責任であるとはいえない不幸な状況を克服するためには公的な支援が必要であることも否

定できない。また，(f)形式的な「自由」偏重では，社会的に弱い立場の多くの人に実質的

に不自由を強いることになるからである。(g)したがって貧困に陥った場合のセーフティネ

ット，お金がなくても意欲のある人は教育を受け貧困から抜け出せることができる教育環

境の充実や，生活の糧を得るための労働契約において雇用主から不当な労働条件を強いら

れないようにする労働者の保護や，病気になった時にはお金がなくても必要な医療を受け

られる環境の整備なども必要である。 

「自由権」を大前提として，それに対し「社会権」をどういうバランスで充実させるこ

とができるか。それは結局，(h)民主政治において「主権者」である「国民」の日ごろの意

見（世論形成）や選挙における投票行動などの「不断の努力」にかかわっているといわざ

るを得ないのである。 

 

問１ 空欄   (1)   に入る最も適切な語句を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（11））。。 

ア 国家   イ 行政        ウ 議会     エ 人 

 

問２ 空欄   (2)   に入る最も適切な語句を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（22））。 

ア 幸福追求    イ 永久   ウ 正義と秩序  エ 人類普遍 

 

問３ 空欄   (3)   に入る最も適切な語句を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（33））。。 

ア 財産権     イ 教育を受ける権利  ウ 生存権    エ 労働基本権 

 

問４ 空欄   (4)   に入る最も適切な語句を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（44））。 

ア 共産主義    イ 修正資本主義    ウ 保守主義   エ 新自由主義 
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問５ 下線部(a)の記述における「自由権」の確立と関連性が薄いものを，次のア～エの中

から一つだけ選びなさい。解解答答番番号号はは（（55））。。 

ア バージニア権利章典    イ フランス人権宣言   

ウ パリ協定    エ 自然権思想 

 

問６ 下線部(b)の記述に関して，初めて起こった社会主義革命である 1917 年のロシア 10

月革命を指導した人物は誰か，次のア～エの中から一人だけ選びなさい。解解答答番番号号はは

（（66））。 

ア マルクス    イ スターリン    

ウ エンゲルス    エ レーニン  

 

問７ 下線部(c)の   (3)   の保障について日本国憲法第 25 条が規定するが，その規

定の法的性格について最高裁判所が朝日訴訟において採用した見解はどういうものか，

次のア～エの中から一つだけ選びなさい。解解答答番番号号はは（（77））。 

ア 法的権利   イ 新しい人権    ウ プログラム規定   エ 請求権  

 

問８ 下線部(d)の記述に関して，資本主義国家の憲法に，これまでの自由権に加えて初め

て社会権の保障を取り入れ，20 世紀の憲法に大きな影響を与えた憲法はどれか，ア～

エの中から一つだけ選びなさい。解解答答番番号号はは（（88））。。  

ア アメリカ合衆国憲法       イ フランス第三共和政憲法 

ウ ワイマール憲法         エ 日本国憲法  

 

問９ 下線部(e)の記述における「自由権」に関連するものとして適切でないものを，次の

ア～エの中から一つだけ選びなさい。解解答答番番号号はは（（99））。 

ア 通信の秘密  イ 思想良心の自由  ウ 検閲の禁止  エ 行政の自由裁量 

 

問 10 下線部(f)の記述について，最も関連性が薄い記述を,次のア～エの中から一つだけ

選びなさい。解解答答番番号号はは（（1100））。 

ア 現代社会における契約においては，契約当事者がその経済力，保有情報量，その専

門性など対等ではないので，経済活動の自由の領域で，当事者に対等の契約自由を認

めることはできない。そうでないと，社会的強者の自由は拡大する一方，弱者は実質
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的に不自由を強いられる。 

イ 事業者と消費者の関係では，消費者契約法などにより，事業者の説明義務を加重し，

事業者に一方的に有利な契約条項を無効にするなどの制約が定められている。 

ウ 労働契約において，労働者は労働基準法などの労働者を保護するための法律によっ

て守られている。 

エ 国の財政・金融政策によって完全雇用を達成しようとするのは効果がなく，規制の

緩和や公的企業の民営化により市場機能の回復を図り社会の活性化を図るべきであ

る。 

 

問 11 下線部(g)の記述に関して，日本における社会権の充実や問題点の記述として，誤っ

ているものを，次のア～エの中から一つだけ選びなさい。解解答答番番号号はは（（1111））。 

ア 国民生活のセーフティネットとして生活保護法があるが，わずか 0.4 パーセントの

不正受給者の存在が強調され，保護を必要とする母子家庭などその受給を受けるべき

世帯の受給を萎縮させる風潮も無視できず，受給資格がある人が権利を十分に行使で

きているとはいえない状況ともいえる。 

イ 先進国を中心とした国際機関である OECD（経済協力開発機構）のデータによれば，

2017 年時点において，日本の公財政教育支出の対 GDP 比は OECD 諸国のなかでほぼ

最下位であり，特に大学などの高等教育における学費の家計負担が大きく，その学費

負担を軽減するためにより多くの公的援助を必要とするとの意見もある。 

ウ 企業のグローバルな競争が激しくなるにつれ，好況時と不況時に応じて，労働力の

柔軟な補充と削減を可能にするために，1999 年に労働者派遣法を改正し，それまで原

則自由であった対象業務を 26 業種に限定して，国家が積極的に企業の競争力に資す

るような環境整備に努めた。 

エ 日本では，医療保険は 1960 年代の前半に国民皆保険が実現し，1973 年には老人医

療費の無償化が行われた。しかし，高齢化により医療費が増大していることから， 

1982 年の老人保健法により，老人医療に一部負担制が導入され，2008 年 4 月からは，

後期高齢者医療制度に改められ 75 歳以上の「後期高齢者」は原則全員が保険料を負

担することとなった。 
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問 12 下線部(h)に関して，「主権」及び「国民」の意味に関して適切でないものを，次の

ア～エの中から一つだけ選びなさい。解解答答番番号号はは（（1122））。。 

ア 主権とは，国の政治のあり方を最終的に決定する権威あるいは権力のことを意味す  

  る。 

イ  主権者である「国民」の意味は，幼児から老人まで現在生きているすべての国民だ 

   けではなく将来の国民を含めた抽象的な存在であるが，その国民に最も近い政治機 

   関として「有権者」が考えられており，その条件は合理的な年齢制限はやむを得な 

   いが，所得や性別による制限などは許されない。 

ウ 国民が主権者とされるのは，統治権力を有する治者とその権力行使を受ける被治者

の関係についてできる限り同一性をはかり，治者の権力行使を最終的に国民がコント

ロールし，被治者である国民の権利を守ることに意味がある。 

エ 主権とは，国家の領域内において国民を統治する最高権力のことをいい，対外的に

は他国からの干渉を受けない自主独立の政策決定権をいう。 
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Ⅱ 次の文について，問いに答えなさい。 

 

国会は，国民の代表者が法律案を(a)審議する場である。国会にはどのような役割がある

のだろうか。まず法律案には，(b)内閣提出法案と議員提出法案がある。日本の国会は，衆議

院と参議院の二院制を採用しており，憲法の規定によって(c)衆議院の優越が認められてい

る。しかし法律案は原則として，衆議院と(d)参議院の両院で可決されたときに成立し，衆議

院と参議院の議決が異なる場合には，  (1)   を開催することがある。 

毎年 1 月に召集される通常国会は，主に来年度予算案の審議を行い，会期は 

  (2)   日間である。補正予算や国政上の重要法案を審議する臨時国会は，内閣また

はいずれかの議院の総議員の   (3)   分の 1 以上の要求で召集される。臨時国会は，

任期満了による衆議院議員選挙後，または，参議院議員選挙後にも召集される。特別国会

は，衆議院解散による衆議院議員選挙から   (4)   日以内に召集される。 

国会議員は，院内での発言や表決について院外で責任を問われない   (5)   をもつ。

他方で，各議院は議員規則制定権をもち，それに違反した議員を懲罰にかけることができ

る。議員の除名には   (6)   の   (7)   以上の賛成が必要となる。国の唯一の

立法機関である国会には，三権分立に基づいて，(e)行政を監視する機能や，罷免の訴追を受

けた裁判官を裁判する弾劾裁判所が設けられている。2007 年には憲法改正発議を検討する   

(8) (8)   が両院に設置された。 

 

 

問１ 空欄   (1)   に入る最も適切な語句を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（1133））。 

ア 議院運営委員会 イ 予算委員会 ウ 国家基本政策委員会 エ 両院協議会 

 

問２ 空欄   (2)   に入る最も適切な数字を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（1144））。 

ア 120      イ 150     ウ 180     エ 210 

 

問３ 空欄   (3)   に入る最も適切な数字を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（1155））。 

 ア 2       イ 3      ウ 4      エ 5 
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問４ 空欄   (4)   に入る最も適切な数字を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（1166））。 

ア 10      イ 20       ウ 30     エ 40 

 

問５ 空欄   (5)   に入る最も適切な語句を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（1177））。 

ア 不逮捕特権  イ 免責特権    ウ 歳費特権  エ 違憲立法審査権 

 

問６ 空欄   (6)   ，  (7)   に入る最も適切な語句の組み合わせを，次のア～

エの中から一つだけ選びなさい。解解答答番番号号はは（（1188））。 

ア (6) 総議員  (7)  2 分の 1    イ (6) 総議員  (7)  3 分の 2   

ウ (6) 出席議員 (7)  2 分の 1    エ (6) 出席議員 (7)  3 分の 2   

 

問７ 空欄   (8)   に入る最も適切な語句を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（1199））。 

ア 検察審査会  イ 憲法審査会   ウ 緊急集会   エ 憲法問題調査委員会 

 

問８ 下線部(a)に関する記述として最も適切なものを，次のア～エの中から一つだけ選び

なさい。解解答答番番号号はは（（2200））。。 

ア 本会議を開会するために必要な出席者の数は，総議員の 2 分の１以上である。 

イ 委員会よりも本会議で実質的な審議が行われる。 

ウ 国会審議では，利害関係者や有識者の意見を聞くため，全ての法案で公聴会の開催

が義務付けられている。 

エ 国会審議を活性化するため，2000 年から首相と野党の党首が国政の重要課題につい

て直接討論する党首討論が行われるようになった。 
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問９ 下線部(b)に関する記述として最も適切なものを，次のア～エの中から一つだけ選び

なさい。解解答答番番号号はは（（2211））。。 

ア 内閣提出法案は，閣議決定後，各担当大臣が国会に提出する。 

イ 議員提出法案は内閣提出法案よりも成立率が高い。 

ウ 予算を伴う議員提出法案には，衆議院では 50 人以上，参議院では 20 人以上の議員

の賛成が必要である。 

エ 議員提出法案は，参議院で先に審議することが規定されている。 

 

問 10 下線部(c)の衆議院の優越として誤っているものを，次のア～エの中から一つだけ選

びなさい。解解答答番番号号はは（（2222））。。 

ア 内閣総理大臣の指名 イ 予算の議決 ウ 決算の審査 エ 条約締結の承認 

 

問 11 下線部(d)に関する記述として最も適切なものを，次のア～エの中から一つだけ選び

なさい。解解答答番番号号はは（（2233））。。 

ア 参議院議員選挙では，比例代表選挙において，有権者は候補者名または政党名で投

票する。 

イ 参議院議員選挙では，選挙区選挙において，各都道府県を単位とする 47 の選挙区か

ら議員が 1 名以上選出される。 

ウ 参議院議員は，任期 4 年で 2 年ごとに半数改選である。 

エ 参議院議員選挙では，選挙区選挙立候補者が比例代表選挙に同時に立候補する重複

立候補が認められている。 

 

問 12 下線部(e)について，行政を監視する機能である国政調査権に関する記述として最も

適切なものを，次のア～エの中から一つだけ選びなさい。解解答答番番号号はは（（2244））。。 

ア 国政調査権は衆議院のみに与えられている権限である。 

イ 国政調査の内容は，法律の制定や行政を監督する調査に限定される。 

ウ 国政調査の手段には，議院証言法に基づく証人の出頭及び証言または書類の提出が

あるが，出頭を拒否した場合の罰則はない。 

エ 国政調査の手段には，議院証言法に基づく証人の出頭及び証言または書類の提出が

あり，宣誓した証人が虚偽の陳述をした場合には，偽証罪に問われる。 
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Ⅲ 次の文について，問いに答えなさい。 

 

ある国の経済活動の規模，すなわち一定期間に行われた経済活動によって新たに生み出

された財やサービスの合計は，GNI（   (1)   ）や NNP（   (2)   ）などによっ

ても表されるが，近年では一般的には GDP（   (3)   ）によって表される。これは，

財やサービスの総生産額から原材料費などの中間生産物の額を差し引いた，新たに生産さ

れた   (4)   の合計額である。GDP が高ければ生産活動が活発だと考えられるので，

一般的に GDP が経済規模の指標とされている。 

この GDP が一定期間内に拡大することを経済成長といい，前の期間と比べて増加した

割合を経済成長率として示す。経済成長率は，最もよく知られた経済指標のひとつである。

GDP はその当時の市場価格で計算されるため，   (5)   の影響を受ける。そのため，

その影響を除去した   (6)   経済成長率で示すのが一般的だ。 

経済成長の原動力は，   (7)   の増加，   (8)   の伸び，   (9)   の 3

つである。日本の経済は(a)1990 年代に長期不況に陥り，2001 年に成立した(b)小泉政権が市

場原理を重視した構造改革をすすめたが，2008 年には(c)アメリカ発の金融危機を受けた世

界的な景気後退によってマイナス成長を記録した。近年の日本の経済成長率の停滞の要因

として，人口減少による   (7)   の減少や，設備投資の停滞による    (8) (8)   

の伸び悩みが指摘されている。 

 

 

問１ 空欄   (1)   ～   (3)   に入る最も適切な語句を，次のア～クの中から

一つずつ選びなさい。空空欄欄      (1)     のの解解答答番番号号はは（（2255）），，空空欄欄      (2)    のの解解

答答番番号号はは（（2266）），，空空欄欄      (3)     のの解解答答番番号号はは（（2277））。。 

ア 国民純生産   イ 国民総生産 ウ 勤労者所得 エ 国民総所得 

オ 国民所得       カ 国内総生産 キ 国内純生産 ク 国民総支出 

 

問２ 空欄   (4)   に入る最も適切な語句を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（2288））。  

ア 使用価値  イ 付加価値 ウ 利益        エ 商品 
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問３ 空欄   (5)   に入る最も適切な語句を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（2299））。 

ア 世論 イ 為替 ウ 利息 エ 物価 

 

問４ 空欄   (6)   に入る最も適切な語句を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（3300））。 

ア 実質  イ 対前年比 ウ 名目 エ 対前期比 

 

問５ 空欄   (7)   ～  (9)   に入る最も適切な語句を，次のア～クの中から一

つずつ選びなさい。空欄   (7)    のの解解答答番番号号はは（（3311）），，空欄   (8)    のの解解答答

番番号号はは（（3322）），，空欄   (9)    のの解解答答番番号号はは（（3333））。。 

ア 非正規雇用 イ 交流人口         ウ 技術進歩 エ 資本ストック 

オ 輸出の減少 カ ストックオプション キ 労働人口 ク 社会保障 

 

問６ 下線部(a)の呼び名として，最も適切なものを，次のア～エの中から一つだけ選びな

さい。解解答答番番号号はは（（3344））。。 

ア 円高不況    イ スタグフレーション 

ウ 失われた 10年  エ ドッジ・ライン 

 

問７ 下線部(b)に関して，小泉内閣が行った構造改革として当てはまらないものを，次の

ア～エの中から一つだけ選びなさい。解解答答番番号号はは（（3355））。。  

ア 郵政三事業を事業ごとに分社化し株式会社とした。 

イ 公共事業を拡大する一方で，家計消費の削減に重点を置いた。 

ウ 特殊法人を，事業の非効率性や赤字を理由として廃止または民営化した。 

エ 税源配分・補助金・地方交付税の見直しを行った。 

 

問８ 下線部(c)の呼び名として，最も適切なものを，次のア～エの中から一つだけ選びな

さい。解解答答番番号号はは（（3366））。。 

ア 世界大恐慌   イ リーマン・ショック 

ウ オイル・ショック  エ ニクソン・ショック 
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Ⅳ 次の文について，問いに答えなさい。 

 

(a)第二次世界大戦後， ヨーロッパでは，長期にわたって地域経済統合が進められてきた。

経済の統合は，最初は石炭，鉄鋼など個別分野から始まり，1958 年には，ローマ条約に基

づいて，  (1)   と EURATOM が設立された。1967 年には，  (1)   をはじめと

した諸機関が統合されて，  (2)   が発足している。  (2)   は，域内における関

税を   (3)   し，域外に対して共通関税を   (4)   関税同盟を構築した。結成

当初は 6 ヶ国だった加盟国も徐々に増加し，1973 年には，  (5)   ，  (6)   ，

アイルランドが加盟し，1980 年代には，  (7)   などが加盟した。 

その後，1992 年には，経済のみならず，外交，安全保障など政治分野の統合も目指す欧

州連合条約（マーストリヒト条約）が締結され，翌年には，それに基づいて EU が発足し

た。1999 年に共通通貨であるユーロが導入され，2002 年からユーロ紙幣・貨幣の流通が実

施されている。ただし，EU に加盟していても，  (5)   のように独自通貨を維持して

いる国もある。 

EU 発足後も，加盟国は増加し，2000 年代以降は，旧東欧諸国の加盟が相次いだが，2020

年には，  (6)   が EU を離脱している。また，経済面では，  (7)   において，

2009 年 10 月の政権交代後，(b)同国が深刻な財政赤字状態にあることが明らかになり，それ

に端を発した経済危機の連鎖も生じている。 

一方，ヨーロッパ以外でも，形式や内容は様々であるが，地域経済統合の進展が見られ

ている。その具体例として，北米自由貿易協定（NAFTA），南米南部共同市場（メルコスー

ル）が挙げられる。アジアでは，東南アジア地域の国々が加盟する地域共同体である(c)東南

アジア諸国連合（   (8)   ）が存在する。なお，1997 年のアジア通貨危機を契機とし

て，  (8)   首脳会議に日本，(d)中国，  (9)   の 3 か国が招待され，それ以降，

定期的に   (8)   ＋3 による首脳会議や外相会議，財務相会議などが開催されている。 

 

問１ 空欄   (1)   ，  (2)   に入る最も適切な語句を，次のア～クの中から一

つずつ選びなさい。空欄   (1)   のの解解答答番番号号はは（（3377）），，空欄   (2)    のの解解答答

番番号号はは（（3388））。。 

ア EC   イ ECB   ウ ECJ   エ ECSC  オ EEC   カ EP 

キ EPA   ク EUROSTAT 
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問２ 空欄   (3)   ，  (4)   に入る最も適切な語句の組み合わせを，次のア～

エの中から一つだけ選びなさい。解解答答番番号号はは（（3399））。。 

ア (3) 強化    (4) 適用する         イ (3) 強化    (4) 適用しない 

ウ (3) 撤廃    (4) 適用する         エ (3) 撤廃    (4) 適用しない 

 

問３ 空欄   (5)   ，  (6)   に入る最も適切な語句を，次のア～クの中からそれ

ぞれ一つだけ選びなさい。空欄   (5)   のの解解答答番番号号はは（（4400）），，空欄   (6)   のの

解解答答番番号号はは（（4411））。。 

ア イギリス    イ イタリア    ウ オランダ    エ デンマーク 

オ ドイツ     カ フランス    キ ベルギー    ク ルクセンブルク 

 

問４ 空欄   (7)     に入る最も適切な語句を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（4422））。 

ア オーストリア  イ ギリシャ    ウ スペイン    エ ポルトガル 

 

問５ 空欄   (8)     に入る最も適切な語句を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（4433））。 

ア APEC      イ ASEAN     ウ OECD      エ OPEC 

 

問６ 空欄   (9)     に入る最も適切な語句を，次のア～エの中から一つだけ選びなさ

い。解解答答番番号号はは（（4444））。 

ア アメリカ    イ インド      ウ オーストラリア エ 韓国 

 

問７ 下線部(a)に関連して，第二次世界大戦後，ヨーロッパ経済復興のために，アメリカ

が推進した復興援助計画の名称を，次のア～エの中から一つだけ選びなさい。解解答答番番

号号はは（（4455））。。 

ア ガリオア・エロア資金      イ 政府開発援助（ODA） 

ウ マーシャル・プラン       エ マンハッタン計画 
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問８ 下線部(b)を受けて生じたことに関する記述として誤っているものを，次のア～の中

から一つだけ選びなさい。解解答答番番号号はは（（4466））。。 

ア 同国の国債の価格が暴落した。 

イ 同国の国債の利回りが低下した。 

ウ 格付け機関が同国の国債に対する格付けを引き下げた。 

エ EU は同国に対して金融支援を行ったが，その条件として緊縮財政を求めた。 

 

問９ 下線部(c)に関連する記述として最も適切なものを，次のア～エの中から一つだけ選

びなさい。解解答答番番号号はは（（4477））。。 

ア アジア通貨危機の反省をもとに，東南アジア諸国連合の加盟国内では共通通貨が導

入されている。 

イ アジア通貨危機は，東南アジア諸国連合の加盟国であるタイの通貨の暴騰が引き金

となって，1997 年に発生した。 

ウ 東南アジア諸国連合は，域内の平和と安定や経済成長の促進などを目的として，1967

年に設立された。 

エ 第二次世界大戦直後から市場経済化をすすめたベトナムは，東南アジア諸国連合の

原加盟国の一つである。 

 

問 10 下線部(d)に関連する記述として最も適切なものを，次のア～エの中から一つだけ選

びなさい。解解答答番番号号はは（（4488））。。 

ア 中国において 1978 年に始まった改革・開放政策では，深センなどが経済特区に指定

され，外国資本の導入が図られた。 

イ 中国は，1993 年の憲法改正において，市場経済の弊害を是正するために，計画経済

体制に移行することを決めた。 

ウ 2005 年以降，中国の通貨である人民元が，管理変動相場制から固定相場制に移行し，

輸出に有利な状況が続いている。 

エ 2022 年現在，中国の GDP は，アメリカ，ドイツに次ぐ世界第三位の規模となって

いる。 
 

以上で問題は終了です。 
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2024 年度  

２科目型・３科目型  １期  入学試験問題  
 

数   学 
（（50 分分・・100 点点））  

解解答答番番号号はは((１))～～((33))  
注意事項 

 

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見ないこと。  

 

２．試験開始後，問題用紙の印刷不鮮明，落丁・乱丁および解答用紙の

汚れなどに気づいた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。  

 

３．中途退席はできない。試験中に体調が悪くなった場合は，手を挙げ

て監督者に知らせること。  

 

４ .  解答は，解答用紙の解答欄にマークすること。  

例えば解答番号は（６）と表示のある問いに対して ウと解答する場合

は次の（例）のように解答番号（６）の解答欄○ウ にマークすること。

（例）  

正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがある。  

 

５．試験終了後，この問題冊子は持ち帰ること。  

 

ＡⅠ

一般選抜【３科目型】【２科目型】【給付型奨学生選抜（３科目型）】　数学
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I 空欄 (1) ～ (9) にあてはまるものを下の選択肢の中から一つずつ選
び，その記号を解答欄に記入しなさい。ただし，同じ選択肢を複数回選んでもよい。

問 1 a =
1 +

√
3

1 +
√
2
，b = 1−

√
3

1−
√
2
とする。このとき，ab = (1) ，a+b = (2) ，

a− b = (3) であり，a2 + b2 = (4) ， a2 − b2

4
= (5) であ

る。解答番号は (1) (2) (3) (4) (5)

ア −2 イ −1 ウ 2(
√
2−

√
3) エ 3

√
3− 4

√
2

オ √
3−

√
2 カ 2(3−

√
6) キ 2 ク 2(

√
6− 1)

ケ 8(3−
√
6) コ 8(

√
6− 1)

問 2 連立不等式
{

2x+ 7 > 6x+ 3
5x+ 11 > −3x− 5

の解は， (6) < x < (7) であ

る。また，不等式 |2x− 3| < 5の解は， (8) < x < (9) である。
解答番号は (6) (7) (8) (9)

ア −4 イ −3 ウ −2 エ −1 オ 0

カ 1 キ 2 ク 3 ケ 4 コ 5

1
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II 空欄 (10) ～ (18) にあてはまるものを下の選択肢の中から一つずつ選
び，その記号を解答欄に記入しなさい。ただし，同じ選択肢を複数回選んでもよい。

問 1 放物線 y = 2x2+4x− 2を x軸方向に 3，y軸方向に 2平行移動して得られる放物線
の方程式は，y = (10) x2+ (11) x+ (12) となる。また，平行
移動した放物線と x軸との共有点の x座標は (13) ， (14) となる。た
だし， (13) ≦ (14) とする。解答番号は (10) (11) (12) (13) (14)

ア −8 イ −6 ウ −3 エ −2 オ −1

カ 1 キ 2 ク 3 ケ 6 コ 8

問 2 2 次関数 y = −2x2 + 3x + 5 において，x の定義域が −2 ≦ x ≦ 0 であるとき，
x = (15) で最小値 (16) をとる。また，xの定義域が 0 ≦ x ≦ 2であ
るとき，x = (17) で最大値 (18) をとる。
解答番号は (15) (16) (17) (18)

ア −9 イ − 49
8

ウ −2 エ − 3
4

オ 0

カ 3
4

キ 2 ク 3 ケ 5 コ 49
8

2
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III 空欄 (19) ～ (25) にあてはまるものを下の選択肢の中から一つずつ選
び，その記号を解答欄に記入しなさい。ただし，同じ選択肢を複数回選んでもよい。

問 1 下の表は，あるクラス 10人について行われた国語のテストの得点の度数分布表であ
る。得点は 100点満点ですべて整数とするとき，このデータの平均値のとりうる値の
最小値は (19) であり，最大値は (20) である。実際，10人の得点の
平均値は 54.3であり，各得点は 69，64，63，58，56，55，51，47，43，xであった。このと
き，xの値は (21) である。解答番号は (19) (20) (21)

度数分布表

得点の階級（点） 度数
30以上 40未満 1

40以上 50未満 2

50以上 60未満 4

60以上 70未満 3

計 10

ア 33 イ 35 ウ 37 エ 43 オ 47

カ 49 キ 51 ク 53 ケ 55 コ 58

問 2 あるバレーボールチームの先発メンバー 6人の身長は，下の表のようであった。この
データの範囲は (22) であり，中央値は (23) である。また，このデー
タの平均値は (24) で，分散は (25) である。解答番号は (22) (23) (24)

(25)

データ（単位：cm）

身長 186 181 198 189 193 187

ア 1 イ 7 ウ 17 エ 21 オ 29

カ 186 キ 187.5 ク 188 ケ 189 コ 193.5

3
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IV 空欄 (26) ～ (33) にあてはまるものを下の選択肢の中から一つずつ選
び，その記号を解答欄に記入しなさい。ただし，同じ選択肢を複数回選んでもよい。

問 1 「奇数の 2乗から 1を引いた数は，8の倍数である」ことを証明する。
奇数は，正の整数 kを用いると， (26) と表されるので，奇数の 2乗から 1を
引いた数は，( (26) )2−1 = 4 ·( (27) ) ·( (28) )となる。ただし，

(27) < (28) とする。連続する2つの整数 (27) ， (28)

のいずれかは必ず偶数であるから，その積は， (29) の倍数である。よって，
4 · ( (27) ) · ( (28) )は， (30) の倍数である。したがって，奇数
の 2乗から 1を引いた数は，8の倍数である。解答番号は (26) (27) (28) (29) (30)

ア k − 1 イ k ウ k + 1 エ 2k − 1 オ 2k

カ 2 キ 3 ク 8 ケ 12 コ 16

問 2 不定方程式 9x+5y = 122は整数解を持つ。nを整数とし，特殊解をx = 3, y = 19と
して導かれる一般解を表す式は，x = (31) n+ 3，y = (32) n+ 19で
ある。ただし， (31) > (32) とする。さらに，xと yがともに自然数
であるとき，これらの式を満たす整数nは (33) 個ある。解答番号は (31) (32)

(33)

ア −14 イ −9 ウ −3 エ −1 オ 0

カ 3 キ 5 ク 9 ケ 19 コ 45

以上で問題は終了です。

4
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21 
 

ウ 

血
液
型
に
関
す
る
講
義
に
は
意
欲
的
な
学
生
に
も
、
過
信
せ
ず
根
気
強
く
丁
寧
に
血
液
型
性
格
判
断
の
問
題
意
識
を
啓
発
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

エ 
血
液
型
性
格
判
断
の
弊
害
を
認
識
し
て
い
な
い
学
生
に
、
具
体
的
な
説
明
を
す
る
た
め
信
頼
性
の
あ
る
デ
ー
タ
を
更
新
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 

問
13 

次
の
①
～
④
の
文
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
の
内
容
と
し
て
正
し
い
か
誤
り
か
を
判
断
し
、
正
誤
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
34
）。 

① 

心
理
学
者
が
行
う
性
格
検
査
は
多
角
的
に
批
判
さ
れ
る
点
で
血
液
型
判
断
と
は
異
な
る
が
、
一
定
の
基
準
で
性
格
を
分
類
す
る
発
想
は
心
理
学
で
も
存
在
す
る
。 

② 

企
業
が
血
液
型
を
利
用
し
て
人
事
決
定
す
る
こ
と
は
黒
人
差
別
と
同
じ
少
数
派
差
別
の
問
題
と
な
り
、
血
液
型
の
話
題
自
体
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
る
。 

③ 

多
く
の
女
性
誌
で
血
液
型
占
い
が
取
り
上
げ
ら
れ
特
集
が
組
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
血
液
型
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
心
酔
し
や
す
い
。 

④ 

最
近
で
は
血
液
型
性
格
判
断
を
批
判
す
る
こ
と
に
夢
中
な
あ
ま
り
、
血
液
型
性
格
判
断
の
娯
楽
と
し
て
の
楽
し
み
も
否
定
す
る
見
方
が
増
え
て
い
る
。 

ア 

① 

正 
 

② 

正 
 

③ 

誤 
 

④ 
誤 

イ 

① 

正 
 

② 

誤 
 

③ 

正 
 

④ 

正 

ウ 

① 

誤 
 

② 

正 
 

③ 

誤 
 

④ 

誤 

エ 

① 

誤 
 

② 

誤 
 

③ 

誤 
 

④ 

正 

  

以
上
で
問
題
は
終
了
で
す
。 
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エ 

血
液
型
に
よ
る
差
別
は
お
遊
び
気
分
の
占
い
と
し
て
楽
し
め
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
こ
と 

  

問
10 

傍
線
部
Ｄ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
31
）。 

ア 

マ
ス
コ
ミ
全
般
が
性
格
研
究
の
専
門
家
た
ち
の
血
液
型
性
格
判
断
に
対
す
る
指
摘
を
無
視
し
て
、
む
や
み
や
た
ら
に
血
液
型
性
格
診
断
に
関
す
る
記
事
を
報
じ
る

か
ら
。 

イ 

マ
ス
コ
ミ
の
大
多
数
が
心
理
学
者
た
ち
か
ら
血
液
型
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
批
判
的
な
主
張
が
あ
っ
て
も
、
血
液
型
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
好
意
的
に
と
ら
え
た
記
事

を
載
せ
る
か
ら
。 

ウ 

人
権
問
題
を
特
に
意
識
し
て
い
る
新
聞
社
で
さ
え
、
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
成
メ
ン
バ
ー
を
血
液
型
で
決
め
た
会
社
を
客
観
的
に
紹
介
す
れ
ば
何
の
問
題
も
な

い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
。 

エ 

人
権
侵
害
を
問
題
視
し
て
い
る
新
聞
社
で
も
、
血
液
型
に
よ
っ
て
人
事
配
置
す
る
会
社
を
事
実
と
し
て
報
道
す
る
こ
と
が
血
液
型
に
よ
る
差
別
を
増
長
さ
せ
る
悪

影
響
を
も
つ
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
か
ら
。 

 

問
11 

空
欄 

 
 

６ 
 

 

に
入
れ
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
32
）。 

ア 

同
じ
穴
の
ム
ジ
ナ 

 
 
 

イ 

イ
タ
チ
ご
っ
こ 

 
 
 
 

ウ 
犬
猿
の
仲 

 
 
 
 
 

エ 

キ
ツ
ネ
と
タ
ヌ
キ
の
化
か
し
合
い 

 

問
12 

傍
線
部
Ｅ
の
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
33
）。 

ア 

血
液
型
性
格
判
断
に
不
適
切
な
批
判
を
し
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
論
理
的
な
批
判
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
教
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

イ 

血
液
型
性
格
判
断
の
問
題
に
つ
い
て
、
大
学
で
の
講
義
や
公
開
講
座
以
外
に
、
一
般
向
け
の
書
籍
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
で
も
訴
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 
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問
７ 

空
欄 

 
 

３ 
 

 

に
入
れ
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
28
）。 

ア 

「
先
生
、
Ｂ
は
十
二
点
の
間
違
い
じ
ゃ
な
い
の
？
」…

…

三
点
刻
み 

イ 

「
先
生
、
Ｂ
は
〇
点
の
間
違
い
じ
ゃ
な
い
の
？
」…

…

三
点
刻
み
で
Ｂ
型
が
最
下
位 

 
 
 

 

ウ 

「
先
生
、
Ｏ
と
Ａ
Ｂ
が
反
対
じ
ゃ
な
い
の
？
」…

…

Ａ
Ｂ
型
が
九
点
で
Ｏ
型
が
六
点 

 
 
 

 

エ 

「
先
生
、
Ｂ
と
Ａ
が
反
対
じ
ゃ
な
い
の
？
」…

…

Ａ
型
が
一
〇
点
で
Ｂ
型
が
三
点 

 

問
８ 

空
欄 

 
 

４ 
 

 
 
 

５ 
 

 

に
入
れ
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
29
）
。 

ア 

４ 

厭え
ん

世
的 

 
 

５ 

機
械
的 

イ 

４ 

挑
発
的 

 
 

５ 

恣
意
的 

ウ 

４ 

感
情
的 

 
 

５ 

意
図
的 

エ 

４ 

個
性
的 

 
 

５ 

選
択
的 

 

問
９ 

傍
線
部
Ｃ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
30
）。 

ア 

血
液
型
に
よ
る
差
別
は
普
通
の
人
が
差
別
と
考
え
な
い
程
度
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と 

イ 

血
液
型
に
よ
る
差
別
は
す
べ
て
の
マ
ン
ガ
や
文
学
作
品
で
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と 

ウ 

血
液
型
に
よ
る
差
別
は
人
権
問
題
に
つ
な
が
り
被
害
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
侵
害
行
為
で
あ
る
こ
と 
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問
５ 

空
欄 

 
 

１ 
 

 

に
は
、
次
の
①
～
④
の
文
の
順
序
を
並
べ
か
え
た
文
章
が
入
り
ま
す
。
並
び
順
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選 

び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
26
）。 

① 

責
任
あ
る
社
会
人
と
し
て
、
血
液
型
性
格
判
断
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
る
。 

② 

と
こ
ろ
が
、
根
拠
の
な
い
血
液
型
と
い
う
枠
組
み
で
人
間
を
判
断
す
る
と
い
う
人
権
侵
害
に
な
り
か
ね
な
い
行
為
が
、
就
職
や
人
事
配
置
な
ど
で
、
現
実
に
行 

 
 

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

③ 

た
と
え
ば
、
某
化
粧
品
会
社
が
女
子
社
員
採
用
に
あ
た
っ
て
、「
Ｂ
型
一
〇
点
、
Ｏ
型
九
点
、
Ａ
Ｂ
型
六
点
、
Ａ
型
三
点
」
と
い
う
採
点
基
準
を
用
い
て
い
た
の

が
発
覚
し
て
い
る
。 

④ 

こ
れ
は
、
そ
う
そ
う
笑
っ
て
済
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 
 

ア 

①―

②―

④―

③ 
 

イ 

①―

③―

④―

② 
 

ウ 

②―

④―

①―

③ 
 

エ 

②―

③―

④―

① 

 

問
６ 

空
欄 

 
 

２ 
 

 

に
入
れ
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
27
）。 

ア 

血
液
型
性
格
判
断
が
『
教
育
上
の
真
実
』
で
あ
る
こ
と
を
盲
信
し
て
い
る
か
ら 

イ 

血
液
型
性
格
判
断
が
『
学
術
的
な
仮
説
』
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら 

ウ 

血
液
型
性
格
判
断
が
『
ウ
ソ
』
で
あ
る
こ
と
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
い
か
ら 

 
 
 

 

エ 

血
液
型
性
格
判
断
が
『
科
学
的
な
デ
ー
タ
』
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
ど
思
い
も
し
て
い
な
い
か
ら 
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問
２ 

傍
線
部
①
～
③
の
カ
タ
カ
ナ
に
当
て
は
ま
る
漢
字
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

① 

チ
ク
セ
キ 

 
 

ア 

家
畜 

 
 

イ 

含
蓄 

 
 

ウ 

建
築 
 
 

エ 

竹
林 

 

解
答
番
号
は
（
21
）。 

② 

フ
ン
ガ
イ 

 
 

ア 

概
括 

 
 

イ 

激
怒 

 
 

ウ 

感
慨 

 
 

エ 

既
婚 

 

解
答
番
号
は
（
22
）。 

③ 

キ
ュ
ウ
ダ
ン 

 

ア 
紛
糾 

 
 

イ 

追
及 

 
 

ウ 

究
明 

 
 

エ 

急
所 

 

解
答
番
号
は
（
23
）。 

 

問
３ 

傍
線
部
Ａ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
24
）。 

 
 

ア 

近
年
の
学
会
報
告
で
は
血
液
型
と
性
格
と
の
関
連
性
は
な
い
こ
と
が
断
定
さ
れ
、
む
し
ろ
信
仰
さ
れ
て
い
る
理
由
の
説
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
か
ら
。 

 
 
 

 

イ 

多
種
多
様
な
人
の
性
格
が
た
っ
た
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
の
で
、
血
液
型
で
性
格
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
。 

 
 

ウ 

性
格
は
人
が
周
囲
の
人
と
関
わ
り
そ
の
環
境
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
血
液
型
の
よ
う
に
生
来
的
に
不
変
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
。 

 
 
 
 
 

 

エ 

血
液
型
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
血
液
型
と
性
格
と
の
関
係
性
が
、
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
。 

 

問
４ 

傍
線
部
Ｂ
の
理
由
と
し
て
適
切
で
な
い
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
25
）。 

ア 

私
た
ち
は
、
血
液
型
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
よ
る
性
格
判
断
を
当
て
は
め
て
み
る
と
実
際
に
も
的
中
率
が
高
く
経
験
的
に
正
し
い
と
感
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
。 

イ 

私
た
ち
は
、
ジ
ン
ク
ス
や
迷
信
と
は
違
っ
て
、
血
液
型
判
断
の
正
し
さ
を
自
分
の
行
動
や
自
覚
し
て
い
る
性
格
か
ら
適
切
に
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。 

ウ 

私
た
ち
は
、
あ
る
人
の
血
液
型
を
知
る
と
、
そ
の
性
格
判
断
に
合
う
そ
の
人
の
行
動
だ
け
が
心
に
強
く
残
り
当
た
っ
て
い
る
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
か
ら
。 

エ 

私
た
ち
は
、
血
液
型
性
格
判
断
が
あ
い
ま
い
な
形
で
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
、
自
分
の
性
格
や
行
動
が
当
て
は
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
て
し
ま
う
か
ら
。 
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（
菊
池
聡
『
超
常
現
象
の
心
理
学 

人
は
な
ぜ
オ
カ
ル
ト
に
ひ
か
れ
る
の
か
』
平
凡
社
。
出
題
に
際
し
、
本
文
の
一
部
を
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。）   

問
１ 

傍
線
部
ⓐ
～
ⓒ
の
読
み
と
同
じ
読
み
の
漢
字
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

ⓐ 

流 
 

解
答
番
号
は
（
18
）。 

ア 

居
留
守
を
使
う 

イ 

捕
虜
を
収
容
す
る 

ウ 

川
柳
を
作
る 

エ 

長
雨
を
記
録
す
る 

 
 
 

ⓑ 

登 
 

解
答
番
号
は
（
19
）。 

ア 

十
人
十
色 

イ 

徹
頭
徹
尾 

ウ 

再
三
再
四 

エ 

喜
怒
哀
楽 

 
 
 

ⓒ 

辛 
 

解
答
番
号
は
（
20
）。 

ア 

葬
儀
の
供
物 

イ 

契
約
の
更
改 

ウ 

資
金
の
援
助 

エ 

人
間
の
真
理 
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あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
慣
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
若
者
た
ち
は
、
血
液
型
を
話
題
に
す
る
こ
と
の
裏
に
根
深
い
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
。 

最
近
は
血
液
型
性
格
判
断
を
撲
滅
し
よ
う
と
い
う
意
識
ば
か
り
が
先
走
っ
て
、
適
切
で
な
い
批
判
を
す
る
人
も
散
見
さ
れ
る
。
よ
く
聞
く
の
は
、「
多
様
な
人
の
性
格
が
四

つ
に
な
ん
か
分
け
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
」
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
し
か
し
、「
何
ら
か
の
基
準
に
よ
っ
て
四
つ
に
分
け
る
発
想
」
自
体
に
本
質
的
な
問
題
が
あ
る
と
は
言
え
な

い
。
も
ち
ろ
ん
分
類
す
る
際
の
境
界
線
が
分
か
り
に
く
い
欠
点
は
あ
る
が
、
性
格
を
タ
イ
プ
で
分
類
す
る
と
い
う
発
想
自
体
は
心
理
学
で
も
類
型
論
と
い
う
考
え
方
で
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
肝
心
な
点
は
、「
四
つ
に
分
け
る
こ
と
」
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
分
け
方
に
妥
当
性
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
「
性
格
を
血
液
型
で
分
け
る
」
こ
と
に
根

拠
が
な
い
点
な
の
で
あ
る
。 

性
格
と
は
血
液
型
の
よ
う
に
生
ま
れ
つ
き
定
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
育
っ
て
き
た
環
境
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
だ
、
と
い
う
反
論
も
あ
る
。
性
格
の
発
達
に
と
っ
て
環
境

要
因
が
決
定
的
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
生
児
で
も
敏
感
さ
や
気
分
の
安
定
性
な
ど
が
子
ど
も
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
お
り
、
性
格
に
お
け

る
遺
伝
的
要
因
は
決
し
て
無
視
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
最
近
で
は
「
新
奇
探
索
傾
向
」
と
い
っ
た
性
格
特
性
に
、
特
定
の
遺
伝
子
が
関
与
す
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
血
液
型
性
格
判
断
は
な
ぜ
虚
偽
な
の
か
、
こ
れ
は
提
唱
者
が
言
う
よ
う
な
性
格
の
差
が
、
現
実
に
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
と
し
て
提
示
さ
れ
な
い
と
い
う 

点
に
つ
き
る
。
血
液
型
性
格
学
へ
の
批
判
は
確
か
に
重
要
だ
が
、
不
適
切
な
批
判
で
満
足
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
非
論
理
性
と
い
う
点
で
は
相
手
と 

 
 

６  
 

に

な
り
か
ね
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。 

私
は
大
学
で
の
講
義
や
公
開
講
座
な
ど
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
以
上
の
よ
う
な
血
液
型
性
格
判
断
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
、
こ
う
し
た
批
判
が

あ
る
こ
と
自
体
知
ら
な
い
し
、
人
権
問
題
で
あ
る
こ
と
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
血
液
型
の
話
題
の
と
き
は
、
他
の
事
柄
と
比
べ
、
学
生
の
手
応
え

が
違
う
。
普
段
居
眠
り
を
し
て
い
る
学
生
も
身
を
乗
り
出
し
て
聞
い
て
い
る
。
彼
ら
、
彼
女
ら
な
ら
、
少
し
ず
つ
現
状
を
打
破
す
る
問
題
意
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は

な
い
か
、
と
期
待
し
て
過
日
も
講
義
を
終
え
よ
う
と
し
た
。 

そ
の
時
、
勢
い
よ
く
女
学
生
が
手
を
挙
げ
、
満
面
の
笑
み
を
う
か
べ
て
質
問
を
し
た
の
で
あ
る
。 

「
先
生
、
そ
れ
で
結
局
先
生
は
何
型
な
ん
で
す
か
？ 

ひ
ね
く
れ
者
の
Ｂ
？
」 

か
く
し
て
、
ＥＥ

果
て
し
な
い
戦
い
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。 
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つ
け
ら
れ
る
の
だ
。
こ
の
点
に
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
に
、
社
会
心
理
学
者
の
中
に
は
、
血
液
型
に
よ
る
人
間
の
決
め
つ
け
を
「
ブ
ラ
ッ
ド
タ
イ
プ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と

名
付
け
て
問
題
意
識
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
。
性
的
嫌
が
ら
せ
を
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
呼
ぶ
の
と
同
じ
で
、
血
液
型
を
話
題
に
し
た
り

聞
き
出
そ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
嫌
が
ら
せ
に
な
る
の
で
あ
る
。 

と
、
こ
こ
ま
で
差
別
だ
と
か
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
と
か
、
我
な
が
ら 

 
 

４ 
 

 

な
表
現
を
連
ね
て
き
た
。
た
だ
し
、
私
は
、「
差
別
」
と
い
う
言
葉
を
過
剰
に
騒
ぎ
立

て
る
昨
今
の
「
言
葉
狩
り
」
の
風
潮
に
は
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
こ
の
表
現
が
差
別
を
連
想
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
か
い
う
理
由
で
、
差
別
の
意
図
が
全

く
込
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
多
く
の
人
が
差
別
と
感
じ
て
い
な
い
も
の
ま
で
槍や

り

玉
に
あ
げ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
と
思
う
。
特
に
手
塚
治
虫
の
作
品
を
は
じ
め
と
し
た
マ

ン
ガ
や
文
学
の
古
典
作
品
の
一
部
が 

 
 

５ 
 

 

な
差
別
③

キ
ュ
ウ
ダ
ン
の
矢
面
に
立
つ
の
に
は
や
り
き
れ
な
い
思
い
も
す
る
。 

そ
ん
な
私
で
は
あ
る
が
、
こ
の
血
液
型
に
よ
る
差
別
は
、
そ
う
し
た
表
現
上
の
問
題
と
は

C
明
ら
か
に
違
う
面
が
あ
る
点
を
強
調
し
た
い
。
そ
れ
は
、
連
想
す
る
程
度
の

生
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
く
、
明
確
な
人
権
侵
害
の
「
行
為
」
と
直
結
し
て
い
る
の
だ
。
た
と
え
遊
び
の
つ
も
り
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
具
体
的
な
行
動
に
よ
り
直
接

的
な
不
利
益
を
生
む
の
で
あ
る
。 

心
理
学
者
た
ち
は
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
血
液
型
性
格
判
断
の
ウ
ソ
と
弊
害
を
社
会
に
訴
え
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
る
の
は
血
液
型
性
格
判

断
を
肯
定
的
に
取
り
上
げ
る
記
事
ば
か
り
で
あ
る
。 

特
に
、
あ
る
電
機
メ
ー
カ
ー
が
、
血
液
型
で
選
抜
し
た
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
こ
と
を
（
一
見
、
中
立
的
な
姿
勢
で
）
報
じ
た
時
は
、
さ
す
が
に
社

会
心
理
学
者
の
池
田
謙
一
・
東
京
大
学
助
教
授
が
抗
議
の
電
話
ま
で
し
た
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
朝
日
新
聞
の
反
論
は
、「
そ
う
し
た
会
社
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
し

ょ
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
事
実
と
し
て
客
観
的
に
報
じ
た
つ
も
り
ら
し
い
。

D
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
無
責
任
な
姿
勢
で
あ
る
。
池
田
氏
が
憤
る
と
お
り
、
た
と
え
ば

「
黒
人
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
外
す
」
と
い
う
企
業
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
社
会
問
題
と
と
ら
え
な
い
新
聞
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
血
液
型
と
性
格
の
話
題
を
事
実
と
し
て
の

み
報
じ
る
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
客
観
的
に
扱
っ
て
い
る
よ
う
で
い
て
、
そ
う
で
は
な
い
。
血
液
型
に
よ
っ
て
人
を
判
断
す
る
こ
と
を
マ
ス
コ
ミ
が
容
認
し
て
い
る
と
い
う

お
墨
付
き
を
与
え
、
差
別
を
助
長
す
る
働
き
を
す
る
の
で
あ
る
。 

人
権
問
題
に
敏
感
な
（
と
さ
れ
て
い
る
）
朝
日
新
聞
で
さ
え
、
こ
の
あ
り
さ
ま
。
女
性
向
け
雑
誌
な
ど
で
は
、
こ
れ
で
も
か
と
ば
か
り
に
血
液
型
相
性
占
い
の
花
盛
り
で
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興
味
深
い
実
例
を
紹
介
し
よ
う
。
先
の
女
子
社
員
採
用
に
血
液
型
で
点
数
を
つ
け
た
件
、
こ
れ
を
文
学
者
の
高
橋
敏
夫
・
早
稲
田
大
学
助
教
授
が
、
あ
る
女
子
大
の
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
論
の
授
業
で
紹
介
し
た
。
す
る
と
、
就
職
活
動
で
ⓒ

辛
酸
を
な
め
て
い
る
学
生
た
ち
は
に
わ
か
に
騒
然
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
基
準
は
特
に
女
性
の
採
用
に
対

し
て
の
み
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
高
橋
先
生
は
新
た
な
女
性
差
別
の
道
具
を
企
業
側
が
持
ち
出
し
て
き
た
と
と
ら
え
た
。
こ
ん
な
馬
鹿
げ
た
理
由
で
就
職
を
左
右
さ
れ

て
は
た
ま
ら
な
い
、
と
学
生
た
ち
が
フ
ン
②

ガ
イ
し
て
い
る
の
だ
と
高
橋
先
生
は
思
っ
た
と
い
う
。 

と
こ
ろ
が
彼
女
ら
が
騒
い
だ
理
由
は
違
っ
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
女
学
生
の
一
人
が
手
を
挙
げ
て
こ
う
質
問
し
た
と
い
う
。 

 
 

３ 
 

 

な
ら
み
ん
な
も
納
得
す
る

と
思
う
ん
だ
け
ど
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
恐
ろ
し
い
こ
と
に
、
そ
の
場
の
学
生
の
多
く
が
こ
れ
に
同
意
し
た
と
い
う
。
血
液
型
で
差
別
を
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
、
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
人
権
に
対
す
る
侵
害
と
い
う
意
識
が
欠
落
し
て
い
る
の
だ
。 

あ
な
た
も
「
あ
の
人
、
し
ょ
せ
ん
Ｂ
型
だ
か
ら
ね
え
」
と
か
「
Ａ
Ｂ
型
だ
も
ん
。
そ
り
が
合
わ
な
い
は
ず
よ
」
と
か
い
う
セ
リ
フ
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
（
大
学

生
を
相
手
に
し
て
い
る
と
、
イ
ヤ
と
い
う
ほ
ど
聞
く
）。
そ
こ
で
前
出
の
佐
藤
先
生
は
、
約
二
百
人
の
大
学
生
を
対
象
に
し
て
、「
各
血
液
型
（
の
人
）
の
イ
メ
ー
ジ
」
を
書

い
て
も
ら
う
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
見
事
な
ほ
ど
に
一
致
し
て
い
た
。
現
在
の
大
学
生
に
と
っ
て
、
Ａ
型
と
は
「
几き

帳
面
で
真
面
目
」、
Ｏ
型
は
「
お
お
ら
か
」
な
イ

メ
ー
ジ
、
一
方
Ｂ
型
は
「
明
る
い
」
が
「
い
い
加
減
」
で
「
わ
が
ま
ま
」、
Ａ
Ｂ
型
は
「
変
わ
り
者
」「
二
重
人
格
的
」
と
い
っ
た
性
格
が
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

た
江
戸
川
大
学
の
上
瀬
由
美
子
講
師
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
約
三
百
人
の
大
学
生
で
行
っ
た
調
査
で
は
、「
結
婚
し
た
く
な
い
」「
友
達
に
な
り
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
他
の
血
液
型
に
比
べ
て
Ａ
Ｂ
型
が
き
わ
だ
っ
て
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。 

こ
こ
に
血
液
型
性
格
判
断
が
構
造
的
に
持
っ
て
い
る
差
別
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
的
に
望
ま
し
い
性
格
イ
メ
ー
ジ
は
Ａ
型
と
Ｏ
型
に
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
お
お
よ
そ
Ａ
Ｂ
型
（
と
Ｂ
型
）
に
特
徴
的
に
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
人
の
血
液
型
分
布
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
合
点
が
い
く
だ
ろ
う
。

日
本
人
の
場
合
、
Ａ
型
と
Ｏ
型
が
約
七
割
を
占
め
、
Ａ
Ｂ
型
は
わ
ず
か
一
割
に
過
ぎ
な
い
。
企
業
社
会
の
中
の
女
性
差
別
や
少
数
民
族
差
別
な
ど
と
全
く
同
じ
で
、「
多
数
派

が
力
を
持
っ
て
、
少
数
派
を
差
別
す
る
」
構
図
が
こ
こ
に
も
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
。 

こ
う
し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
人
た
ち
（
具
体
的
に
は
Ａ
Ｂ
型
や
Ｂ
型
の
人
た
ち
）
に
と
っ
て
は
、
血
液
型
を
話
題
に
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
自
体
、
差
別
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
不
快
な
嫌
が
ら
せ
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
の
意
味
を
帯
び
る
。
な
に
せ
特
定
の
血
液
型
だ
と
い
う
だ
け
で
、
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
押
し
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誰
で
も
思
い
当
た
る
フ
シ
が
必
ず
あ
る
だ
ろ
う
。 

血
液
型
性
格
判
断
の
記
述
が
持
っ
て
い
る
こ
う
し
た
特
徴
は
、
前
出
の
大
村
教
授
に
よ
っ
て
「
フ
リ
ー
サ
イ
ズ
効
果
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
あ
な
た
の
性
格

は
、
こ
れ
こ
れ
で
す
」
と
診
断
さ
れ
る
と
、
自
分
の
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
や
行
動
を
、
そ
の
診
断
の
方
向
に
そ
っ
て
解
釈
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
結
果
と
し
て
血
液
型
は
当
た

る
ん
だ
、
と
い
う
実
感
が
残
る
。
こ
の
実
感
こ
そ
が
、
血
液
型
と
性
格
の
間
に
は
何
か
あ
る
、
と
考
え
さ
せ
る
も
と
に
な
る
の
だ
。
こ
れ
は
憶
測
で
言
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
大
村
教
授
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
者
が
何
度
も
実
験
し
て
確
認
し
た
こ
と
だ
。 

そ
れ
で
も
「
し
ょ
せ
ん
、
お
遊
び
な
ん
だ
か
ら
、
科
学
的
に
ど
う
の
こ
う
の
言
う
必
要
は
な
い
で
し
ょ
」
と
い
う
ご
意
見
が
当
然
あ
る
と
思
う
。 

 
 

１ 
 

 

 

と
ん
で
も
な
い
話
だ
が
、
こ
れ
が
特
異
な
事
例
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
だ
。
血
液
型
を
人
事
に
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
企
業
は
、
名
前
を
挙
げ
れ
ば
誰
で
も
知
っ
て
い
る

一
流
電
機
メ
ー
カ
ー
や
住
宅
会
社
、
製
薬
会
社
な
ど
数
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
で
は
、
た
と
え
ば
特
定
の
血
液
型
の
社
員
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
む
と
か
、
役

員
を
各
血
液
型
で
揃そ

ろ

え
る
と
か
、
履
歴
書
に
血
液
型
を
書
か
せ
て
配
置
の
参
考
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
で
血
液
型
が
「
活
用
」
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
も
「
う
ち
で
は
、

こ
ん
な
ユ
ニ
ー
ク
な
人
材
ⓑ

登
用
法
を
や
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
誇
ら
し
げ
に
語
ら
れ
る
。
ま
た
企
業
だ
け
で
な
く
、
教
育
現
場
に
も
「
活
用
」
さ
れ
る
。
特
に
、
学
校
に
比
べ

て
法
律
の
規
制
の
少
な
い
保
育
園
な
ど
で
は
、
血
液
型
で
組
分
け
を
し
て
教
育
を
行
う
例
ま
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
企
業
や
教
育
施
設
で
は
、
責
任
あ
る
立
場
の
人

物
が
、
血
液
型
性
格
判
断
を
盲
信
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

「
ふ
ー
ん
、
そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
ん
だ
」
と
聞
き
流
し
て
し
ま
わ
な
い
で
ほ
し
い
。
血
液
型
は
遺
伝
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
人
種
や
家
系
、
肌
の
色
と
い
っ

た
も
の
と
同
じ
く
、
自
分
の
努
力
で
は
変
え
よ
う
が
な
い
。
こ
れ
で
人
間
を
判
断
す
る
こ
と
が
、
い
か
に
危
険
で
不
適
切
な
こ
と
か
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。
も

し
自
分
の
能
力
や
希
望
と
関
係
な
く
、
性
別
や
肌
の
色
を
理
由
に
人
事
や
人
間
関
係
が
左
右
さ
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
黙
っ
て
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
血
液
型
性
格
判
断
と
は
、

「
根
拠
の
な
い
人
間
の
選
別
」
を
持
ち
込
む
と
い
う
意
味
で
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
。 

ま
さ
に
理
不
尽
だ
が
、
し
か
し
そ
ん
な
理
不
尽
が
ま
か
り
通
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
そ
し
て
差
別
さ
れ
て
い
る
側
も
そ
れ
に
甘
ん
じ
て
い
る
の
は
、
両
者
と
も
が

「 
 
 

２ 
 

 

」
で
あ
る
と
、
血
液
型
性
格
学
の
研
究
で
知
ら
れ
る
佐
藤
達
哉
・
福
島
大
学
助
教
授
は
指
摘
し
て
い
る
。 
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い
、
調
査
法
の
基
本
に
則

の
っ
と

っ
た
調
査
を
何
度
も
何
度
も
行
っ
た
結
果
、
血
液
型
と
性
格
の
間
に
信
頼
の
お
け
る
関
連
性
は
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
現

在
で
も
、
毎
年
の
心
理
学
会
や
社
会
心
理
学
会
で
は
血
液
型
に
関
す
る
研
究
報
告
が
た
び
た
び
あ
る
。
が
、
そ
こ
で
の
関
心
は
「
根
拠
の
な
い
血
液
型
性
格
判
断
が
ど
う
し

て
あ
っ
さ
り
信
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
」
と
い
っ
た
点
に
移
っ
て
い
る
。 

で
は
、
い
っ
た
い
な
ぜ

B
私
た
ち
は
虚
構
で
あ
る
血
液
型
判
断
を
こ
れ
ほ
ど
信
じ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
が
現
代
の
心
理
学
者
の
関
心
事

だ
。 最

大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
血
液
型
に
よ
る
性
格
判
断
が
実
際
に
当
た
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
人
の
行
動
か
ら
血
液
型
を
推
定
し
た
ら
そ
れ
が
的
中
し

て
い
た
と
か
、
逆
に
血
液
型
か
ら
行
動
を
推
定
し
た
ら
ズ
バ
リ
そ
の
通
り
だ
っ
た
、
と
い
っ
た
体
験
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
当
た
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
こ
そ
、

血
液
型
性
格
判
断
信
仰
を
支
え
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
実
感
は
心
理
的
錯
覚
の
な
せ
る
技
な
の
だ
。 

社
会
心
理
学
者
が
行
っ
た
多
く
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
は
、
人
は
何
か
の
判
断
を
行
う
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
適
切
に
利
用
す
る
の
で
は

な
く
、
自
分
の
考
え
に
合
致
す
る
有
利
な
情
報
を
選
択
的
に
使
用
す
る
傾
向
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
を
予
期
の
確
証
傾
向
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
た
め
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
だ
け
で
な
く
、
ジ
ン
ク
ス
や
迷
信
と
い
っ
た
も
の
も
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
緒
に
出
か
け
る
と
必
ず
雨
が
降
る
と
い
う
「
雨
女
・
雨
男
」

な
ど
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
の
現
象
に
思
い
当
た
る
フ
シ
の
あ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
そ
の
人
が
雨
男
だ
と
い
う
予
期
を
持
つ
と
、
雨
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
み
が
強

く
印
象
に
残
り
、
降
ら
な
か
っ
た
時
は
注
意
を
引
か
ず
に
忘
れ
ら
れ
る
た
め
に
起
こ
る
ジ
ン
ク
ス
だ
。 

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
選
択
的
な
情
報
処
理
は
、
血
液
型
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
お
い
て
も
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
坂
元
章

助
教
授
の
研
究
で
は
、
私
た
ち
は
、
あ
る
人
の
血
液
型
に
つ
い
て
の
予
期
を
持
っ
て
し
ま
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
の
中
か
ら
、
主
に
そ
の
血
液
型
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
合

致
す
る
情
報
に
着
目
し
て
印
象
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
血
液
型
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
有
利
な
情
報
の
み
が
①

チ
ク
セ
キ
さ
れ
、
血
液
型

性
格
判
断
の
正
し
さ
が
、
あ
た
か
も
実
例
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
心
理
的
錯
覚
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
表
現
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
あ
な
た
は
、
よ
く
自
分
勝
手
な
行
動
も
し
ま
す
が
、
実
は
繊
細
な
心
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
て
、

人
に
気
を
使
っ
て
し
ま
う
性
格
で
す
。
人
前
に
出
た
が
ら
な
い
恥
ず
か
し
が
り
や
で
す
が
、
時
に
は
大
胆
に
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
」。
こ
ん
な
感
じ
で
言
わ
れ
る
と
、
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次
の
文
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

俗
に
「
血
液
型
性
格
判
断
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の
「
Ａ
Ｂ
Ｏ
式
の
血
液
型
に
よ
っ
て
人
の
性
格
は
も
と
よ
り
職
業
適
性
や
男
女
の
相
性
な
ど
を
見
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
考
え
方
、
こ
れ
を
心
理
学
で
は
血
液
型
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
呼
ぶ
。
こ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
、
い
わ
ゆ
る
血
液
型
論
者
た
ち
に
よ
る
一
般
向
け
の
書
籍
や

雑
誌
の
特
集
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
を
通
じ
て
日
本
人
に
刷
り
込
ま
れ
続
け
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
考
え
は
す
で
に
ブ
ー
ム
を
通
り
越
し
て
、
現
代
日
本
社
会
に
す
っ
か

り
定
着
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
各
種
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
の
成
人
の
六
割
前
後
が
、
血
液
型
と
性
格
の
関
連
を
肯
定
的
に
受
け
取
っ
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
の

迷
信
だ
と
と
ら
え
て
い
る
人
は
、
わ
ず
か
二
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
。 

で
は
、
血
液
型
と
性
格
の
間
に
は
実
際
に
ど
の
程
度
の
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
専
門
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
心
理
学
研
究
者
の
見
解
は
、

ほ
ぼ
一
〇
〇
％
一
致
し
て
い
る
。 

「
現
在
の
と
こ
ろ
、
血
液
型
と
人
の
性
格
（
や
相
性
）
と
の
間
に
、
血
液
型
論
者
の
言
う
よ
う
な
信
頼
性
の
あ
る
関
連
は
見
あ
た
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
結
論
だ
。
平
た
く

言
う
と
、
日
本
人
の
常
識
と
い
う
べ
き

A
血
液
型
性
格
判
断
は
性
格
研
究
の
プ
ロ
集
団
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

大
学
の
先
生
と
い
う
の
は
ア
タ
マ
が
固
い
か
ら
、
流
行

は

や

り
の
血
液
型
な
ん
て
バ
カ
ら
し
く
て
よ
く
調
べ
も
せ
ず
に
否
定
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？ 

と
思
っ
た
ら
大
き

な
間
違
い
で
あ
る
（
ア
タ
マ
の
固
い
人
が
結
構
い
る
の
も
確
か
だ
が
）。
こ
の
問
題
を
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
世
界
で
戦
後
に
は
じ
め
て
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
日
本
大
学
の
大

村
政
男
教
授
も
、
最
初
は
「
血
液
型
に
よ
っ
て
人
間
の
気
質
が
把
握
で
き
れ
ば
、
心
理
学
に
と
っ
て
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
な
い
」
と
考
え
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
実
際
に
調
べ
て
み
て
も
両
者
に
意
味
の
あ
る
関
連
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
気
鋭
の
研
究
者
が
何
人
も
参
入

し
、
粋
を
こ
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
検
査
を
使
っ
て
両
者
の
関
連
を
探
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
日
本
に
ⓐ

流
布
し
て
い
る
血
液
型
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
学
術
的
な
仮
説

と
考
え
る
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
大
き
な
問
題
点
が
い
く
つ
も
あ
る
。 

心
理
学
で
用
い
ら
れ
る
性
格
検
査
は
、
雑
誌
な
ど
で
お
な
じ
み
の
心
理
テ
ス
ト
と
は
、
形
は
似
て
い
て
も
別
物
で
あ
る
。
検
査
が
作
ら
れ
る
過
程
で
は
、
回
答
に
信
頼
性

や
整
合
性
が
あ
る
か
、
他
の
指
標
に
予
測
力
が
あ
る
か
、
デ
ー
タ
処
理
に
歪ゆ

が

み
は
な
い
か
と
い
っ
た
多
く
の
観
点
か
ら
き
び
し
く
吟
味
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
性
格
検
査
を
使

Ⅱ 
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① 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
戦
争
を
支
え
て
い
る
、
混
乱
の
時
代
に
青
少
年
期
を
送
っ
た
世
代
の
ロ
シ
ア
人
は
、
今
の
ロ
シ
ア
を
普
通
の
国
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

② 

プ
ー
チ
ン
は
大
統
領
に
な
る
と
、
市
長
補
佐
を
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
親
密
だ
っ
た
Ｋ
Ｇ
Ｂ
や
ギ
ャ
ン
グ
集
団
と
結
託
し
公
共
財
産
を
横
領
し
た
。 

③ 
若
手
エ
リ
ー
ト
の
リ
ヴ
ォ
ワ=

ベ
ロ
ー
ワ
が
か
つ
て
選
出
さ
れ
た
「
ロ
シ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
二
〇
二
〇
」
は
行
政
官
に
な
る
た
め
の
登
竜
門
で
あ
る
。 

④ 

一
九
九
九
年
末
に
ボ
リ
ス
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
大
統
領
職
を
退
い
た
こ
と
が
、
ロ
シ
ア
に
任
期
付
き
の
政
治
を
根
付
か
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

ア 

① 

正 
 

② 

正 
 

③ 

誤 
 

④ 

正 

イ 

① 

正 
 

② 
誤 

 

③ 

正 
 

④ 

誤 

ウ 

① 

正 
 

② 

正 
 

③ 

誤 
 

④ 

誤 

エ 

① 

誤 
 

② 

誤 
 

③ 
正 

 

④ 

正 
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問
９ 
空
欄 

 
 

５ 
 

 

に
入
れ
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
13
）。 

ア 
統
一
ロ
シ
ア
党 

    

イ 

中
央
政
府     

 
 
 

ウ 

政
治
構
造     

 
 
 

エ 

Ｆ
Ｓ
Ｂ 

 

問
10 

本
文
は
内
容
的
に
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
二
つ
目
と
三
つ
目
の
部
分
が
始
ま
る
段
落
を
本
文
中
の
Ⅰ
～
Ⅴ
か
ら
選
び
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
14
）。 

ア 

Ⅰ
と
Ⅳ 

 
 
 
 
 

イ 

Ⅱ
と
Ⅳ 

 
 
 
 
 
 

ウ 

Ⅱ
と
Ⅴ 

 
 
 
 
 
 

エ 

Ⅰ
と
Ⅴ 

 問
11 

空
欄 

 
 

６ 
 

 

に
入
れ
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
15
）。 

ア 

政
治
団
体 

 
 

    

イ 

内
戦
状
態 
    

 
 
 

ウ 

国
家
機
関     

 
 
 

エ 

個
人
主
義 

 問
12 

傍
線
部
Ｂ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
16
）。 

ア 

プ
ー
チ
ン
は
自
分
の
思
う
よ
う
に
ロ
シ
ア
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら 

イ 

プ
ー
チ
ン
が
戦
争
の
終
結
に
向
け
て
努
力
す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら 

ウ 

若
手
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
戦
争
に
賛
同
し
て
い
る
か
ら 

エ 

ロ
シ
ア
に
お
け
る
プ
ー
チ
ン
の
存
在
は
筆
者
が
想
像
し
た
以
上
に
大
き
か
っ
た
か
ら 

 問
13 

次
の
①
～
④
の
文
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
の
内
容
と
し
て
正
し
い
か
誤
り
か
を
判
断
し
、
正
誤
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
17
）。 
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エ 

一
九
三
五
年
の
段
階
で
は
、
一
部
の
特
権
的
労
働
者
に
し
か
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
生
活
の
向
上
が
、
プ
ー
チ
ン
の
時
代
に
な
る
と
リ
ヴ
ォ
ワ=

ベ
ロ
ー
ワ
と
同
じ 

世
代
で
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 問
６ 

空
欄 

 
 

３ 
 

 

に
は
、
次
の
①
～
④
の
文
の
順
序
を
並
べ
か
え
た
文
章
が
入
り
ま
す
。
並
び
順
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選

び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
10
）。 

① 

ル
ー
ル
な
き
市
場
経
済
の
時
代
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
新
旧
の
犯
罪
集
団
と
関
わ
る
こ
と
な
し
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
な
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。 

② 

プ
ー
チ
ン
が
少
年
時
代
に
つ
き
あ
っ
た
不
良
た
ち
や
、
柔
道
ク
ラ
ブ
の
先
生
と
仲
間
た
ち
の
間
に
も
、
そ
う
し
た
ギ
ャ
ン
グ
に
な
る
も
の
は
い
た
。 

③ 

ソ
連
解
体
後
は
彼
ら
と
競
合
し
て
新
興
の
犯
罪
集
団
も
現
れ
た
。 

④ 

市
長
補
佐
と
し
て
の
プ
ー
チ
ン
は
、
様
々
な
ギ
ャ
ン
グ
集
団
と
交
渉
す
る
こ
と
で
、
市
の
貿
易
業
務
を
取
り
仕
切
っ
た
。 

ア 

③―

②―

④―

① 
 

イ 

①―

④―
②―
③ 

 

ウ 

③―

①―

②―

④ 
 

エ 

②―

③―

①―

④ 

 

問
７ 

本
文
中
の
空
欄 

【
ア
】
～
【
エ
】 

の
い
ず
れ
か
に
次
の
文
が
入
り
ま
す
。
最
も
適
当
な
箇
所
を
【
ア
】
～
【
エ
】
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
11
）
。 

ボ
リ
ス
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
中
央
政
府
は
、
財
源
不
足
の
せ
い
も
あ
り
、
彼
ら
地
方
ボ
ス
の
跋
扈
に
な
す
す
べ
も
な
か
っ
た
。 

 

問
８ 

空
欄 

 
 

４ 
 

 

に
入
れ
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
12
）。 

ア 

闇
経
済
か
ら
引
き
離
し
孤
立
状
態
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

イ 

中
央
政
府
の
指
示
の
も
と
根
本
か
ら
破
壊
し
た
の
で
あ
る
。 

ウ 

地
方
で
は
保
持
し
つ
つ
も
中
央
と
は
遮
断
し
た
の
で
あ
る
。 

エ 

首
都
モ
ス
ク
ワ
の
も
と
に
垂
直
的
に
再
編
成
し
た
の
で
あ
る
。 
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問
２ 

傍
線
部
①
～
③
の
カ
タ
カ
ナ
に
当
て
は
ま
る
漢
字
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

① 

タ
イ
ト
ウ 

 
 

ア 

台
座 

 
 

イ 

敵
対 

 
 

ウ 

隊
商 

 
 

エ 

寒
帯 
 

解
答
番
号
は
（
４
）。 

② 
ニ
ナ 

 
 
 
 

ア 

勝
負 

 
 

イ 

分
担 

 
 

ウ 

相
似 

 
 

エ 

否
認 

 

解
答
番
号
は
（
５
）。 

③ 

サ
イ
カ
ク 

 
 

ア 

頭
角 

 
 

イ 

収
穫 

 
 

ウ 

格
別 

 
 

エ 

覚
悟 

 

解
答
番
号
は
（
６
）。 

 

問
３ 

空
欄 

 
 

１ 
 

 
に
入
れ
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
７
）。 

ア 

顔
と
な
っ
た 

 
 
 
 

イ 

足
を
引
っ
張
っ
た 

 
 

ウ 

土
と
化
し
た 

 
 
 
 

エ 

世
を
捨
て
た 

 

問
４ 

空
欄 

 
 

２ 
 

 

に
入
れ
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
８
）。 

ア 

こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
、
中
央
政
府
か
ら
全
面
的
な
支
援
を
受
け
て
き
た
こ
と
を
、
本
人
は
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
。 

イ 

こ
れ
ら
の
活
動
が
原
因
と
な
り
国
際
刑
事
裁
判
所
か
ら
逮
捕
状
が
出
さ
れ
た
が
、
ロ
シ
ア
人
は
彼
女
に
き
わ
め
て
好
意
的
で
あ
っ
た
。 

ウ 

こ
れ
ら
の
活
動
が
国
際
刑
事
裁
判
所
か
ら
逮
捕
状
を
出
さ
れ
る
理
由
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
本
人
は
い
さ
さ
か
も
動
じ
て
い
な
い
。 

エ 

こ
れ
ら
の
活
動
は
ロ
シ
ア
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
彼
女
の
名
は
瞬
く
間
に
知
れ
渡
っ
て
い
っ
た
。 

 問
５ 

傍
線
部
Ａ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
９
）。 

ア 

プ
ー
チ
ン
は
、
ロ
シ
ア
国
民
の
生
活
を
豊
か
に
し
た
結
果
、
リ
ヴ
ォ
ワ=
ベ
ロ
ー
ワ
と
同
じ
世
代
の
ロ
シ
ア
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

イ 

リ
ヴ
ォ
ワ=

ベ
ロ
ー
ワ
と
同
じ
世
代
の
ロ
シ
ア
人
は
、
望
ん
で
い
た
よ
い
暮
ら
し
が
プ
ー
チ
ン
に
よ
っ
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
考
え
て
い
る
。 

ウ 

プ
ー
チ
ン
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
の
存
在
感
が
高
ま
っ
た
時
期
は
、
リ
ヴ
ォ
ワ=

ベ
ロ
ー
ワ
と
同
じ
世
代
の
ロ
シ
ア
人
が
豊
か
に
な
り
始
め
た
時
期
と
偶
然
一
致
し
て 

 

い
る
。 
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（
池
田
嘉
郎
「
プ
ー
チ
ン
の
戦
争
、
プ
ー
チ
ン
の
身
体
」『
白
水
社
の
本
棚
』
２
０
２
３
年
夏
号
。） 

 問
１ 

傍
線
部
ⓐ
～
ⓒ
の
読
み
と
同
じ
読
み
の
漢
字
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

ⓐ 

轄 
 

解
答
番
号
は
（
１
）。 

ア 

予
防
注
射
を
打
つ 

イ 

金
銭
を
所
持
す
る 

ウ 

該
当
者
に
連
絡
す
る 

エ 

詳
細
を
割
愛
す
る 

ⓑ 

癒 
 

解
答
番
号
は
（
２
）。 

ア 

油
断
大
敵 

イ 

呉
越
同
舟 

ウ 

企
業
誘
致 

エ 

前
途
多
難 

ⓒ 

諮 
 

解
答
番
号
は
（
３
）。 

ア 

孤
軍
奮
闘 

イ 

容
姿
端
麗 

ウ 

人
事
異
動 

エ 

原
状
回
復 
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相
職
に
就
い
て
い
た
プ
ー
チ
ン
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。 

Ⅴ 
似
た
よ
う
な
事
例
は
、
ロ
シ
ア
の
過
去
に
も
頻
繁
に
見
ら
れ
た
。
ソ
連
時
代
、
国
の
最
高
指
導
者
は
共
産
党
書
記
長
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
政
党
内
の

役
職
で
あ
る
。
国
家
機
構
の
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い
た
の
は
最
高
会
議
議
長
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
多
分
に
名
誉
職
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
党
書
記
長
の
位
置
づ
け
も
、
実
は
明
確

で
は
な
か
っ
た
。
ソ
連
時
代
の
共
産
党
規
約
に
は
「
党
首
」
規
定
は
な
い
。
党
書
記
長
が
最
高
指
導
者
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
慣
行
、
い
い
か
え
れ
ば
力
関
係
と

人
間
関
係
に
よ
る
の
で
あ
っ
た
。 

も
っ
と
遡
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
五
七
五
年
、
ロ
シ
ア
君
主
イ
ヴ
ァ
ン
四
世
（
雷
帝
）
は
、
タ
タ
ー
ル
出
身
の
臣
下
で
あ
る
シ
メ
オ
ン
・
ベ
ク
ブ
ラ
ー
ト
ヴ
ィ
チ
を
「
全

ル
ー
シ
の
大
公
」
と
し
て
、
名
目
上
は
彼
に
君
主
の
地
位
を
譲
っ
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
一
年
間
だ
け
し
か
続
か
な
か
っ
た
。 

プ
ー
チ
ン
の
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
に
対
す
る
四

年
間
の
「
譲
位
」
と
同
様
に
、
イ
ヴ
ァ
ン
雷
帝
も
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
本
当
の
権
力
者
が
誰
で
あ
る
の
か
を
誇
示
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

統
治
が
パ
ー
ソ
ナ
ル
と
い
う
こ
と
は
、
任
期
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
西
欧
や
日
本
で
は
、
ど
れ
ほ
ど
強
力
な
政
治
家
で
も
任
期
が
終
わ
れ

ば
職
を
離
れ
る
。
ロ
シ
ア
で
は
そ
の
よ
う
な
発
想
は
な
い
。
政
治
家
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
の
学
長
や
研
究
所
の
所
長
な
ど
も
、
任
期
な
ど
関
係
な
く
、
老
齢
に
な
る
ま
で
、

あ
る
い
は
し
ば
し
ば
死
ぬ
ま
で
や
る
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
一
九
九
九
年
末
に
引
退
し
た
こ
と
、
プ
ー
チ
ン
が
四
年
間
大
統
領
職
を
離
れ
た
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
が
任
期
付
き
の
政 

治
に
向
か
う
兆
し
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。 

二
〇
二
〇
年
の
改
憲
に
よ
っ
て
プ
ー
チ
ン
は
、
う
ま
く
や
れ
ば
三
六
年
ま
で
続
投
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
仮
に
そ
の
任
期
が
終
わ
っ
て
八
四
歳
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

プ
ー
チ
ン
は
な
お
最
高
実
力
者
と
し
て
留
ま
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
と
い
え
ば
、
ロ
シ
ア
の
政
治
が
個
人
の
結
合
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
り
、
プ
ー
チ
ン
と
い
う
人
間
が
そ
の
結
合
を
束
ね
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
レ
ー
ニ
ン
の
身
体
が
死
後
に
霊
廟

れ
い
び
ょ
う

に
収
め
ら
れ
た
の
と
同
様
に
、
プ
ー
チ
ン

の
身
体
も
ま
た 

 
 

６ 
 

 

な
の
で
あ
る
。 

現
在
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
間
で
行
な
っ
て
い
る
戦
争
は
、
こ
う
し
た
政
治
構
造
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
プ
ー
チ
ン
か
ら
始
ま
っ
て
、
リ
ヴ
ォ
ワ=

ベ

ロ
ー
ワ
の
よ
う
な
若
手
エ
リ
ー
ト
に
い
た
る
ま
で
、
彼
ら
は
み
な
一
体
と
な
っ
て
国
家
を
動
か
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ロ
シ
ア
は
ど
の
よ
う
に
戦
争
の
終
わ

り
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

B
そ
の
あ
り
よ
う
は
誰
も
予
期
せ
ぬ
よ
う
な
も
の
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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Ｂ
（
連
邦
保
安
庁
）
の
長
官
と
な
り
、
九
九
年
に
エ
リ
ツ
ィ
ン
に
よ
っ
て
首
相
に
抜
擢

ば
っ
て
き

さ
れ
た
。【
エ
】 

Ⅲ 
二
〇
〇
〇
年
に
大
統
領
に
な
っ
た
プ
ー
チ
ン
の
大
き
な
課
題
は
、
地
方
ボ
ス
の
跋
扈

ば

っ

こ

と
い
う
準
ア
ナ
ー
キ
ー
状
態
を
克
服
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
原
油
価
格
が
上

昇
に
転
じ
、
中
央
政
府
の
財
源
が
増
加
し
た
こ
と
が
有
利
に
作
用
し
た
。
彼
は
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
「
統
一
ロ
シ
ア
」
党
を
組
織
し
、
地
方
政
治
を
牛
耳
っ
て
い
る
州
知

事
・
企
業
人
を
そ
こ
に
統
合
し
た
。
統
一
ロ
シ
ア
党
お
よ
び
上
院
・
下
院
を
利
権
配
分
マ
シ
ー
ン
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
ボ
ス
お
よ
び
そ
の
下
に
連
な
る
ネ
ッ
ト
ワ

―

ク
を
、 

 
 

４ 
 

 
な
か
に
は
プ
ー
チ
ン
に
従
う
こ
と
を
よ
し
と
し
な
い
企
業
人
も
い
た
が
、
そ
う
し
た
も
の
は
逮
捕
さ
れ
（
従
順
で
あ
れ
ば
目
こ
ぼ
し
さ
れ
た
よ
う

な
不
正
会
計
な
ど
が
、
摘
発
の
事
由
と
な
っ
た
）、
あ
る
い
は
Ｆ
Ｓ
Ｂ
に
よ
っ
て
抹
殺
さ
れ
た
。 

現
在
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る 

 
 

５ 
 

 

は
、
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
。
一
九
九
〇
年
代
を
特
徴
づ
け
る
、
人
的
結
合
に
基
づ
く
地
方
政
治
支
配
、
合
法
と
非
合
法
の
境

界
線
の
曖
昧
化
は
、
解
消
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
中
央
集
権
的
な
形
で
、
組
織
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
行
政
官
や
政
治
家
（
ロ
シ
ア
で
は
両
者
の
区
分
は
不
分
明
で

あ
る
）
の
新
人
発
掘
も
ま
た
、
こ
の
政
治
構
造
に
合
致
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
行
な
わ
れ
る
。
体
制
に
忠
実
で
、
社
会
の
諸
分
野
で
熱
心
に
活
動
す
る
人
物
が
、
ま
ず
は
地

方
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
引
き
立
て
ら
れ
、
統
一
ロ
シ
ア
党
の
地
方
支
部
や
、
中
央
と
地
方
の
「
社
会
院
」
と
呼
ば
れ
る
ⓒ

諮
問
機
関
に
抜
擢
さ
れ
る
。
く
わ
え
て
ニ

ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
発
掘
の
た
め
の
コ
ン
ク
ー
ル
も
大
統
領
府
な
ど
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
。
登
用
さ
れ
る
新
人
た
ち
は
、
無
人
格
的
な
行
政
官
と
し
て
ど
こ
か
に
配
属
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
有
力
な
政
治
家
の
庇
護

ひ

ご

下
に
入
り
、
そ
の
人
脈
の
中
で
上
昇
を
続
け
る
。
冒
頭
で
記
し
た
リ
ヴ
ォ
ワ=

ベ
ロ
ー
ワ
も
、
二
〇
一
一
年
か
ら
一
九
年
ま
で
ペ
ン

ザ
州
、
つ
い
で
中
央
の
社
会
院
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
し
、
彼
女
が
選
ば
れ
た
コ
ン
ク
ー
ル
「
ロ
シ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
二
〇
二
〇
」
も
、
大
統
領
府
第
一
副
長
官
セ
ル
ゲ
イ
・ 

キ
リ

エ
ン
コ
の
企
画
で
あ
っ
た
。 

Ⅳ 

ロ
シ
ア
の
政
治
は
、
人
的
結
合
の
束
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
元
締
め
で
あ
る
プ
ー
チ
ン
の
脇
を
固
め
る
の
も
、
ニ
コ
ラ
イ
・
パ
ト
ル
シ
ェ
フ
（
安
全

保
障
会
議
書
記
）
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ボ
ル
ト
ニ
コ
フ
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
長
官
）
と
い
う
、
彼
の
Ｋ
Ｇ
Ｂ
時
代
の
同
僚
で
あ
る
。
プ
ー
チ
ン
の
統
治
は
す
ぐ
れ
て
人
治
的
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
な
の
で
あ
る
。 

パ
ー
ソ
ナ
ル
と
い
う
こ
と
は
、
公
式
の
肩
書
は
あ
ま
り
意
味
を
も
た
な
い
。
大
事
な
こ
と
は
、
誰
が
本
当
に
支
配
力
を
も
っ
て
い
る
か
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
一
二

年
ま
で
、
名
目
上
は
ロ
シ
ア
の
国
家
元
首
は
ド
ミ
ー
ト
リ
ー
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
間
本
当
に
国
を
治
め
て
い
た
の
が
彼
で
は
な
く
、
首
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丸
々
一
つ
の
時
代
な
の
で
あ
る
。 

Ⅰ 
現
代
ロ
シ
ア
で
①

タ
イ
ト
ウ
し
て
い
る
の
は
、
リ
ヴ
ォ
ワ=

ベ
ロ
ー
ワ
と
そ
の
前
後
の
世
代
で
あ
る
。
た
と
え
ば
彼
女
の
前
任
者
で
、
現
在
は
下
院
議
員
の
ア
ン

ナ
・
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
ワ
は
一
九
八
二
年
生
ま
れ
、
今
年
二
月
に
ト
レ
チ
ャ
コ
フ
美
術
館
の
新
館
長
に
な
っ
た
エ
レ
ー
ナ
・
プ
ロ
ニ
チ
ェ
ワ
は
一
九
八
三
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
同

じ
頃
に
プ
ー
シ
キ
ン
美
術
館
の
新
館
長
に
な
っ
た
エ
リ
ザ
ヴ
ェ
ー
タ
・
リ
ハ
チ
ョ
ワ
は
一
九
七
八
年
生
ま
れ
な
の
で
彼
女
た
ち
よ
り
少
し
上
だ
が
、
ロ
シ
ア
混
乱
の
時
代
に

青
少
年
期
を
送
っ
た
こ
と
に
は
違
い
が
な
い
。
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
は
プ
ー
チ
ン
が
統
べ
る
ロ
シ
ア
こ
そ
が
、「
ノ
ー
マ
ル
」
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
世
代
が
、
現
在
の
ロ

シ
ア
を
熱
心
に
動
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
戦
争
を
支
え
て
い
る
。 

Ⅱ 

ソ
連
解
体
は
、
プ
ー
チ
ン
に
と
っ
て
も
試
練
で
あ
っ
た
。
一
九
五
二
年
生
ま
れ
で
、
二
三
歳
の
年
か
ら
Ｋ
Ｇ
Ｂ
（
国
家
保
安
委
員
会
）
で
勤
務
し
て
き
た
彼
に
と

っ
て
、
ソ
連
と
は
大
多
数
の
市
民
が
そ
う
思
っ
て
い
た
よ
う
に
、
永
遠
に
続
く
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ョ
ー
ト
『
プ
ー
チ
ン
（
上
・
下
）』
は
、
関
係
者
の
膨
大
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
、
関
連
文
献
の
博
捜
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
大
統
領
の
少
年
時
代
か
ら
今
日

に
い
た
る
生
涯
の
歩
み
を
跡
付
け
て
い
る
。
ど
の
時
期
の
記
述
も
生
々
し
い
が
、
ソ
連
解
体
か
ら
新
生
ロ
シ
ア
初
期
、
彼
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
長
ア
ナ
ト
ー
リ
ー
・
サ
プ
チ

ャ
ー
ク
の
補
佐
を
や
っ
て
い
た
頃
の
話
は
、
特
別
の
興
味
深
さ
を
も
つ
。
そ
こ
で
は
彼
が
生
き
残
る
た
め
に
依
拠
し
て
い
た
二
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
浮
か
び
上
が
る
か
ら

で
あ
る
。
第
一
の
も
の
は
Ｋ
Ｇ
Ｂ
人
脈
で
あ
る
。
市
の
役
人
に
は
Ｋ
Ｇ
Ｂ
出
身
者
が
幾
人
も
お
り
、
プ
ー
チ
ン
の
仕
事
を
助
け
た
。
シ
ョ
ー
ト
に
よ
れ
ば
プ
ー
チ
ン
自
身
、

Ｋ
Ｇ
Ｂ
を
退
職
し
な
い
ま
ま
で
、
市
長
補
佐
の
重
責
を
②

ニ
ナ
っ
て
い
た
。 

第
二
の
も
の
は
ギ
ャ
ン
グ
で
あ
る
。
ソ
連
時
代
に
は
闇
経
済
を
仕
切
る
ギ
ャ
ン
グ
網
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
武
装
強
盗
犯
や
そ
の
他
の
刑
事
犯
た
ち
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
た
。 

 
 

３ 
 

 

一
九
九
〇
年
代
の
ロ
シ
ア
は
、
ど
こ
で
も
似
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。
Ｋ
Ｇ
Ｂ
、
共
産
党
、
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
（
共
産
党
青
年
組
織
）、
ギ
ャ
ン
グ
と
い
っ
た
、
ソ
連
時
代

の
人
的
紐
帯

ち
ゅ
う
た
い

を
活
か
せ
る
人
た
ち
が
、
政
治
と
経
済
を
問
わ
ず
公
共
財
産
を
横
領
し
て
、
地
方
社
会
を
牛
耳
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
【
ア
】
そ
う
し
た
紐
帯
の
頂
点
に
は
、

州
知
事
（
し
ば
し
ば
ソ
連
時
代
の
党
・
行
政
の
幹
部
出
身
で
あ
っ
た
）
と
、
そ
れ
に
ⓑ

癒
着
し
た
企
業
人
が
い
た
。【
イ
】
そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
プ
ー
チ
ン
は
九
六
年

に
サ
プ
チ
ャ
ー
ク
が
市
長
選
挙
に
敗
れ
る
と
モ
ス
ク
ワ
に
移
り
、
大
統
領
府
で
サ
イ
③

カ
ク
を
発
揮
し
た
。【
ウ
】
一
九
九
八
年
に
は
Ｋ
Ｇ
Ｂ
を
改
組
し
て
つ
く
ら
れ
た
Ｆ
Ｓ
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次
の
文
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

開
戦
後
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る 

 
 

１ 
 

 

人
物
の
一
人
に
、
マ
リ
ア
・
リ
ヴ
ォ
ワ=

ベ
ロ
ー
ワ
が
い
る
。「
大
統
領
付
き
子
ど
も
の
権
利
問
題
全
権
」
と
し
て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
子
ど
も
の
移
送
を
統
ⓐ

轄
し
て
い
る
。
今
年
三
月
に
国
際
刑
事
裁
判
所
が
、
戦
争
犯
罪
容
疑
で
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
と
も
に
彼
女

に
も
逮
捕
状
を
出
し
た
の
で
、
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。 

リ
ヴ
ォ
ワ=

ベ
ロ
ー
ワ
は
一
九
八
四
年
生
ま
れ
で
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
福
祉
関
係
の
仕
事
を
始
め
、
一
二
年
後
に
行
政
官
候
補
を
発
掘
す
る
た
め
の
コ
ン
ク
ー
ル
「
ロ
シ

ア
の
リ
ー
ダ
ー
二
〇
二
〇
」
の
一
〇
六
人
の
勝
者
に
選
ば
れ
た
。
こ
の
の
ち
地
元
ペ
ン
ザ
州
選
出
の
上
院
議
員
と
な
り
、
二
一
年
一
〇
月
に
現
在
の
職
務
に
就
い
た
。 

彼
女
は
極
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
、
開
戦
後
は
定
期
的
に
ロ
シ
ア
占
領
下
に
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ド
ン
バ
ス
を
訪
れ
、
子
ど
も
の
「
保
護
」・
移
送
に
努
め
て
い
る
。
ロ

シ
ア
国
内
に
移
送
さ
れ
た
子
ど
も
を
保
養
キ
ャ
ン
プ
や
教
育
施
設
に
迎
え
入
れ
る
ほ
か
、
里
親
を
見
つ
け
る
の
も
彼
女
の
仕
事
だ
。 

 
 

２ 
 

 

自
身
の
仕
事
が
人
道
的

な
動
機
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
こ
と
が
、 

記
者
会
見
で
の
揺
ら
が
な
い
受
け
答
え
を
支
え
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
彼
女
を
支
え
て
い
る
の
は
、
プ
ー
チ
ン
大

統
領
か
ら
現
在
の
任
務
を
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
今
年
二
月
に
行
な
わ
れ
た
両
者
の
面
談
で
、
プ
ー
チ
ン
は
彼
女
の
報
告
を
聞
き
、
そ
の
仕
事
の
意
義
を
讃た

た

え
た
の

で
あ
る
。 

リ
ヴ
ォ
ワ=

ベ
ロ
ー
ワ
に
と
っ
て
、
プ
ー
チ
ン
は
単
な
る
権
力
者
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
遥
か
に
大
き
な
存
在
で
あ
ろ
う
。
一
九
八
四
年
生
ま
れ
の
彼
女
に
と
っ
て
、

幼
少
期
か
ら
青
少
年
期
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
時
期
は
、
一
九
八
五
年
に
始
ま
る
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
そ
の
混
乱
、
新
生
ロ
シ
ア
に
お
け
る
略
奪
的
資
本
主
義
の
氾
濫
と
治

安
解
体
の
月
日
に
あ
た
る
。
一
九
九
九
年
末
、
一
五
歳
の
彼
女
が
本
格
的
な
自
己
形
成
期
に
入
ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
プ
ー
チ
ン
は
登
場
し
た
。
彼
女
が
社
会
に
出
て
、
自

分
の
道
を
見
出
し
て
ゆ
く
過
程
と
、
プ
ー
チ
ン
が
秩
序
を
再
建
し
、
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
、
ロ
シ
ア
の
存
在
感
を
高
め
て
ゆ
く
過
程
と
は
、
ぴ
っ
た
り
と
重
な
っ
た
。「
生
き

る
こ
と
は
よ
り
よ
く
な
っ
た
、
同
志
諸
君
。
生
き
る
こ
と
は
よ
り
楽
し
く
な
っ
た
」。
こ
れ
は
一
九
三
五
年
、
二
次
の
五
ヵ
年
計
画
に
よ
っ
て
激
し
く
変
わ
り
、
一
部
の
特
権

的
労
働
者
に
は
確
か
に
よ
り
よ
き
暮
ら
し
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ソ
連
に
つ
い
て
の
、
ヨ
シ
フ
・
ス
タ
ー
リ
ン
の
言
葉
で
あ
る
。
リ
ヴ
ォ
ワ=

ベ
ロ
ー
ワ
と
そ
の
世

代
の
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
は
、
プ
ー
チ
ン
の
統
治
に
こ
そ
こ
の
言
葉
は
当
て
は
ま
ろ
う
。A
彼
が
体
現
し
て
い
る
も
の
は
、
よ
り
よ
き
生
活
が
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、

Ⅰ 
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二
〇
二
四
年
度 

二
科
目
型
・
三
科
目
型 

⼀
期 

入
学
試
験
問
題 

 

国 
 

 
 

 

語 

（
五
〇
分
・
一
〇
〇
点
） 

  

解解
答答
番番
号号
はは
（（
１１
））
～～
（
34
）  

注
意
事
項 

 

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
な
い
こ
と
。 

  二
、
試
験
開
始
後
、
問
題
用
紙
の
印
刷
不
鮮
明
、
落
丁
・
乱
丁
お
よ
び
解
答
用
紙
の
汚
れ
な
ど
に
気
づ
い
た
場
合

は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
。 

 

三
、
中
途
退
席
は
で
き
な
い
。
試
験
中
に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
。 

 

四
、
解
答
は
、
解
答
用
紙
の
解
答
欄
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と
。 

例
え
ば
解
答
番
号
は
（
６
）
と
表
示
の
あ
る
問
い
に
対
し
て
ウ

と
解
答
す
る
場
合
は
下
の
（
例
）
の
よ
う
に

解
答
番
号
（
６
）
の
解
答
欄
○ウ
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と
。 

正
し
く
記
入
・
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
採
点
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

 

五
、
試
験
終
了
後
、
こ
の
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
る
こ
と
。 

（例） 

Ａ1

一般選抜【３科目型】【２科目型】【給付型奨学生選抜（３科目型）】　国語



一般選抜【問題見てから選択型】
問題

英　　　語：英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ､論理・表現Ⅰ
数　　　学：数学Ⅰ・数学Ａ
国　　　語：現代の国語・言語文化　※古文・漢文を除く
から２科目を選択解答�（時間60分、�配点100点）

【
問
題
見
て
か
ら
選
択
型
】



－ 87 －



－ 87 －

2024B1EN04 

 
2024 年度  

問題見てから選択型  １期  入学試験問題  
 

英   語 
（（50 点点））  

解解答答番番号号はは((１))～～((20))  
注意事項 

 

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見ないこと。  

 

 ２．試験開始後，英語，数学，国語の中から２科目選択して解答するこ  

  と。解答用紙は，科目ごとに使用すること。試験時間は 60 分である。 

 

３．試験開始後，問題用紙の印刷不鮮明，落丁・乱丁および解答用紙の

汚れなどに気づいた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。  

 

４．中途退席はできない。試験中に体調が悪くなった場合は，手を挙げ

て監督者に知らせること。  

 

５ .  解答は，解答用紙の解答欄にマークすること。  

例えば解答番号は（６）と表示のある問いに対して ウと解答する場合

は次の（例）のように解答番号（６）の解答欄○ウ にマークすること。

（例）  

正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがある。  

 

６．試験終了後，この問題冊子は持ち帰ること。  

B１

一般選抜【問題見てから選択型】　英語
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Ⅰ  次の各日本文を表す英文になるように，（   ）内に最も適当な語（句）を入れると

すればどれか。それぞれア～エの中から一つずつ選び，その記号を解答欄に記入しなさい。

解答番号は(1)～(10)。 

 

(1) ジェイソンは宿題を終えてしまったので，何もすることがなかった。 

(   ) his homework, Jason had nothing to do. 

ア Being done イ Doing been ウ Having done エ Having been done 

 

(2) どうしてそのようなことが言えるのですか。 

What (   ) something like that? 

ア makes you say  イ do you say 

ウ you make say  エ is said you 

 

(3) 彼女に電話して謝ればいいのですよ。 

All you have (   ) call her and apologize. 

ア to do is イ do is to ウ is to do エ to is do 

 

(4) あなたが帰って来るまでに，私たちは夕食をすませているでしょう。 

We (   ) dinner by the time you come back. 

ア have had  イ have been had 

ウ will have  エ will have had 

 

(5) 彼は今では，以前のような楽しい人ではなくなっている。 

He is not the fun person (   ). 

ア he to be used イ he used to be ウ to be he used エ used he to be 

 

(6) 彼が私の兄ならいいのに。 

(   ) my brother. 

ア If only he is  イ Only if he is 

ウ If only he were  エ Only if he were 
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(7) メグほどすぐにその問題を解ける生徒はほかにはいない。 

No other student can solve the problem (   ) Meg. 

ア as fast as イ the fastest ウ more faster than エ fastest as 

 

(8) 私の叔母は家に来るときには必ず事前に電話をくれる。 

My aunt never comes to my house (   ) in advance. 

ア without calling  イ not to call  

ウ called  エ to be called 

 

(9) 今週末，彼がどこに泊まるのか知っていますか。 

Do you know (   ) this weekend? 

ア where is he staying イ he is staying where 

ウ is he staying where エ where he is staying 

 

(10) 私はまた間違ってしまうのではないかと恐れている。 

I am afraid (   ) mistakes again. 

ア of making イ to making ウ for making エ by making 
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Ⅱ 次の各英文について，下線部の語に最も近い意味のものをそれぞれア～エの中から一

つずつ選び，その記号を解答欄に記入しなさい。解答番号は(11)～(15)。 

 

(11) Patrick finished the research at the expense of his summer vacation. 

ア cost イ gift ウ sight エ value 

 

(12) The artist is distinguished for his unique outfit. 

ア critical イ famous ウ nutritious エ consumed 

 

(13) We haven’t had a productive discussion yet. 

ア creative イ diligent ウ genuine エ fruitful 

 

(14) John seems vague about his future. 

ア certain イ positive ウ unclear エ reluctant 

 

(15)  He has a humble background, having lived with his grandmother in a small village. 

ア specific イ definite ウ accurate エ modest 
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Ⅲ 次の英文を読んで，問いに答えなさい。なお，解答はすべて解答欄に記入すること。 

To add flavor to the upcoming Group of Seven summit in Hiroshima in May, a local 

association will be dishing out the city’s “okonomiyaki” pancakes cooked with ingredients 

from the participants’ countries.  Each version includes signature specialties such as 

pasta from Italy and hamburger buns from the United States.  The city-based 

Okonomiyaki Academy, which is a general incorporated association, is encouraging 

eateries to include the special dishes into their menus and intends to serve them at 

events. 

It is said that Hiroshima-style okonomiyaki, known as the city’s “soul food,” 

originated after the atomic bombing when people cooked flour on iron plates to fill their 

stomachs.  “Okonomiyaki has gone from a food for (  16   ) to Hiroshima’s specialty,” 

said Shigeki Sasaki, president of Otafuku Holdings Co., who also serves as head director 

of the academy.  “Given current global events, we want to incorporate a message into 

the dishes that (17)they symbolize the peace and reconstruction of Hiroshima.” 

The academy was founded in April 2014 to promote okonomiyaki across the world 

through its research activities.  It consists of about 250 okonomiyaki restaurants in 

Hiroshima Prefecture, other prefectures and outside Japan.  In November 2022, it was 

appointed as the “ambassador” tasked with promoting Hiroshima’s cuisine. 

The academy started developing okonomiyaki dishes themed on each G-7 member 

country after Hiroshima Governor Hidehiko Yuzaki sought help from the organization 

to do something for the big event.  For Japan, the academy decided on “niku-tama-soba” 

(meat-egg-noodle), a typical Hiroshima-style okonomiyaki primarily cooked with layers 

of batter, cabbage, bean sprouts, noodles and pork.  For the remaining six countries, 

their (18)iconic ingredients are incorporated to represent their food culture, including 

galette for France; hamburgers for the United States; fish and chips for Britain; sausage, 

potatoes and sour cabbage for Germany; carbonara pasta for Italy; and maple syrup for 

Canada. 

In preparing to develop the menu, academy members interviewed restaurants 

about food ingredients associated with the country names and also collected 

questionnaires from expats from these countries.  They completed the recipes in 

January through trial and error, while paying attention to (  19   ) and their 

association with Hiroshima.  They also made sure that restaurants can prepare the 
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special dishes with regular okonomiyaki components by adding signature ingredients 

from each country.  The recipes are also published online for consumers wanting to try 

them out. 

※Group of Seven (G7)  主要７カ国  summit 首脳会談  Okonomiyaki Academy 

お好み焼アカデミー（お好み焼きの店舗や関連企業でつくる一般財団法人）  galette  

ガレット（ソバ粉のクレープ）  carbonara  カルボナーラ（パスタソースの一種）  

expat 国外在住の人 

 

出典：The Asahi Shimbun, ‘Okonomiyaki’ themed on G-7 hits menus in host Hiroshima 

(2023) 
 

(16) 空欄(  16  )に入れるのに最も適当な語をア～エの中から一つ選び，その記号を

解答欄に記入しなさい。解答番号は(16)。 

ア enjoying イ survival 

ウ trial エ common 

 

(17) 下線部(17)は何を指すか，最も適当な語句をア～エの中から一つ選び，その記号を解

答欄に記入しなさい。解答番号は(17)。 

ア global events イ soul food 

ウ iron plates エ okonomiyaki dishes 

 

(18) 下線部(18)と同じ意味で，本文内で使われている語（句）をア～エの中から一つ選び，

その記号を解答欄に記入しなさい。解答番号は(18)。 

ア current global events イ research activities 

ウ signature specialties  エ recipes 

 

(19) 空欄(  19  )に入れるのに最も適当な語句をア～エの中から一つ選び，その記号

を解答欄に記入しなさい。解答番号は(19)。 

ア the cost of each ingredient 

イ the flour and noodles from each country 

ウ each leader’s favorite dishes 

エ the history of the food culture of each country 
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(20) 本文の内容に一致するものをア～エの中から一つ選び，その記号を解答欄に記入しな

さい。解答番号は(20)。 

ア 「お好み焼アカデミー」は，市内の飲食店にハンバーガーやパスタなど，G7参加国

にちなんだ料理を提供するように奨励した。 

イ 広島市民のソウルフードとして有名な広島風お好み焼きは，広島に原子爆弾が落と

された直後に誕生した。 

ウ 国内外250のお好み焼き店からなる「お好み焼アカデミー」は，広島のご当地グルメ

を広くアピールするために2022年に結成された。 

エ G7各国のお好み焼きを開発するにあたり，「お好み焼アカデミー」のメンバーたち

は各国を訪れて料理や食材を調査した。 

 

以上で問題は終了です。 
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2024 年度  

問題見てから選択型  １期  入学試験問題  
 

数   学 
（（50 点点））  

解解答答番番号号はは((１))～～((26))  
注意事項 

 

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見ないこと。  

 

 ２．試験開始後，英語，数学，国語の中から２科目選択して解答するこ  

  と。解答用紙は，科目ごとに使用すること。試験時間は 60 分である。 

 

３．試験開始後，問題用紙の印刷不鮮明，落丁・乱丁および解答用紙の

汚れなどに気づいた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。  

 

４．中途退席はできない。試験中に体調が悪くなった場合は，手を挙げ

て監督者に知らせること。  

 

５ .  解答は，解答用紙の解答欄にマークすること。  

例えば解答番号は（６）と表示のある問いに対して ウと解答する場合

は次の（例）のように解答番号（６）の解答欄○ウ にマークすること。

（例）  

正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがある。  

 

６．試験終了後，この問題冊子は持ち帰ること。  

B１

一般選抜【問題見てから選択型】　数学
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Ⅰ 空欄  （（1））  ～  （（10））  にあてはまるものを下の選択肢の中から一つずつ選び， 

 その記号を解答欄に記入しなさい。ただし，同じ選択肢を複数回選んでもよい。 

 

 問１ a＝1 6+ である。 6 の整数部分は  （1）  であり， 3 6 の整数部分は  （2）  

である。また，|a－3|+|3a－11|＝ （3）  である。解答番号は(1)(2)(3) 

    

   

   ア 6 4 6−  イ 6 2 6− +    ウ 6 2 6−      エ 2   オ 3  

   カ 6 4 6− +  キ 5   ク 6    ケ 7   コ 8  

 

 

 

 問 2 整式 P＝(x＋1)(x＋3)(x＋4)(x＋6)＋8 がある。 

X＝x2＋ （4）  xとおくと，P=X2＋ （5）  X＋ （6）  と変形できるので 

Pを因数分解すると P＝(x＋ （7）  )(x＋ （8）  )( x2＋ （9）  x＋ （10）  ) 

となる。ただし， （7）  ＜  （8）  とする。 

   解答番号は(4)(5)(6)(7)(8)(9)(10) 

   

   ア 1     イ 2     ウ 5     エ 6      オ 7  

   カ 8     キ 12    ク 18   ケ 72   コ 80 
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Ⅱ 空欄  （（11））  ～  （（18））  にあてはまるものを下の選択肢の中から一つずつ選び， 

 その記号を解答欄に記入しなさい。ただし，同じ選択肢を複数回選んでもよい。 

 

 問 1 下の表は，あるクラスの 20 人の生徒の 10 点満点の数学と英語のテストの得点の度数分

布表である。空欄は 0 人であることを表している。ただし，a，b は正の整数の定数であ

る。    
       

         

 

     

 

この 20 人の数学の得点において，中央値は  （11）  点であり，四分位偏差は  

  （12）  点である。また，a＝ （13）  ，b＝ （14）  である。 

  解答番号は(11)(12)(13)(14) 

 

   ア 0.75     イ 1.5     ウ 2     エ 3   オ 3.5  

   カ 4     キ 4.5    ク 5   ケ 5.5   コ 6 

 

問 2 下の表は，A，B，C，D，E の 5 人の生徒に，10 点満点の数学の小テストを行った得点

をまとめたものである。小テストの得点の平均値は 5 点，分散は 8 である。 

   ただし，a，b は正の整数の定数で，a＜b とする。 

       

 

    

 

   a＋b＝ （15）  ，(a－5)2＋(b－5)2＝ （16）  であるから， 

a＝ （17）  ，b＝ （18）  である。解答番号は(15)(16)(17)(18)     

 

   ア 3     イ 4     ウ 5     エ 6        オ 7  

   カ 8     キ 11    ク 12   ケ 13    コ 14 

 

  

得点(点) 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 合計 

数学    2 5 8 2 2 1   100 

英語     1 2 a 8 b 2  140 

 A B C D E 

数学 a 9 3 1 b 
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Ⅲ 空欄  （（19））  ～  （（26））  にあてはまるものを下の選択肢の中から一つずつ選び， 

 その記号を解答欄に記入しなさい。ただし，同じ選択肢を複数回選んでもよい。 

 

 問１ A，B，C，D，E の 5 文字を横一列に並べる。 

 並べ方は全部で  （19）  通りある。 

 A と B が隣り合うような並べ方は，全部で  （20）  通りある。そのうち，A と B が

隣り合い，かつ，C が A または B と隣り合うような並べ方は全部で  （21）  通りあ

る。解答番号は(19)(20)(21) 

   

   ア 6  イ 12  ウ 18  エ 24  オ 36  

   カ 48  キ 60  ク 72  ケ 120  コ 240  

 

 

問 2 袋の中に赤玉 4 個，青玉 3 個，黄玉 2 個の合計 9 個の玉が入っている。この袋から同時

に 3 個の玉を取り出す。 

 赤玉を 3 個取り出す確率は  （22）  であり，赤玉を 2 個，青玉を 1 個取り出す確率

は  （23）  である。 

取り出した玉の色が 1 種類である確率は  （24）  ，取り出した玉の色が 3 種類であ

る確率は  （25）  ，取り出した玉の色が 2 種類である確率は  （26）  である。 

解答番号は(22)(23)(24)(25)(26) 

   

   ア 
1
84

   イ 
1
21

   ウ 
5

84
   エ 

1
7

   オ 
3

14
  

   カ 
2
7

  キ 
29
84

   ク 
5

14
   ケ 

55
84

   コ 
5
7

   

 

以上で問題は終了です。 
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問
12 
次
の
①
～
④
の
文
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
の
内
容
と
し
て
正
し
い
か
誤
り
か
を
判
断
し
、
正
誤
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ

の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
16
）
。 

① 

わ
れ
わ
れ
は
「
人
新
世
」
と
い
う
地
質
年
代
に
突
入
し
て
い
る
が
、
そ
の
問
題
点
は
環
境
危
機
だ
け
で
は
な
く
資
本
主
義
に
取
り
込
ま
れ
社
会
的
な
創
造
性
や

先
進
性
の
価
値
が
評
価
さ
れ
な
い
点
に
も
あ
る
。 

② 

巨
大
で
精
緻
化
さ
れ
た
資
本
主
義
が
動
か
す
シ
ス
テ
ム
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
商
品
価
値
に
還
元
し
て
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
回
収
し
て
し
ま
う
が
、
現
代
ア
ー
ト

に
は
批
判
性
が
あ
る
の
で
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

③ 

「
コ
モ
ン
」
は
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
資
本
主
義
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
新
た
に
提
起
さ
れ
た
概
念
だ
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
ぼ
ん
や
り
と
し
か
認
識
さ
れ
て

い
な
い
。 

④ 

こ
の
二
〇
年
に
つ
く
ら
れ
話
題
と
な
っ
た
美
術
館
の
多
く
が
現
代
ア
ー
ト
を
展
示
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
既
存
の
美
術
史
に
よ
る
価
値
を
否
定
し
つ
つ
美
術

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
批
判
す
る
と
い
う
矛
盾
し
た
態
度
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

ア 

① 

正 
 

② 

誤 
 

③ 

誤 
 

④ 

正 

イ 

① 

正 
 

② 

誤 
 

③ 

正 
 

④ 

誤 

ウ 

① 

誤 
 

② 

正 
 

③ 

誤 
 

④ 

正 

エ 

① 

誤 
 

② 

誤 
 

③ 

正 
 

④ 

正 

  

以
上
で
解
答
は
終
了
で
す
。 
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問
10 
傍
線
部
ＤＤ
の
説
明
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
14
）
。 

ア 
建
築
行
為
の
前
提
と
な
る
は
ず
の
構
築
す
る
意
思
が
希
薄
化
し
て
お
り
、
ひ
た
す
ら
合
理
化
を
重
ん
じ
、
消
費
社
会
の
進
展
や
資
本
主
義
市
場
の
拡
大
に
よ
り

空
間
を
大
胆
に
構
築
す
る
方
法
も
採
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。 

イ 

建
築
行
為
の
前
提
と
な
る
構
築
す
る
意
思
を
大
切
に
し
、
大
げ
さ
と
批
判
さ
れ
て
も
大
が
か
り
に
社
会
を
捉
え
て
空
間
を
大
胆
に
構
築
す
る
こ
と
は
、
消
費
者

に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
い
う
信
念
の
も
と
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
。 

ウ 

東
日
本
大
震
災
な
ど
日
本
を
危
機
的
な
状
況
に
陥
ら
せ
た
天
災
に
鑑
み
、
大
胆
な
空
間
構
成
を
つ
く
り
な
が
ら
も
そ
れ
を
自
律
的
に
自
己
生
成
す
る
仕
組
み
か

ら
つ
く
り
出
そ
う
と
す
る
革
新
的
な
生
成
方
法
を
用
い
て
い
る
。 

エ 

細
分
化
さ
れ
た
繊
細
さ
や
材
質
の
質
感
な
ど
の
ミ
ク
ロ
的
な
要
素
か
ら
空
間
を
構
築
す
る
手
法
を
取
り
入
れ
、
ミ
ク
ロ
的
・
素
材
的
な
観
点
か
ら
独
創
的
な
デ

ザ
イ
ン
を
創
造
す
る
建
築
を
多
数
登
場
さ
せ
て
い
る
。 

 

問
11 

傍
線
部
ＥＥ
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
15
）
。 

ア 

現
在
の
社
会
に
向
き
合
お
う
と
す
る
建
築
家
た
ち
の
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
は
一
般
の
人
に
も
評
価
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
建
築
家
た
ち
の
独
創
性
や
創
造
性

は
、
高
い
市
場
価
値
を
生
ん
で
い
る
。 

イ 

現
在
の
社
会
に
向
き
合
お
う
と
す
る
建
築
家
た
ち
の
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
は
評
価
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
革
新
的
な
新
規
性
の
み
が
認
め
ら
れ
れ

ば
そ
の
建
築
物
は
成
功
し
た
と
言
え
る
。 

ウ 

市
場
シ
ス
テ
ム
の
支
配
の
な
か
で
建
築
に
込
め
ら
れ
た
誠
実
さ
は
理
解
さ
れ
に
く
く
、
た
だ
デ
ザ
イ
ン
の
新
規
性
ば
か
り
が
認
め
ら
れ
、
そ
こ
に
こ
め
ら
れ
た

独
創
性
や
創
造
性
は
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ
な
い
。 

エ 

市
場
シ
ス
テ
ム
の
支
配
の
な
か
で
は
商
品
価
値
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
な
の
で
、
現
在
の
社
会
状
況
で
あ
る
商
品
化
に
向
き
合
お
う
と
す
る
誠

実
さ
は
建
築
家
と
し
て
大
切
な
資
質
で
あ
る
。 
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問
７ 
傍
線
部
ＣＣ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
11
）
。 

ア 
主
と
し
て
公
共
の
文
化
施
設
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
美
術
館
が
、
二
〇
〇
三
年
に
始
ま
っ
た
指
定
管
理
者
制
度
の
影
響
で
民
間
事
業
者
の
手
に
売
り
渡
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。 

イ 

美
術
館
は
主
と
し
て
公
共
の
文
化
施
設
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
収
益
性
を
高
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
の
来
場
者
に

嫌
わ
れ
、
よ
り
収
益
が
下
が
る
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。 

ウ 

美
術
館
は
主
と
し
て
公
共
の
文
化
施
設
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
場
経
済
に
お
い
て
価
値
の
な
い
作
品
ば
か
り
を
収
蔵
し
て
収
益
性
を
高
め

る
努
力
を
放
棄
す
る
傾
向
に
あ
る
。 

エ 

主
と
し
て
公
共
の
文
化
施
設
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
美
術
館
が
、
美
術
市
場
の
な
か
で
価
値
づ
け
ら
れ
美
術
館
の
建
物
そ
の
も
の
が
市
場
経
済
の
な
か
に
取
り
込

ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

 

問
８ 

空
欄 

 
 

６ 
 

 

に
入
れ
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
12
）
。 

 

ア 

段
階
的 

 
 

イ 

投
機
的 
 

 

ウ 

絶
対
的 

 
 

エ 

階
層
的 

 

問
９ 

空
欄 

 
 

７ 
 

 

に
入
れ
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
13
）
。 

 

ア 

交
換
不
可
能
な
も
の 

 
 

イ 

代
替
可
能
な
も
の 

 
 

ウ 

公
共
の
文
化
施
設 

 
 

エ 

「
コ
モ
ン
」 
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問
５ 
傍
線
部
ＢＢ
で
筆
者
が
取
り
上
げ
て
き
た
コ
モ
ン
の
説
明
に
つ
い
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
９
）
。 

ア 
経
済
的
に
は
計
れ
な
い
共
同
体
的
な
建
築
や
都
市
計
画
が
生
み
出
さ
れ
る
場
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
主
と
し
て
建
築
物
の
具
体
的
な
形
や
、
空
間
を
構
想
す

る
側
の
意
思
に
着
目
し
て
き
た
。 

イ 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興
住
宅
の
「
だ
ん
だ
ん
畑
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ア
ー
ト
の
融
合
に
よ
る
新
し
い
社
会
的
な
組
織
や
仕
組
み

の
誕
生
に
着
目
し
て
き
た
。 

ウ 

資
本
主
義
を
乗
り
越
え
る
よ
う
な
住
宅
地
や
公
園
と
い
っ
た
共
同
体
的
な
場
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
新
し
い
社
会
像
や
組
織
の
仕
組
み
が
形
成
さ
れ

る
よ
う
す
に
着
目
し
て
き
た
。 

エ 

経
済
と
は
全
く
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
る
新
し
い
社
会
的
な
組
織
や
仕
組
み
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
主
と
し
て
共
同
体
の
主
導
に
よ
る
建
築
や
都
市

計
画
に
着
目
し
て
き
た
。 

 

問
６ 

空
欄 

 
 

４ 
 

 

と 
 

 

５ 
 

 

に
入
れ
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

（
10
）
。 

 

ア 

４ 

「
コ
モ
ン
」 

 
 

 

５ 

マ
ル
ク
ス
主
義 

イ 

４ 

マ
ル
ク
ス
主
義 
 

 

５ 

資
本
主
義 

ウ 

４ 

資
本
主
義 
 

 
 

 

５ 

「
コ
モ
ン
」 

エ 

４ 

「
コ
モ
ン
」 

 
 

 

５ 

資
本
主
義 
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問
４ 
傍
線
部
ＡＡ
の
「
議
論
」
を
提
示
す
る
人
々
の
考
え
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
（
８
）
。 

ア 
マ
ル
ク
ス
主
義
は
資
本
主
義
と
は
全
く
関
係
が
な
い
の
で
、
全
て
を
吸
収
し
て
き
た
経
済
シ
ス
テ
ム
が
限
界
に
近
づ
い
た
今
、
も
う
一
度
マ
ル
ク
ス
主
義
に
立

ち
寄
る
よ
り
は
、
迅
速
に
新
し
い
概
念
で
あ
る
コ
モ
ン
の
議
論
を
始
め
た
方
が
よ
い
。 

イ 

マ
ル
ク
ス
主
義
は
資
本
主
義
の
限
界
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
経
済
シ
ス
テ
ム
が
き
ち
ん
と
機
能
し
て
い
る
現
状
で
は
全
く
役
に
立
た
ず
、
む
し
ろ
新

し
い
概
念
で
あ
る
コ
モ
ン
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
だ
。 

ウ 

マ
ル
ク
ス
主
義
は
資
本
主
義
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
、
経
済
シ
ス
テ
ム
が
限
界
に
近
づ
い
た
今
、
も
う
一
度
マ
ル
ク
ス
主
義
を
振
り
返
っ
て
か
ら
、
新

し
い
概
念
で
あ
る
コ
モ
ン
を
議
論
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
。 

エ 

マ
ル
ク
ス
主
義
は
資
本
主
義
で
は
な
い
仕
組
み
を
提
示
し
て
い
る
の
で
、
全
て
を
吸
収
し
て
き
た
経
済
シ
ス
テ
ム
が
限
界
に
近
づ
い
た
今
、
新
し
い
コ
モ
ン
の

概
念
の
議
論
は
せ
ず
、
も
う
一
度
マ
ル
ク
ス
主
義
に
戻
る
べ
き
だ
。 
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問
２ 
傍
線
部
①①
～
③③
の
カ
タ
カ
ナ
に
当
て
は
ま
る
漢
字
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
①① 
テ
イ
シ
ョ
ウ 

 

ア 

意
匠 

 

イ 

支
障 

 

ウ 

訴
訟 

 

エ 

唱
和 

 

解
答
番
号
は
（
４
）
。 

 

②② 

キ
ソ
ン 

 

ア 

軌
跡 

 

イ 

既
成 

 

ウ 

基
因 

 

エ 

回
帰 

 

解
答
番
号
は
（
５
）
。 

 

③③ 

セ
ン
エ
イ 

 

ア 

鋭
気 

 

イ 

栄
華 

 

ウ 

運
営 

 

エ 

遊
泳 

 

解
答
番
号
は
（
６
）
。 

 

 

問
３ 

空
欄 

 
 

１ 
 

 

～ 
 

 
３ 

 
 

に
入
れ
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

（
７
）
。 

 

ア 

１ 

そ
し
て 

 
 

 

２ 

し
た
が
っ
て 

 

３ 

と
こ
ろ
で 

イ 

１ 

つ
ま
り 

 
 

 

２ 

し
か
し 

 
 

 

３ 

で
は 

ウ 

１ 

よ
う
す
る
に 

 

２ 

だ
が 

 
 

 
 

３ 

な
ぜ
な
ら 

エ 

１ 

だ
か
ら 

 
 

 

２ 

そ
こ
で 
 

 
 

３ 

す
る
と 
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問
１ 
傍
線
部
ⓐⓐ
～
ⓒⓒ
の
読
み
と
同
じ
読
み
の
漢
字
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

ⓐⓐ 
隆 

 

解
答
番
号
は
（
１
）
。 

ア 

微
粒
子
が
と
ぶ 

イ 

洪
水
に
な
や
む 

ウ 

成
人
す
る 

エ 

供
給
す
る 

ⓑⓑ 

昧 
 

解
答
番
号
は
（
２
）
。 

ア 

味
方
に
な
る 

イ 

末
代
ま
で
つ
た
え
る 

ウ 

埋
没
す
る 

エ 

抹
消
す
る 

ⓒⓒ 

薫 
 

解
答
番
号
は
（
３
）
。 

ア 

訓
読
み 

イ 

香
料
が
は
い
る 

ウ 

従
者
が
つ
く 

エ 

芳
名
録 
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新
的
な
デ
ザ
イ
ン
も
、
そ
の
新
規
性
だ
け
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
独
創
性
や
創
造
性
が
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ
な
い
と
い
う
事
態
が
生
ま
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。 

（
中
川
理
『
閉
ざ
さ
れ
る
建
築
、
開
か
れ
る
空
間 

社
会
と
建
築
の
変
容
』
鹿
島
出
版
会
。
）  

 

（
注
） 

１
包
摂…

あ
る
概
念
を
よ
り
一
般
的
な
概
念
に
取
り
入
れ
る
こ
と
。
特
殊
な
も
の
が
一
般
的
な
概
念
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
。 

２
指
定
管
理
者
制
度…

役
所
が
そ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
公
の
施
設
の
管
理
を
、
一
般
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。 

３SA
N

A
A
…

妹
島
和
世
と
西
沢
立
衛
に
よ
る
建
築
家
集
団
。 
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期
待
さ
れ
る
も
の
は
大
き
い
し
、
建
築
の
作
品
化
と
い
う
方
法
以
外
に
も
、
そ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
企
て
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

さ
て
、
肥
大
化
し
た
資
本
主
義
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
試
み
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
も
う
一
つ
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
ＤＤ

個
人
の
表
現

行
為
と
し
て
建
築
デ
ザ
イ
ン
を
捉
え
ず
に
、
建
築
の
周
囲
の
身
近
な
細
部
か
ら
形
を
組
み
立
て
よ
う
と
す
る
建
築
家
た
ち
の
動
き
だ
。
そ
れ
を
、
「
非
作
家
性
」
と
し
て

飯
島
洋
一
が
批
判
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
（
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
三
日
付
、
九
一
頁
）
、
そ
こ
で
の
批
判
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
建
築
行
為
の
前
提
と
な
る

は
ず
の
構
築
す
る
意
思
が
希
薄
化
し
て
い
る
と
い
う
事
態
だ
っ
た
。
確
か
に
、
近
代
主
義
に
お
い
て
建
築
は
世
界
を
よ
り
よ
く
合
理
化
す
る
た
め
に
構
築
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
消
費
社
会
の
進
展
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
飲
み
込
ん
で
い
く
資
本
主
義
市
場
の
拡
大
に
よ
り
、
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

は
、
ひ
た
す
ら
細
分
化
さ
れ
形
式
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
大
が
か
り
に
社
会
を
捉
え
て
空
間
を
大
胆
に
構
築
す
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
大

げ
さ
で
、
消
費
者
か
ら
見
れ
ば
意
味
の
な
い
こ
と
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。 

 

隈
研
吾
の
『
負
け
る
建
築
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
と
い
う
提
起
は
、
ま
さ
に
そ
の
状
況
を
捉
え
た
も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
後

の
伊
東
豊
雄
の
「
み
ん
な
の
家
」
（
第
三
章
・
二
〇
一
三
年
）
も
、
建
築
は
も
は
や
作
品
と
し
て
構
築
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
構
想
さ
れ
た
も
の
だ
と
理

解
で
き
る
。
そ
し
て
、
隈
研
吾
は
実
際
に
、
そ
の
表
現
に
お
い
て
、
大
が
か
り
な
構
造
や
構
成
で
は
な
く
、
細
分
化
さ
れ
た
繊
細
さ
や
材
質
の
質
感
な
ど
の
ミ
ク
ロ
的
な

要
素
か
ら
空
間
を
構
築
す
る
と
い
う
方
法
を
獲
得
し
て
い
く
。
ま
た
、
伊
東
豊
雄
に
お
い
て
は
、
大
胆
な
空
間
構
成
を
つ
く
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
、
自
律
的
に
自
己
生

成
す
る
仕
組
み
か
ら
つ
く
り
出
そ
う
と
す
る
こ
と
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。SA

N
A

A

（
注
３
）

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
伊
東
の
ⓒⓒ

薫
陶
を
受
け
る
、
あ
る
い
は
隈
の

影
響
を
受
け
る
新
し
い
世
代
の
建
築
家
に
は
、
革
新
的
な
生
成
過
程
に
よ
り
、
あ
る
い
は
ミ
ク
ロ
的
・
素
材
的
な
と
こ
ろ
か
ら
、
独
創
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
創
造
す
る
建
築

家
が
数
多
く
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

 

ＥＥ

そ
う
し
た
建
築
家
の
取
り
組
み
は
、
確
か
に
際
限
な
く
肥
大
化
す
る
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
、
そ
れ
で
も
建
築
を
構
築
す
る
意
義
を
示
す
た
め
の
方
法
を
見み

出い
だ

そ
う
と
し
て
い
る
行
為
だ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
結
果
と
し
て
表
れ
る
独
創
的
な
建
築
に
は
、
い
ま
の
時
代
を
正
直
に
反
映
し
た

高
い
質
感
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
現
在
の
社
会
状
況
に
向
き
合
お
う
と
す
る
「
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
」
＝
誠
実
さ
が
読
み
取
れ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
問
題
は
、
そ
の
「
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
」
が
理
解
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
の
だ
。
市
場
シ
ス
テ
ム
の
支
配
の
な
か
に
置
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
革
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つ
い
に
臨
界
点
を
迎
え
た
よ
う
す
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
二
〇
年
で
つ
く
ら
れ
話
題
と
な
っ
た
美
術
館
の
多
く
が
、
こ
の
現
代
ア
ー
ト
を
そ
の
展
示
作
品
の
中
心
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
本
来
的
に
美
術
館

と
は
、
作
品
の
価
値
を
定
め
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
展
示
す
る
も
の
だ
。
現
代
ア
ー
ト
は
、
そ
れ
を
一
つ
の
近
代
的
制
度
と
し
て
捉
え
て
批
判
す
る
と
こ
ろ
か
ら
作
品
を
生

み
出
し
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
現
代
ア
ー
ト
を
扱
う
美
術
館
は
、
そ
の
価
値
づ
け
が
難
し
い
、
と
い
う
か
評
価
す
る
こ
と
が
な
じ
ま
な
い
「
作
品
」
を
、
そ

れ
で
も
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
市
場
的
価
値
か
ら
展
示
す
る
と
い
う
、
か
な
り
矛
盾
し
た
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
「
作
品
」
の
市
場
的
価
値
と
言
っ
て
も
、

そ
れ
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
お
け
る
商
品
と
は
異
な
り
、
常
に
相
対
的
、 

 
 

６ 
 

 

に
揺
れ
動
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
美
術
館
自
身
が
商
業
施
設
の
よ
う
に
利

潤
を
最
大
化
す
る
と
い
う
合
目
的
な
目
標
を
持
つ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
こ
に
お
け
る
建
築
と
は
、
そ
う
し
た
矛
盾
を
か
か
え
こ
ん
だ
な
か
で
何
ら
か
の
独

創
的
な
ア
イ
デ
ア
を
建
築
に
与
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
矛
盾
を
乗
り
越
え
る
の
で
は
な
く
、
矛
盾
か
ら
離
れ
て
独
立
す
る
よ
う
な
存
在
と
し
て
美
術

館
建
築
を
考
え
よ
う
と
し
た
。 

 

こ
の
連
載
の
な
か
で
磯
崎
新
の
活
動
は
何
度
か
取
り
上
げ
て
い
る
が
（
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
受
賞
を
紹
介
し
た
二
〇
一
九
年
三
月
二
八
日
付
、
一
二
〇
頁
な
ど
）
、
彼
は
奈

義
町
現
代
美
術
館
（
一
九
九
四
年
）
を
設
計
す
る
際
に
新
し
い
美
術
館
の
あ
り
方
を
提
起
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
商
品
化
さ
れ
た
「
作
品
」
を
展
示
す
る
そ
れ
ま
で
の
美

術
館
に
代
わ
り
美
術
館
自
身
が
「
作
品
」
と
な
る
こ
と
を
提
起
し
、
作
品
と
建
築
が
一
体
化
さ
れ
た
美
術
館
を
構
想
し
た
。
こ
の
美
術
館
建
築
の
捉
え
方
は
、
ま
さ
に
美

術
市
場
に
「
作
品
」
が
飲
み
込
ま
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
で
も
美
術
館
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
建
築
自
身
が
、
そ
し
て
そ
こ
に
埋
め
込
ま
れ
た
「
作
品
」
が
、
市
場
か
ら

独
立
し
た 

 
 

７ 
 

 

と
し
て
存
在
す
る
姿
を
示
す
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
美
術
や
建
築
が
本
来
的
に
持
っ
て
い
る
創
造
行
為
と
、

資
本
主
義
の
拡
大
に
よ
る
市
場
の
支
配
と
い
う
間
の
矛
盾
が
臨
界
的
に
ま
で
達
し
た
状
態
に
お
い
て
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
方
法
が
提
起
さ
れ
た
も
の
だ
と
理
解

で
き
る
。 

 

実
際
に
、
こ
の
二
〇
年
間
に
お
い
て
注
目
さ
れ
た
美
術
館
建
築
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
特
定
の
作
品
を
建
築
に
内
包
す
る
と
い
う
形
式
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
そ
れ
ら
は
い
ま
の
と
こ
ろ
特
異
な
方
法
と
し
て
あ
る
も
の
で
、
美
術
館
や
現
代
ア
ー
ト
が
背
負
っ
た
矛
盾
を
根
本
的
に
解
消
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
た

だ
、
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
資
本
主
義
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
矛
盾
が
セ
ン
③③

エ
イ
化
し
て
現
れ
る
場
と
し
て
、
美
術
館
建
築
に
仕
掛
け
ら
れ
る
建
築
家
の
構
想
に
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解
す
る
こ
と
は
提
起
さ
れ
て
き
た
し
、
実
際
に
、
住
宅
地
や
公
園
で
は
コ
モ
ン
と
名
付
け
ら
れ
た
場
所
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
場
所
や
空
間
が
、
は
た
し
て
資
本

主
義
を
乗
り
越
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
そ
こ
に
つ
く
り
出
し
て
い
る
か
の
判
断
は
難
し
い
。
ＢＢ

こ
の
連
載
の
な
か
で
も
、
た
と
え
ば
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興
住
宅
で

の
南
芦
屋
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＆
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
二
〇
〇
四
年
三
月
二
九
日
付
、
一
三
〇
頁

ペ
ー
ジ

）
な
ど
、
そ
の
仕
掛
け
に
な
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
よ
う
な
事
例

も
取
り
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
連
載
で
も
っ
ぱ
ら
注
目
し
て
き
た
の
は
、
具
体
的
な
形
や
空
間
を
構
想
す
る
側
の
意
思
で
あ
る
。
何
ら
か
の
新
し
い
社
会
像
に
よ

る
組
織
や
仕
組
み
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
す
で
は
な
く
、
そ
れ
を
導
く
可
能
性
の
あ
る
造
形
の
つ
く
ら
れ
方
に
着
目
し
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
南
芦
屋
浜
の
例
で
も
着

目
し
た
の
は
、
そ
こ
に
つ
く
ら
れ
た
「
だ
ん
だ
ん
畑
」
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

４ 
 

 

は
、
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た 

 
 

５ 
 

 

と
は
全
く
別
の
形
式
や
認
識
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
建
築
す
る
と
い
う
行
為
か
ら
考
え
る
と
、

そ
の
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
は
み
出
し
て
し
ま
っ
た
部
分
、
あ
る
い
は
は
み
出
そ
う
と
す
る
行
為
に
こ
そ
、
ま
ず
は
注
目
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
実
際
に
そ
う
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
事
象
が
、
こ
の
二
〇
年
に
数
多
く
現
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
は
、
具
体
的
に
言
う
と
、
着
目
し
た
二
つ
の
こ
と
に
多
く
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
美
術
館
で
あ
る
。
こ
の
連
載
の
な
か
で
は
、
美
術
館
に
つ
い
て
扱
っ
た
も
の
は
確

か
に
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
建
築
の
専
門
誌
で
も
、
美
術
館
建
築
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
多
く
、
そ
れ
は
建
築
設
計
に
お
け
る
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ＣＣ

美
術
館
が
建
築
の
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
は
、
そ
こ
に
一
つ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
も
の
が
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
美
術
館
は
、
主
に

は
公
共
の
文
化
施
設
と
し
て
つ
く
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
作
品
」
が
美
術
市
場
の
な
か
で
価
値
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
進
む
こ
と
で
、
市
場
経
済
の
な
か
に
放
り
込
ま
れ
て

し
ま
う
事
態
が
起
こ
っ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
二
〇
〇
三
年
に
指
定
管
理
者
制
度
（
注
２
）

が
始
ま
る
と
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
来
場
者
の
増
加
を
目
指
す
、
つ
ま
り
は
収
益

性
を
高
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
進
ん
で
い
っ
た
。 

 

さ
ら
に
、
現
代
ア
ー
ト
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
も
言
え
る
状
況
も
生
じ
て
き
た
。
そ
も
そ
も
、
現
代
ア
ー
ト
と
は
②②

キ
ソ
ン
の
美
術
史
に
よ
る
価
値
や
、
そ
れ
に
よ
る
美
術

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
批
判
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
の
は
ず
だ
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
美
術
館
に
よ
る
評
価
に
は
な
じ
ま
な
い
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
評
価
が
難
し
い
作
品
が
、
い
ま
や
投
資
、
あ
る
い
は
投
機
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
対
象
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
、

肥
大
化
し
際
限
な
く
拡
張
し
た
資
本
主
義
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
そ
う
し
た
も
の
さ
え
「
包
摂
」
し
て
い
く
状
況
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
の
だ
。
そ
こ
に
は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
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Ⅰ 
次
の
文
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

わ
れ
わ
れ
は
、
地
球
の
生
態
系
や
気
候
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
地
質
年
代
に
突
入
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
「
人
新
世
」
と
し
て
テ
イ
①①

シ
ョ
ウ
さ
れ
た
の
が
、

ま
さ
に
こ
の
連
載
の
ス
タ
ー
ト
と
同
じ
二
〇
〇
〇
年
だ
。
た
だ
、
日
本
で
こ
の
言
葉
が
一
気
に
広
ま
っ
た
の
は
、
斎
藤
幸
平
の
『
人
新
世
の
「
資
本
論
」
』
（
集
英
社
、

二
〇
二
〇
年
）
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
環
境
危
機
が
人
類
の
経
済
活
動
、
つ
ま
り
近
代
の
資
本
主
義
の
際
限
な
き
利
潤
追
求
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。 

 
 

１ 
 

 

、
資
本
主
義
の
体
制
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
あ
ま
り
に
も
肥
大
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、
地
球
の
危
機
を
生
ん
で
い
る
と
い

う
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
の
危
機
と
は
、
気
候
変
動
な
ど
の
環
境
危
機
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
す
ぐ
に
わ
か
る
。
巨
大
で
精
緻
化
さ
れ
た
資
本
主
義
が
動
か

す
シ
ス
テ
ム
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
商
品
価
値
に
還
元
し
て
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
回
収
し
て
し
ま
う
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
の
興
ⓐⓐ

隆
と
定
式
化
も
そ
の
わ
か
り
や

す
い
例
だ
。
そ
し
て
、
建
築
そ
の
も
の
や
そ
の
デ
ザ
イ
ン
も
商
品
と
し
て
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
建
築
家
の
作
品
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
だ
け
が
切

り
離
さ
れ
ず
、
そ
れ
が
建
築
の
全
体
性
と
一
体
と
な
り
意
味
を
持
つ
と
い
う
も
の
も
つ
く
ら
れ
て
き
た
。 

 
 

２ 
 

 

、
問
題
は
そ
う
し
た
作
品
が
持
つ
社
会
的
な
創

造
性
や
先
進
性
の
価
値
が
理
解
・
評
価
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
の
だ
。 

 
 

 

３ 
 

 

建
築
本
来
の
価
値
と
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
回
復
で
き
る
の
か
。
『
人
新
世
の
「
資
本
論
」
』
で
は
、
資
本
主
義
の
本
質
で
あ
る
経
済
成
長
か
ら
脱
却

す
る
た
め
に
は
、
人
々
に
よ
り
共
有
・
管
理
さ
れ
る
こ
と
で
市
場
価
値
と
は
異
な
る
仕
組
み
で
富
を
築
く
「
コ
モ
ン
」
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
説
い
て
い
る
。
コ

モ
ン
の
概
念
は
、
す
で
に
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
ら
の
『
帝
国
』
（
以
文
社
、
二
〇
〇
三
年
）
で
も
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ＡＡ

そ
の
議
論
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
改
め

て
評
価
し
た
上
で
提
示
さ
れ
る
も
の
だ
。
確
か
に
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
「
包
摂
（
注
１
）

」
し
て
し
ま
う
経
済
シ
ス
テ
ム
が
臨
界
点
を
迎
え
た
よ
う
に
見
え
る
現
状
に
お
い

て
、
資
本
主
義
の
限
界
を
指
摘
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
に
立
ち
返
る
こ
と
は
説
得
力
が
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
資
本
主
義
で
は
な
い
仕
組
み
を
必
ず
し
も
提

示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
コ
モ
ン
」
と
い
う
概
念
が
新
た
に
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
理
解
で
き
る
の
だ
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
曖
ⓑⓑ

昧

に
し
か
把
握
で
き
な
い
社
会
像
で
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
建
築
や
都
市
計
画
の
分
野
で
は
か
な
り
以
前
か
ら
、
経
済
的
に
は
計
れ
な
い
が
集
団
的
・
共
同
体
的
に
生
み
出
さ
れ
る
場
を
や
は
り
「
コ
モ
ン
」
と
し
て
理
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二
〇
二
四
年
度 

問
題
見
て
か
ら
選
択
型 

⼀
期 

入
学
試
験
問
題 

 

国 
 

 
 

 

語 

（
五
〇
点
） 

  

解解
答答
番番
号号
はは
（（
１１
））
～～
（
16
）  

注
意
事
項 

 

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
な
い
こ
と
。 

 

二
、
試
験
開
始
後
、
英
語
、
数
学
、
国
語
の
中
か
ら
２
科
目
選
択
し
て
解
答
す
る
こ
と
。
解
答
用
紙
は
、
科
目
ご

と
に
使
用
す
る
こ
と
。
試
験
時
間
は
60
分
で
あ
る
。 

 

三
、
試
験
開
始
後
、
問
題
用
紙
の
印
刷
不
鮮
明
、
落
丁
・
乱
丁
お
よ
び
解
答
用
紙
の
汚
れ
な
ど
に
気
づ
い
た
場
合

は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
。 

 

四
、
中
途
退
席
は
で
き
な
い
。
試
験
中
に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
。 

 

五
、
解
答
は
、
解
答
用
紙
の
解
答
欄
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と
。 

例
え
ば
解
答
番
号
は
（
６
）
と
表
示
の
あ
る
問
い
に
対
し
て
ウ

と
解
答
す
る
場
合
は
下
の
（
例
）
の
よ
う
に

解
答
番
号
（
６
）
の
解
答
欄
○ウ
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と
。 

正
し
く
記
入
・
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
採
点
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

 

六
、
試
験
終
了
後
、
こ
の
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
る
こ
と
。 

（例） 

 B1

一般選抜【問題見てから選択型】　国語
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二
〇
二
四
年
度 

問
題
見
て
か
ら
選
択
型 

⼀
期 

入
学
試
験
問
題 

 

国 
 

 
 

 

語 

（
五
〇
点
） 

  

解解
答答
番番
号号
はは
（（
１１
））
～～
（
16
）  

注
意
事
項 

 

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
な
い
こ
と
。 

 

二
、
試
験
開
始
後
、
英
語
、
数
学
、
国
語
の
中
か
ら
２
科
目
選
択
し
て
解
答
す
る
こ
と
。
解
答
用
紙
は
、
科
目
ご

と
に
使
用
す
る
こ
と
。
試
験
時
間
は
60
分
で
あ
る
。 

 

三
、
試
験
開
始
後
、
問
題
用
紙
の
印
刷
不
鮮
明
、
落
丁
・
乱
丁
お
よ
び
解
答
用
紙
の
汚
れ
な
ど
に
気
づ
い
た
場
合

は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
。 

 

四
、
中
途
退
席
は
で
き
な
い
。
試
験
中
に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
。 

 

五
、
解
答
は
、
解
答
用
紙
の
解
答
欄
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と
。 

例
え
ば
解
答
番
号
は
（
６
）
と
表
示
の
あ
る
問
い
に
対
し
て
ウ

と
解
答
す
る
場
合
は
下
の
（
例
）
の
よ
う
に

解
答
番
号
（
６
）
の
解
答
欄
○ウ
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と
。 

正
し
く
記
入
・
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
採
点
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

 

六
、
試
験
終
了
後
、
こ
の
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
る
こ
と
。 

（例） 

 B1

外国人留学生選抜【一般】
問題

日　本　語：　（時間50分、�配点100点）

外
国
人
留
学
生
選
抜

【
一
般
】
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2024 年度   外国人留学生選抜   

一般 1 期  入学試験問題  
 

日 本 語 
（（50 分分・・100 点点））  

解解答答番番号号はは((１))～～((37))  
注意事項 

 

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見ないこと。  

 

２．試験開始後，問題用紙の印刷不鮮明，落丁・乱丁および解答用紙の

汚れなどに気づいた場合は，手を挙げて監督者に知らせること。  

 

３．中途退席はできない。試験中に体調が悪くなった場合は，手を挙げ

て監督者に知らせること。  

 

４ .  解答は，解答用紙の解答欄にマークすること。  

例えば解答番号は（６）と表示のある問いに対して ウと解答する場合

は次の（例）のように解答番号（６）の解答欄○ウ にマークすること。

（例）  

正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがある。  

 

５．試験終了後，この問題冊子は持ち帰ること。  

 

Ａ１

外国人留学生選抜【一般】　日本語
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Ⅰ 次の文章を読んで、後の問に答えなさい。 

 

本を読むことは自分の生き方と   (1)   考えることはできません。人がどのよう

に本を読んでいるかを見れば、その人がどんな生き方をしているかがわかるといってもい

いくらいです。 

ここで「   (2)   」本を読んでいるかではなく「どのように」本を読んでいるかを

見ればその人の生き方がわかると書いたのは、何を読んでいるかは人の生き方とはあまり

関係ない   (3)   です。 

なぜなら、本当に本を読むのが好きな人であれば、   (2)   本でも読みますし、乱

読する   (3)   です。その中には「いい本」もあればそうでない本もあるかもしれま

せんが、そのようなことがわかるためには、誰かに（a）薦められてではなく、自分で選んで

本を読むという経験を(b）重ねていかなければなりません。 

本を読んでいるうちに、   (2)   本が面白いとか、読むに（c）値するとか、あるい

は、反対につまらないとか、時間を   (4)   読むに値しないというようなことが少し

ずつわかってきます。「どのように」本を読めばこのようなことがわかるようになったか

という話を聞けば、その人がどんな生き方をしてきたかがわかります。 

   (5)   自分で本を読んで   (2)   本を読めばいいかということを知ろうと

するのではなく、いつも人から本を薦められて   (6)   の人がいれば、その人の生き

方もまた（d）そのようである、つまり人に依存して生きているということができます。 

   (7)   、本に書いてあることが正しいとは限らないなどというのは当たり前の

ことだと思いますが、日常生活で自分では少しも考えないで、いつも誰かの考えに従おう

とする人は、本を読む時も自分では考えないで、筆者の考えを（e）鵜呑
う の

みにするでしょう。 

もちろん、説得力のある本であれば、常は自分で考える人であっても、著者の考え方に

同意するということは当然ありえますが、だから   (8)   、余計に自分で考えるよう

（f）ツトめなければならないのです。 

「道聴塗説
どうちょうとせつ

」という言葉があります。人から聞いたことを自分では理解しないで、その

まま他の人に伝えるということです。ある人の考えを聞き、なるほどその通りだと深く納

得しても、他の人から違うことを聞けば、今度はそれを鵜呑みにして人に伝えるのです。 

本を読む時も、著者の考えをそのまま   (9)   批判に受け入れ、その内容について

自分では考えないで他の人に伝えるのでは本を読む意味は   (10)   。 

大切なことは、読書を   (11)   、自分のそれまで持っていた考えや生き方を振り

返って（注）吟味し、さらには、   (12)   ことです。 
 

（注）吟味：物事について念入りに調べ、確かめること。 

 

（岸見一郎(2019)『本をどう読むか 幸せになる読書術』ポプラ社。本文の表記と内容を一
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部改めた箇所がある。） 

 

 

問 1 空欄   (1)    に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選びな

さい。解解答答番番号号はは((11))  

  ア 合して  イ 伴して  ウ 特して   エ 離して 

 

 問 2 空欄   (2)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選びな

さい。ただし、空欄   (2)   は 4 か所あり、すべて同じものが入ります。解解答答番番

号号はは((22)) 

  ア どれも  イ どこで  ウ どんな   エ どうして 

 

 問 3 空欄   (3)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選びな

さい。ただし、空欄   (3)   は 2 か所あり、すべて同じものが入ります。解解答答番番

号号はは((33)) 

  ア から  イ くらい  ウ ほう   エ ふう 

 

 問 4 下線部（a）「薦められて」の読み方として最も適当なものを、次のア～エの中から 

  １つ選びなさい。解解答答番番号号はは((44)) 

   ア もとめられて  イ ながめられて  ウ すすめられて   エ みとめられて 

 

 問 5 下線部（b）「重ねて」の読み方として最も適当なものを、次のア～エの中から１つ 

    選びなさい。解解答答番番号号はは((55)) 

   ア かさねて  イ おもねて  ウ じゅうねて   エ ちょうねて 

 

 問 6 下線部（c）「値」の読み方として最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び

なさい。解解答答番番号号はは((66)) 

  ア とう  イ かち  ウ かい   エ あたい 
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 問 7 空欄   (4)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選びな

さい。解解答答番番号号はは((77)) 

  ア かけて  イ つめて  ウ とめて   エ おって 

 

 問 8 空欄   (5)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選びな

さい。解解答答番番号号はは((88)) 

  ア きっと  イ もしも  ウ ようやく   エ とうとう 

 

 問 9 空欄   (6)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選びな

さい。解解答答番番号号はは((99)) 

  ア ばかり  イ では  ウ ため   エ さえ 

 

問 10 下線部（d）「そのようである」の内容として最も適当なものを、次のア～エの中か

ら１つ選びなさい。解解答答番番号号はは((1100))  

  ア 面白い本を知っている  イ よい本を読んでいる 

  ウ 人に依存している   エ 人に本を薦めている 

 

 問 11 空欄   (7)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び

なさい。解解答答番番号号はは((1111)) 

  ア やがて  イ 例えば  ウ まるで   エ それでは 

 

 問 12 下線部（e）「鵜呑みにする」の意味として最も適当なものを、次のア～エの中から 

  １つ選びなさい。解解答答番番号号はは((1122)) 

   ア 反対の事を考える  イ そのまま受け入れる 

  ウ 一生懸命考える   エ 疑って信じない 

 

 問 13 空欄   (8)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び  

      なさい。解解答答番番号号はは((1133)) 

  ア すら  イ のみ  ウ こそ   エ ので 
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 問 14 下線部（f）「ツトめ」を漢字に直した場合に最も適当なものを、次のア～エの中か 

  ら１つ選びなさい。解解答答番番号号はは((1144)) 

   ア 頑め  イ 勤め  ウ 強め   エ 努め 

 

 問 15 空欄   (9)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び

なさい。解解答答番番号号はは((1155)) 

  ア 無  イ 不  ウ 未   エ 反 

 

 問 16 空欄   (10)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び

なさい。解解答答番番号号はは((1166)) 

  ア ありません     イ あります   

ウ あるでしょう   エ あるかもしれません 

 

 問 17 空欄   (11)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び

なさい。解解答答番番号号はは((1177)) 

  ア 関して  イ 応じて  ウ 通じて   エ ついて 

 

 問 18 次のア～エを空欄   (12)    に入れるように並び替えた場合、2 番目に来るも

のを１つ選びなさい。解解答答番番号号はは((1188)) 

  ア 自分の    イ いう      ウ 見直すと    エ 生き方を 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



－ 121 －

2024A1JP05 

5 
 

Ⅱ 次の文章を読んで、後の問に答えなさい。 

 

21 世紀に入り 20 年がたった今でも、世界は（注１）理不尽
り ふ じ ん

な悲惨さに(a）満ちている。（中

略） 

中東のイエメンでは 2015 年からの内戦により、緊急支援物資を搬入
はんにゅう

する国際港   

(1) (1)   機能しなくなり、2022 年 11 月には約 1700 万人分の食糧が不足し、約 6 万人

が緊急支援を必要とする状態にある。2021 年、アフリカ大陸の東岸に位置するマダガスカ

ルでも（注２）干ばつによって飢饉
き き ん

が起こった。 

また、一国としては経済成長を（b）軌道
き ど う

に乗せた感のあるバングラデシュでも、女性の

地位向上については課題が山積していて、日常生活に   (2)   女性の行動が様々な

制約を受けたり、結婚の際の婚資が少ないという理由で親族から暴力を被る事件が（c）た

びたび起こっている。 

このような「理不尽な悲惨さ」を幾分かでも改善するために、物質的改善や社会制度の

変更を（d）試みることが、筆者に   (3)   の開発である。昨今、自然災害等で誰もが

「理不尽な悲惨さ」に直面する当事者になりうる。その際に、手を差し伸べる人と当事者

の関係を、広い意味での開発と（e）捉える。 

開発のための支援は往々にして外部からの介入となるため、（f）その実施に当たっては、

十分な慎重さが求められる。当事者（＝受益者）が求めているのは何なのか。受益者は、

自分が求めているものを十分理解しているのか。そもそも受益者   (4)   か。そして

もちろん、受益者が求めているものをどのようにしたら提供できるのか。また、人々の生

活水準を上げるにはどうしたらよいのか。雇用、職業訓練、緊急支援、技術革新、技術移

転、品種改良、農産品の商業化、産業政策、投資誘致、輸出促進はどのようにすれば人々

の生活   (5)   豊かにするのか。 

これらの開発に関わる問いに応えようとする学問が国際開発論であり、その中で経済的

な   (6)   に着目するのが開発経済学である。 

今も世界は悲惨さに満ちているが、世界の人々の生活水準は平均的に見れば（注３）長足の

進歩を   (7)   ことも、筆者は自分の目で見て感じている。 

筆者が高校生、大学生だった 1970～80 年代に、エチオピアやバングラデシュで、 

   (8)   通りの飢饉が起こった。干ばつや（注 4）サイクロンがその   (9)   だった

が、それらの国々の政府は当時、天災に対処する   (10)   の（g）ソナえや力を有して

いなかった。被災地は孤立し、交通は（注５）寸断され、救援の手は   (11 )   届かなか

った。 

1990 年代、大人になった筆者は、自ら開発途上国に足を   (12)   ことができるよ

うになった。そこで目にしたのは、せいぜい自分が歩き回れる範囲の事象でしかない。そ

れでも、これが貧困だ、と思える場面にしばしば遭遇した。 
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（注１） 理不尽：道理に合わないこと。 

（注２） 干ばつ：長く雨が降らないこと。日照り。 

（注３） 長足の進歩：大きな進歩。 

（注４） サイクロン：インド洋方面に発生する強い熱帯低気圧。 

（注５） 寸断：ずたずたに断ち切ること。 

 

（山形辰史(2023)『入門 開発経済学』中央公論新社。本文の表記と内容を一部改めた箇所
がある。） 

 

問 1 下線部（a）「満ちて」の読み方として最も適当なものを、次のア～エの中から１ 

つ選びなさい。解解答答番番号号はは((1199)) 

  ア みちて    イ まちて    ウ まんちて    エ ばんちて 

 

問 2 空欄   (1)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選びな

さい。解解答答番番号号はは((2200)) 

  ア よう     イ での      ウ さえ      エ かも 

 

問 3 下線部（b）「軌道に乗せた」の、この部分での意味として最も適当なものを、次の

ア～エの中から１つ選びなさい。解解答答番番号号はは((2211)) 

  ア 前のやり方では進まなくした    イ 違う方向に向かわせた 

 ウ 全く予測不能になった       エ 順調に進ませた 

 
 問 4 空欄   (2)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選びな

さい。解解答答番番号号はは((2222)) 

  ア あてる  イ おける  ウ かいた   エ めぐる 

 

 問 5 下線部（c）「たびたび」の意味として最も適当なものを、次のア～エの中から１ 

つ選びなさい。解解答答番番号号はは((2233)) 

  ア なんども    イ いくど ウ まれに     エ ときに 
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 問 6 下線部（d）「試みる」の読み方として最も適当なものを、次のア～エの中から１ 

つ選びなさい。解解答答番番号号はは((2244)) 

  ア こころみる  イ ためしみる  ウ あえてみる エ からめみる 

 

 問 7 空欄   (3)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選びな

さい。解解答答番番号号はは((2255)) 

  ア きって    イ もって  ウ とって   エ のって 

 

 問 8 下線部（e）「捉える」の読み方として最も適当なものを、次のア～エの中から１ 

つ選びなさい。解解答答番番号号はは((2266)) 

  ア さかえる   イ たずさえる  ウ したがえる     エ とらえる 

 

 問 9 下線部（f）「その実施」の内容として最も適当なものを、次のア～エの中から１ 

つ選びなさい。解解答答番番号号はは((2277)) 

ア 開発のための支援の実施      イ 悲惨さの直面の実施 

ウ 当事者の関係づくりの実施     エ 受益者の介入の実施 

 

 問 10 次のア～エを空欄   (4)   に入れるように並び替えた場合、2 番目に来るも

のを１つ選びなさい。解解答答番番号号はは((2288)) 

  ア 対象と     イ 誰を     ウ として       エ すべき 

 

 問 11 空欄   (5)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び

なさい。解解答答番番号号はは((2299)) 

  ア が  イ を  ウ に       エ の 

 

 問 12 空欄   (6)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び

なさい。解解答答番番号号はは((3300)) 

  ア ストレス  イ スムーズ  ウ カウンター  エ メカニズム 
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 問 13 空欄   (7)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び

なさい。解解答答番番号号はは((3311)) 

  ア 遂げた  イ 上げた  ウ 向けた   エ 抜けた 

 

 問 14 空欄   (8)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び

なさい。解解答答番番号号はは((3322)) 

  ア 現在  イ 文字  ウ 可能   エ 普通 

 

 問 15 空欄   (9)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び

なさい。解解答答番番号号はは((3333)) 

  ア きっかけ  イ つぐない  ウ 手はず   エ しつけ 

 

 問 16 空欄   (10)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び

なさい。解解答答番番号号はは((3344))  

  ア たり  イ わり  ウ だけ   エ わけ 

 

 問 17 下線部（g）「ソナえ」を漢字に直した場合に最も適当なものを、次のア～エの中 

  から１つ選びなさい。解解答答番番号号はは((3355)) 

  ア 基え     イ 準え      ウ 用え      エ 備え 

 

 問 18 空欄   (11)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び

なさい。解解答答番番号号はは((3366)) 

  ア なかなか  イ くれぐれ  ウ さぞ   エ さも 

 

 問 19 空欄   (12)   に入れるのに最も適当なものを、次のア～エの中から１つ選び

なさい。解解答答番番号号はは((3377)) 

  ア 行く  イ 運ぶ  ウ 歩む   エ 進む 

 

 

以上で問題は終了です。 
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一般選抜 【３科目型】【２科目型】
【給付型奨学生選抜（３科目型）】

英語 　

日本史 　

解答番号� 正答� 配点
� 1� ア� ２点
� 2� ウ� ２点
� 3� ア� ２点
� 4� エ� ２点
� 5� イ� ２点
� 6� イ� ２点
� 7� エ� ２点
� 8� ア� ２点
� 9� イ� ２点
� 10� ウ� ２点
� 11� エ� ３点
� 12� イ� ３点

解答番号� 正答� 配点
� 13� ア� ３点
� 14� ウ� ３点
� 15� イ� ３点
� 16� ア� ３点
� 17� ウ� ３点
� 18� イ� ３点
� 19� エ� ３点
� 20� エ� ３点
� 21� カ� ３点
� 22� エ� ３点
� 23� イ� ３点
� 24� ク� ３点

解答番号� 正答� 配点
� 25� オ� ３点
� 26� キ� ３点
� 27� コ� ３点
� 28� ア� ３点
� 29� ケ� ３点
� 30� ウ� ３点
� 31� ウ� ４点
� 32� イ� ４点
� 33� エ� ４点
� 34� ア� ４点
� 35� ウ� ４点

解答番号� 正答� 配点
� 1� ウ� ２点
� 2� イ� ２点
� 3� ウ� ２点
� 4� ウ� ２点
� 5� エ� ２点
� 6� ア� ２点
� 7� ア� ２点
� 8� エ� ２点
� 9� イ� ２点
� 10� ア� ２点
� 11� ア� ３点
� 12� エ� ３点
� 13� イ� ３点
� 14� ウ� ３点
� 15� ウ� ２点
� 16� ア� ２点

解答番号� 正答� 配点
� 17� イ� ２点
� 18� イ� ２点
� 19� ウ� ２点
� 20� ウ� ２点
� 21� ア� ２点
� 22� ウ� ２点
� 23� ア� ２点
� 24� エ� ２点
� 25� ウ� ２点
� 26� イ� ２点
� 27� ア� ３点
� 28� イ� ３点
� 29� イ� ２点
� 30� ア� ２点
� 31� ア� ２点
� 32� ア� ２点

解答番号� 正答� 配点
� 33� エ� ２点
� 34� ウ� ２点
� 35� イ� ２点
� 36� ウ� ２点
� 37� イ� ２点
� 38� ア� ２点
� 39� イ� ２点
� 40� ウ� ２点
� 41� ア� ２点
� 42� エ� ２点
� 43� イ� ２点
� 44� エ� ２点
� 45� エ� ３点
� 46� ア� ３点
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世界史 　

政治・経済 　

解答番号� 正答� 配点
� 1� ウ� ３点
� 2� エ� ３点
� 3� エ� ３点
� 4� イ� ３点
� 5� エ� ３点
� 6� ウ� ３点
� 7� イ� ３点
� 8� イ� ３点
� 9� ア� ３点
� 10� エ� ３点
� 11� イ� ３点
� 12� イ� ３点
� 13� ア� ３点

解答番号� 正答� 配点
� 14� ア� ３点
� 15� ウ� ３点
� 16� エ� ３点
� 17� エ� ３点
� 18� イ� ３点
� 19� イ� ３点
� 20� エ� ３点
� 21� ア� ３点
� 22� エ� ３点
� 23� イ� ２点
� 24� イ� ２点
� 25� エ� ２点
� 26� ア� ２点

解答番号� 正答� 配点
� 27� エ� ２点
� 28� ウ� ２点
� 29� エ� ２点
� 30� ウ� ２点
� 31� ア� ２点
� 32� エ� ２点
� 33� ウ� ２点
� 34� イ� ２点
� 35� ア� ２点
� 36� ウ� ２点
� 37� エ� ２点
� 38� イ� ２点
� 39� エ� ２点

解答番号� 正答� 配点
� 1� ア� ２点
� 2� エ� ２点
� 3� ウ� ２点
� 4� エ� ２点
� 5� ウ� ２点
� 6� エ� ２点
� 7� ウ� ２点
� 8� ウ� ２点
� 9� エ� ２点
� 10� エ� ２点
� 11� ウ� ２点
� 12� エ� ３点
� 13� エ� ２点
� 14� イ� ２点
� 15� ウ� ２点
� 16� ウ� ２点

解答番号� 正答� 配点
� 17� イ� ２点
� 18� エ� ２点
� 19� イ� ２点
� 20� エ� ２点
� 21� ウ� ２点
� 22� ウ� ２点
� 23� ア� ２点
� 24� エ� ３点
� 25� エ� ２点
� 26� ア� ２点
� 27� カ� ２点
� 28� イ� ２点
� 29� エ� ２点
� 30� ア� ２点
� 31� キ� ２点
� 32� エ� ２点

解答番号� 正答� 配点
� 33� ウ� ２点
� 34� ウ� ２点
� 35� イ� ２点
� 36� イ� ３点
� 37� オ� ２点
� 38� ア� ２点
� 39� ウ� ２点
� 40� エ� ２点
� 41� ア� ２点
� 42� イ� ２点
� 43� イ� ２点
� 44� エ� ２点
� 45� ウ� ２点
� 46� イ� ２点
� 47� ウ� ２点
� 48� ア� ３点
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数学 　

国語 　

解答番号� 正答� 配点
� 1� キ� ３点
� 2� ク� ２点
� 3� ウ� ２点
� 4� ケ� ３点
� 5� エ� ３点
� 6� ウ� ３点
� 7� カ� ３点
� 8� エ� ３点
� 9� ケ� ３点
� 10� キ� ３点
� 11� ア� ３点

解答番号� 正答� 配点
� 12� ケ� ３点
� 13� カ� ２点
� 14� ク� ２点
� 15� ウ� ３点
� 16� ア� ３点
� 17� カ� ３点
� 18� コ� ３点
� 19� カ� ３点
� 20� コ� ３点
� 21� ウ� ４点
� 22� ウ� ３点

解答番号� 正答� 配点
� 23� ク� ３点
� 24� ケ� ３点
� 25� オ� ６点
� 26� エ� ３点
� 27� ア� ３点
� 28� イ� ３点
� 29� カ� ３点
� 30� ク� ３点
� 31� キ� ３点
� 32� イ� ３点
� 33� カ� ４点

解答番号� 正答� 配点
� 1� エ� ２点
� 2� ア� ２点
� 3� イ� ２点
� 4� ア� ２点
� 5� イ� ２点
� 6� エ� ２点
� 7� ア� ３点
� 8� ウ� ３点
� 9� イ� ３点
� 10� エ� ４点
� 11� イ� ４点
� 12� エ� ４点
� 13� ウ� ３点
� 14� イ� ４点
� 15� ウ� ３点

解答番号� 正答� 配点
� 16� ア� ３点
� 17� イ� ４点
� 18� ア� ２点
� 19� イ� ２点
� 20� エ� ２点
� 21� イ� ２点
� 22� ウ� ２点
� 23� ア� ２点
� 24� エ� ４点
� 25� イ� ４点
� 26� ウ� ３点
� 27� ウ� ３点
� 28� エ� ３点
� 29� イ� ３点
� 30� ウ� ３点

解答番号� 正答� 配点
� 31� エ� ４点
� 32� ア� ３点
� 33� ウ� ４点
� 34� ア� ４点



一般選抜【問題見てから選択型】
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一般選抜【問題見てから選択型】

英語 　

数学 　

解答番号� 正答� 配点
� 1� ウ� ２点
� 2� ア� ２点
� 3� ア� ２点
� 4� エ� ２点
� 5� イ� ２点
� 6� ウ� ２点
� 7� ア� ２点
� 8� ア� ２点
� 9� エ� ２点
� 10� ア� ２点

解答番号� 正答� 配点
� 11� ア� ３点
� 12� イ� ３点
� 13� エ� ３点
� 14� ウ� ３点
� 15� エ� ３点
� 16� イ� ３点
� 17� エ� ３点
� 18� ウ� ３点
� 19� エ� ３点
� 20� イ� ３点

解答番号� 正答� 配点
� 1� エ� ２点
� 2� ケ� ２点
� 3� ウ� ２点
� 4� オ� ２点
� 5� ク� ２点
� 6� コ� ２点
� 7� イ� １点
� 8� ウ� １点
� 9� オ� １点
� 10� カ� １点
� 11� ク� １点
� 12� ア� ２点
� 13� ウ� ２点
� 14� ク� ２点

解答番号� 正答� 配点

� 15� ク� ２点

� 16� イ� ２点

� 17� ウ� ２点

� 18� オ� ２点

� 19� ケ� ２点

� 20� カ� ２点

� 21� エ� ２点

� 22� イ� ２点

� 23� オ� ２点

� 24� ウ� ３点

� 25� カ� ３点

� 26� ケ� ３点
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国語 　
解答番号� 正答� 配点
� 1� ア� １点
� 2� ウ� １点
� 3� ア� １点
� 4� エ� １点
� 5� イ� １点
� 6� ア� １点
� 7� イ� ４点
� 8� ウ� ４点

解答番号� 正答� 配点
� 9� ア� ４点
� 10� エ� ５点
� 11� エ� ４点
� 12� イ� ４点
� 13� ア� ５点
� 14� イ� ５点
� 15� ウ� ４点
� 16� イ� ５点
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外国人留学生選抜【一般】

日本語 　
解答番号� 正答� 配点
� １� エ� ３点
� ２� ウ� ３点
� ３� ア� ３点
� ４� ウ� ３点
� ５� ア� ３点
� ６� エ� ３点
� ７� ア� ３点
� ８� イ� ３点
� ９� ア� ３点
� 10� ウ� ３点
� 11� イ� ３点
� 12� イ� ３点
� 13� ウ� ３点
� 14� エ� ３点
� 15� ア� ３点
� 16� ア� ３点
� 17� ウ� ３点
� 18� エ� ３点
� 19� ア� ２点

解答番号� 正答� 配点
� 20� ウ� ２点
� 21� エ� ３点
� 22� イ� ２点
� 23� ア� ２点
� 24� ア� ３点
� 25� ウ� ２点
� 26� エ� ３点
� 27� ア� ３点
� 28� イ� ３点
� 29� イ� ２点
� 30� エ� ３点
� 31� ア� ３点
� 32� イ� ２点
� 33� ア� ２点
� 34� ウ� ２点
� 35� エ� ２点
� 36� ア� ２点
� 37� イ� ３点
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